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　　　　符ノ一　捨てないで　行かないで







　床に転がる女性の死体を見つめ、べったりと座りこんだ豊とよ川かわ俊とし樹きは途方に暮れていた。

「……どうして死んじゃったんだよぉ、尚なおちゃん……」

　激しく争われた後を示すように、部屋の中の荷物は散乱し、ブティックハンガーに掛けてあった洋服や高価なブランド物のバッグは、化粧品や香水の瓶びんとごちゃごちゃになって転がっている。こんな状態で放置しておいたなら、洋服は皺しわになるし、バッグにも染しみができる。そうなっては大変と、慌あわてて片づけるはずのこの部屋の主あるじ・秋あき元もと尚なお美みはその惨状を見ることなく、四肢しを投げ出し力なく横たわっている。尚美の周りには、ネックレスだったのだろう大量のパーツが散らばり、首にはその残ざん骸がいとネックレスによってつけられたのだろう圧あつ迫ぱく痕こんが生なま々なましく残っていた。素しろ人うとでも一見してわかる、他殺である。

（どうしよう……）

　俊樹は途方に暮れる。こんな状態を目の当たりにしているのに救急車も警察も呼べないのは、彼がこの状況を作ってしまった張本人だからだ。

『金銭によるトラブルか？　同居人男性、ホステスを絞殺！』

　三面記事やワイドショーの見出しが、俊樹の頭のなかでぐるぐるする。二十七歳無職の同居人である俊樹は、働くのが苦手で時間にルーズで、あらゆる面でだらしなかったけれど、尚美のことが好きだった。殺すつもりなんてまったくなかったのだ。尚美が隠すように部屋に置いていた金を、今日きようたまたま見つけて、いつも世話ばかりかけているから、これを元手に増やして喜ばせてやろうとパチンコに行ったら、全部すってしまって。がっかりしてマンションに戻ったら、先に帰宅して俊樹が金を持ち出したことに気づいた尚美が怖い顔で待ち構えていて。遊びたかったから、金を使いこんだわけではないのに、ヒステリックに詰なじられて、物をぶつけられて、叩たたかれて。やめてくれと揉もみ合いになったら、いつの間にかこうなっていた。

「どうすんだよぉ……」

　ちょっと喧けん嘩かしただけだ。いくら機嫌が悪くても、死ななくてもいいではないか。尚美がいなければ、暮らしていけないのに。尚美のようにいい女が、また見つかるかどうかなんて、わからない。頭も見た目もけっして悪くはなかったし、すこぶる健康体であったが、俊樹は自立できないダメ男だった。

　ぼーっと床に座っていても、事態は何も変わらなかった。いや、時間が経たって日付が変わろうとしている。

　尚美が家賃を払ってくれないのなら、このマンションに住み続けるわけにはいかない。俊樹はここを出て、自分を養ってくれる次の優しい女を見つけなければいけない。ずっと続けばいいと思っていた平和な暮らしは、唐突に終わってしまった。

「尚ちゃん……、尚ちゃん……」

　俊樹は泣きながら、自分の荷物をまとめてボストンバッグに詰めこんだ。そして海外旅行用のスーツケースに尚美の身体からだを詰めこんだ。マンションからちょっと歩いた駐車場に、尚美に買ってもらった車がある。

「山に行こうか」

　以前ぶらぶらと車を流していたときに、尚美にちょうどよさそうな山があったことを思い出し、俊樹はスーツケースを後部トランクに詰め、最後のドライブに行くために車を発進させる。遠すぎるほどではないけれど、少し都心から離れていて、人の手が入らない自然が残っている、尚美でも登れそうな高さの山だ。公園にはなっていないので、道は舗装されておらず、街灯のひとつもないけれど、今の俊樹たちにはそれがかえって都合がいい。

　車で入れるぎりぎりのところまで山道を上り、俊樹は車を止める。民家どころか、まともな道路もないような場所、ハイビームにしたヘッドライトが一瞬照らした先に、光を跳ね返す硬質な物があった。秋元尚美は寂しがり屋だったけれど、あそこならきっと寂しくない。




　塔とう京きよう周辺では大型ゴミ、粗大ゴミの回収が有料となってから、その回収費用を支払うのが嫌で、それらのゴミの不法投棄をする者があちこちで続出していた。もともとそれらのゴミは回収してもらうにも、いくつかの手順を踏まなければならず、面倒だったのだが、それに加えて有料となってしまったものだから、自宅から運び出す機動力のある者たちは不法投棄に走ったのだ。誰だれもそれはいけないことだとわかっているし、運び出すのもそれなりに手間だ。だが、処分費を支払うのが嫌で、不法投棄をする不心得者は後を絶たない。産業廃棄物の回収を専門にしている業者にさえ、森林や山中にそれらを不法投棄し、受け取った処分費用を着服して逃げている悪徳業者がいる。人通りがなくちょっと見通しの悪いところで、ゴミを置いていけるような場所は、例外なくゴミが不法投棄される。ニューヨークの割れ窓理論に則のつとって、ゴミが不法投棄されたまま放置されている場所は、『ゴミを捨ててもいい場所』とよくない認識をされ、次から次にゴミが不法投棄されていき、ゴミの集積場所を形成する。




　尚美に蛍ほたるを見せてやりたいと思って入りこんだ山で俊樹の見つけた、ゴミの不法投棄場所が、まさかこんな形で役に立つとは。

　雑草に囲まれた獣けもの道みちのような場所を、月明かりだけを頼りに俊樹はスーツケースを引きずって上っていき、ゴミの集積場所に向かう。

　ここに、尚美の入ったスーツケースを捨てるのだ。

（バイバイ、尚ちゃん……）

　もとは地割れがあって穴の開いていた場所、今はその地割れの穴も見えないぐらいに洋服ダンスや冷蔵庫、ブラウン管テレビ等が雑多に置かれて山を成している場所に、俊樹はスーツケースを置く。尚美のスーツケースはそれひとつだけぴかぴかで綺き麗れいで、暗がりでも何となく周りのゴミから浮いているが、そのうち風で土つち埃ぼこりを被かぶり、雨が降って水みず垢あかと泥で汚れ、周りと同化することだろう。尚美もこの気温なのだから、すぐに傷いたむだろうが、色々なものがごっちゃになって混ざり合い、何が原因なのかわからない悪臭の漂うここでは、きっとたいして目立たない。誰も気にとめる者はいない。

　この三年間の尚美との生活は、楽しかった。気分にむらのある尚美はときどきキレやすくなって、喧嘩したことも何度もあったけれど、悪い暮らしではなかった。

「……尚ちゃん……」

　ぐっと胸が詰まり、ぼろぼろと涙を零こぼした俊樹は唇を嚙かみしめ、もう尚美のスーツケースを見ないようにぎゅっと目を閉じる。

　背を向けて走り去ろうとした俊樹に。




「こら、若造！」




　年配の男性の怒号がかかった。

「ひ……」

　真っ暗で誰もいないと思っていた俊樹は、突然大声で怒ど鳴なられて、心臓が口から飛び出すかと思うほど驚いた。飛び上がるような勢いで振り返った俊樹は、暗がりで自分を怒鳴りつけた男を見る。

（棟とう梁りよう……？）

　地じ下か足た袋びに黒い作業ズボン、ラクダのシャツに腹巻で法はつ被ぴ姿、頭に捩ねじり鉢はち巻まきという、白髪しらがまじりの老人のその出いで立たちは、俊樹の貧困な知識の中の大工の棟梁そのものである。

（何でこんな山の中に……）

　大工さんがいるのだろうか。仕事熱心な大工さんが床とこ柱ばしらにする樹木でも見に来たのだと考えるには、あまりにも真夜中で。




　棟梁（豊川俊樹主観による）は、怖い顔で俊樹を睨にらんだ。

「この山はゴミ捨場じゃねぇぞ！　持ってきたモン、とっとと全部持って帰りやがれ！」

　巻き舌で怒鳴られて、図ずう体たいのわりに気の小さい俊樹は縮み上がる。

「は、はい……っ！」

　大慌てで放置したスーツケースのところまで戻った俊樹は、それを持ち上げる。

（ごめんね、尚ちゃん……！　ここには怖い棟梁がいるよ……）

　場所をどこか別のところに変えて――――。




「こら！　聞こえなかったのかよ!?　『全部』持ってけって言ってんだ！」

　スーツケースを引きずってそそくさと立ち去ろうとした俊樹は、棟梁（豊川俊樹主観による）に怒鳴られ、ぎょっとする。

「で、でも、ボクの持ってきたものは、これひとつで……」

「つべこべ言ってんじゃねぇよ！　全部持ってけったら、全部に決まってんだろうが！」

「で、でも、ボクの持ってきたものは……」

「名前でも書いてあんのか!?　あぁん!?」

　不法投棄許すまじの正義の人であるはずの棟梁（豊川俊樹主観による）は、ヤクザが因いん縁ねんをつけるような動作で顎あごを動かして上うわ目め遣づかいをし、ワルい顔で俊樹にガンをつけた。

　違うという証明がはっきりとなされなければ、それは俊樹の所有物だったとみなす。棟梁（豊川俊樹主観による）が言い放つのはかなり強引な理論だが、落書きでも何でも、現行犯で捕まった者が、成されていた同様の悪さの責任を全部取らされるのは、よくある話だ。

　だが、それが一山成すほども大量に不法投棄された粗大ゴミとなれば。




「む、無理です……っ！　ごめんなさいぃぃっ！」

　持ってきたスーツケースひとつなら持ち去れるが、冷蔵庫や洋服ダンスというデカブツなんて、とんでもない。俊樹の乗ってきたのは、荷物運びのできるトラックではなく、セダンタイプの乗用車だ。どう考えても積めない。不法投棄現行犯を発見した棟梁（豊川俊樹主観による）の怒りはもっともだが、現実問題できることとできないことがあるのだ。俊樹としては、どんなに怒られたとしても、ここは力いっぱい逃げるしかない。

　火事場の馬鹿力というのか、引きずるようにして運んできたスーツケースを抱え上げ、逃げ出した俊樹の前に、ぬっと大きな黒い影が現れた。

「ガア！」

「ひいぃっ！」

　突然に出現し、前足を振り上げて立ち上がった月つきの輪わ熊ぐま（左耳のあたりにリボンがついているように見えた。恐怖で豊川俊樹が錯乱していたためかもしれない）に、俊樹は身を竦すくませて立ち止まる。

（逃、逃げ、逃げ……！）

　がちがちと歯を鳴らし、それでも右向け右と向きを変えた俊樹の前に、またもやぬっと大きな黒い影が現れる。

「ガア！」

「ひいいぃっ！」

　前足を振り上げて立ち上がった月の輪熊（左耳のあたりにお花の飾りがついているように見えた。恐怖で（以下略））に、俊樹はさらに右に向きを変えた。

　合計百八十度回転。すなわち反転。

　背を向けて逃げた粗大ゴミの山が、俊樹の真正面にきていた。熊熊二段攻撃で、すっかり縮み上がっていた俊樹に向かって、粗大ゴミの山が動いた。

　命を吹きこまれたかのように、冷蔵庫や洋服ダンスの扉がバタンバタンと乱暴に開閉し、放ほうり投げられたようにゴミの山の上にあった自転車の車輪がギリギリと回る。テレビや電子レンジが飛び跳ね、家電製品の電気コードやホースが、蛇へびが蠢うごめくようにのたうち、暴れまわる。




　持ってけぇ。

　持ってけぇ……！




「ひいいいいいいっ！」

　耳ではなく、頭の中に聞こえた声（幻聴という可能性も大）に、真っ青になった俊樹は、妖よう怪かいの集団と化した粗大ゴミの山から、無我夢中で逃げ出した。




　持ってけぇ……！

　持ってけぇ……！




　太く細く低く高く、何人もが代わる代わる呼びかけるような声が、追いかけてくる。

「うわー……！」

　背後で、ごてごてと物音がしていたが、俊樹は恐ろしくてとても振り返れなかった。不法投棄された粗大ゴミたちに追いつかれ、捕まったら、どうなるのかわからない。

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさい……！」

　暗い山の中を、泣いて謝りながら俊樹は逃げた。




　――――俊くん……。




　捨てないでね。




（尚ちゃん……）

　息を切らし、朦もう朧ろうとしながら俊樹は思い出す。寂しがり屋だった尚美は、働かない男である俊樹に縋すがって、何度もそう言っていた。そうだ。死んでしまったからといって、捨ててはいけなかったのだ。

（ごめんね、ごめんね、尚ちゃん）




　持ってけぇ……！

　持ってけぇ……！




　声と物音は、スーツケースを引きずって逃げる俊樹を追いかける――――。















　どこをどうやって逃げたのか、記憶がなかった。暗い山の中で何度も転倒したのだろう俊樹は泥に塗まみれ、あちこちに引っかき傷や打ち身を作り、ぼろぼろのよれよれになって登山口近くの道路に行き倒れていたところを、早朝、農作業に出掛ける途中の近所の住民に発見され、通報を受けてやって来た巡査に保護された。山の中を引きずってきたのだろう、同じくぼろぼろになった、大きなスーツケースと一緒に。




『持ってけ山　一夜の恐怖』




　何ともユニークな見出しが、その日のワイドショーやニュース番組に流れた。

　自宅マンションで秋元尚美を絞殺し、死体遺棄を計画するも、それを果たせなかった豊川俊樹は逮捕され、警察病院に移送された。異様な執着をみせて死体の入ったスーツケースを手放すことに激しく抵抗したので、色々な意味での病院行きである。




　豊川俊樹容疑者の第一発見者である、農業を営む松まつ江え田だ昭しよう次じ（56）は、インタビューに訪れた報道レポーターに語る。

「持ってけ妖怪ってねぇ……。狐きつねか狸たぬきに化ばかされたか、夢でも見たんじゃねぇか？　まぁよ、出てくれたほうが、ありがたいっちゃありがてぇよなぁ」

　そういう怖いことがあるのなら、不法投棄の不心得者も、山に入らないことだろう。

「大工の棟梁？」

　法被姿で捩り鉢巻に地下足袋の老人も、豊川俊樹の見た幻覚かと尋ねられ、目を円まるくしてから松江田昭次は笑った。

「そりゃ、おめぇ、炭焼きの斉さい藤とうさんだ」

　近隣の住民に尋ねたところ、山で炭焼きをしている『斉藤さん』のことは、誰でも知っていた。山に行けば、たいてい会えるらしい。

　豊川俊樹の証言を元に警察が検分を行い、乗り捨ててあった豊川俊樹の車が移動させられ、非常線を解かれた後、果敢に山に登り、突撃レポートを行ったレポーターに、煙草たばこを吸いながら休きゆう憩けい中だった斉藤さんは、根性焼きをしそうな勢いで語った。

「あんなモン、捨てに来んじゃねぇってんだ！」

　仕事場所である山に、人間の死体を捨てられてはたまったものではない。斉藤さんのお怒りは、もっともである。




　建物や畑のように、明確な占有物がないとわかりにくいかもしれないが、この国の土地にはすべて所有者がいる。個人の場合もあれば、国や地方自治体である場合もあるが、道路も山も、誰かの所有物であり、課税の対象だ。不法投棄を行っている者たちは、誰かの土地を汚しているのである。他人の土地で何をするのかと、所有者が怒り心頭に発するのは当然だ。誰も来ない静かな場所がいいなどと、不心得者に土地を選ばれては、その所有者はおおいに迷惑する。




　錯乱状態で保護された豊川俊樹は、粗大ゴミの持ってけオバケの他ほかに、熊を二頭見たとも言っている。しかも、おリボンとお花飾りのついた熊を。

「常識で考えろ！　山にゃ熊もいりゃ、猪いのししも鹿しかもいるってんだ！」

　……異論はない。

　昨夜の怒りがまだ持続しているのか、斉藤さんはとても機嫌が悪かったので、レポーターは突撃インタビューをそこまでで終えて山を下りた。斉藤さんよりも落ちついている近隣住民にも、豊川俊樹の目撃した熊のことを尋ねてみたが、「馬鹿じゃないの、この人」というような冷たい目を向けられたり、頭の痛い可か哀わい相そうな人に対する同情と哀れみの視線をちくちくと感じたので、それが放送されることはなかった。

　熊や粗大ゴミのオバケのことは、スーツケースを引きずりながら夜明けまで山を駆け回った不心得者の豊川俊樹の見た幻覚として、近隣住民や斉藤さんのインタビューなしで紹介され、報道バラエティーの番組のパネラーたちの失笑を買った。




　絶ぜつ佳か庵あんで昼食の素そう麺めんを啜すすりながら、報道バラエティーの番組を視みていて、ふむと桃もも枝えだ綱つな紀きは考える。現代版の妖怪話という感じだが。

「右う京きようさんの術で、あぁいうのできるんじゃないですか？」

　封ふう縛ばくの術を用いれば、幻覚を見せることは簡単だ。

　尋ねられ、大鉢に盛った素麺の添え物のスイカのスライスを器用に避けて麺を器に取り分けながら、武む庫こ川がわ右京は苦笑する。

「あんまり意味ないなぁ～」




　結果どうしたかといえば、豊川俊樹は遺い棄きしようとしていた死体入りのスーツケースを持って、山を下りただけだ。それによって殺人事件は露ろ顕けんしたが、不法投棄されていた粗大ゴミがひとつでも減ったわけではない。取材に行った各局の報道レポーターたちは、どの局も不法投棄された粗大ゴミの山は嘆なげかわしい出来事であると写していたが、それだけである。不法投棄されたゴミであれ、他人の土地に置かれた物だから、勝手に持ち出すことはできない。

　豊川俊樹に死体入りのスーツケースを遺棄させないようにするだけなら、山に入らせなければいい。粗大ゴミの『持ってけオバケ』は、不法投棄はやめましょうという世間への呼びかけにはなるだろうが、すでに不法投棄されている物を撤去するというような直接の効果はない。持ってきたスーツケースを持って帰らせるだけでなく、豊川俊樹にゴミの山を運び出させるぐらいのものであったほうが、山の所有者にとっては喜ばしい。




　絶佳庵では、一週間前に浅あざ葡ぶ聖しよう徳とく寺じの住じゆう持じ・小こ金がね沢ざわ尊そん徳とくから、檀だん家かからの贈り物の横流しで大玉のスイカを十五個もいただいたので、毎日のおやつや食後のデザートはもちろんのこと、通常の食事にもスイカが食材として使われている。料理上手じようずで倹約家の壱いち葉ようは、スイカの皮の部分も、キュウリや冬とう瓜がんのように料理して無駄なく食べさせてくれる。右京も綱紀も、スイカは嫌いではないが、食べ飽きてきたというのが正直なところだ。

　横から箸はしをのばして、右京の器に、大鉢に残っていたスイカをひょいひょいとすべて投入し、壱葉はおっとりと頷うなずく。

「そうですよねぇ。どうせ化け物が出るなら、発見者とかお巡まわりさんたちの前で、誰も触れていないのに突然豊川さんの首が落ちるぐらいのパフォーマンスがあったほうが、インパクトがありますよねぇ」

　人外のやり方でゴミの不法投棄者を葬り去ってみせれば、その山に不法投棄のために侵入しようという不心得者は、きっともう二度と来ないことだろう。

　のほほんと言い放たれた猟りよう奇き的てき発言に、リアルに想像してしまった綱紀と右京は、ぞくりと背筋を震わせる。

（確かに、インパクトはあります、壱葉さん……！）

　それはもう、ありすぎるほどに。

　口に運んだところだった素麺を、ずずっと綱紀は嚙まずに呑のみこんだ。

　絶佳庵において、一度各自の器に入れられた物は、きちんと食べ尽くさない限り、次の食事は供されない。嫌々スイカを一気に口に押しこんだ右京は、座ったままの格好で蒼そう白はくになり、ばたりと横倒しになる。へらりと笑った右京は、親指を立てた。

「壱葉さん、ぐっじょぶ……！」

　スイカ＆言葉責め、オッケー[image: ]

「いえいえ。まだまだですよ」

　いい仕事をした壱葉は微笑ほほえみながら、横倒しになっている右京の頭の上に、いれたての熱い茶の入った湯飲みを置いた。










　　　　符ノ二　陰陽寮に行こう







　由ゆ季き乃のちゃんとのデートイベントに突入したところで、突然ドアが開かれた。

「ちょっと勇いさみ！」

「うわ！」

　ずかずかと部屋に入ってきた母親に、ベッドに座ってゲームのコントローラーを握っていた茂もて木ぎ勇は、大振りなゼスチャーで来るな来るなと合図する。

『剣道の試合、わたしも見に行ってもいいかな？　よかったら、お弁当――――』

「あんたいったい何度……！」

「ちょーっと待って！」

　テレビとの間に猛然と立ちはだかる母親に、これは駄目だと観念した茂木勇は、ゲームをリセットする。

（あーぁ……、ランダムイベントだったのに……☆）

　セーブポイントまで戻ったデータで、再びプレイしても、さっきと同じイベントが見られるとは限らない。が、邪じや魔まされてよく進行が見えないままに、このイベントをロードしてしまうのは嫌だった。可能性を残して、リトライだ。

「いきなり入ってくんなよ、母さん！」

　コントローラーを投げ出してベッドの上で胡座あぐらをかき、ぶすくれて文句を言う勇を、母親は怖い顔で睨にらみつけた。

「いきなりじゃないわよ！　何度ノックしてあげたと思ってるの！　毎日毎日部屋でこんなゲームばっかりして！」

　こんなゲーム。ざっくり言われて、美少女恋愛シミュレーション、いわゆるギャルゲーに熱中していた勇は、恥ずかしくなる。

「うるさいなー、いいだろ、別に」

「よくないわよ！　いい若い者が、一日中部屋にこもって！」

　トイレに行ったり食べ物や飲み物が欲しいとき以外は、二階の子供部屋から出ないようなことを言われて、心外だと勇は口を尖とがらせる。

「俺、外に出たよ、昨日きのう」

「夜の十時過ぎにレンタルビデオ屋とコンビニでしょう!?　夜よ更ふかししてゴロゴロゴロゴロ昼まで寝てないで、ちゃんと朝起きて、健康的にスポーツでもしなさい！」

「いいじゃん、大学はまだ休みなんだし。それに太陽光線の浴びすぎは、皮ひ膚ふガンを誘発するんだぞ。紫外線はよくないんだからな。スポーツだって、ちゃんとやってるぞ」

　テニスとかゴルフとか。――――家庭用ゲーム機のゲームソフトで。

「そんなのはスポーツとは言いません！」

「横暴ー」

　ぶー、と勇は口を尖らせる。

「口答えばっかりしてるんじゃないの！　まったく、誰だれに似たんだか……！」

　嘆かわしいと溜ため息いきをつく母親に、イベントの途中でゲームを強制終了させられた勇も面おも白しろくない。

「んーだよ……！　そんな文句言いに、わざわざ来たのかよ!?」

　ごろりと横になった勇の頭を、母親は張り倒す。

「何余裕かましてんの！」

「いってーな！」

　騒ぐ勇を無視して、母親はベッドの上に転がしてあったテレビのリモコンを取り上げ、入力切り替えをして、真っ暗なゲーム画面からテレビ放送の画面に替える。午後二時過ぎの主婦層向けワイドショー番組が放送中だった。

「下のリビングで見ろよ！」

「あんたが見るのよ！」

　再び頭を張り倒された勇は、現場からレポートしているらしい画面に、あれ？　と目を瞬しばたたく。どこかで見たような――――。

「あんたの山よ」

　冷ややかに母親に言われ、勇は『い』の形に口を歪ゆがめて、身を起こす。

「今日きようは朝から、ワイドショーはこればっかりよ」

「…………」

　インターネットに入ってネットサーフィンをしていたなら、更新されるニュースクリップで目にしていたのかもしれないが、今日は起きてからずっとゲームをしていた勇は、まったく世間様と切り離された状態にあった。




　同居女性の死体を詰めたスーツケースを持って、一晩山を徘はい徊かいした無職の男性、殺人及び死体遺棄未遂の容疑で逮捕される。ゴミの不法投棄場所となっていたところで、持ってけオバケに遭遇。

　現場となった戸と雁がり山やま、通称『とんがり山』は、昔から神隠し伝説もある山で、近隣住民は日が落ちてからこの山に入ることはないらしい。




（おいおい、二十一世紀だぞ☆）

「ありえねー……☆」

　ひょっとして馬鹿？

「馬鹿はあんたよ」

　すぱん☆！　とまた一発、スナップの利きいた一撃を食らい、勇は頭を抱える。母親の強烈なツッコミが入ったので、声に出して言ってしまっていたようだ。

「ぽんぽん叩たたくなよ……！　もっと馬鹿になったらどうすんだ!?」

「ゲームもできなくなるわね」

「ちくしょー、そのスキルだけは残してやる」

「あんたね……。二は十た歳ち過ぎてんのよ？　もっと大人おとなとして、役に立つスキルを残しなさいよ。ホントに馬鹿なんだから……！」

　ベッドに腰を下ろした母親に、脳天に手を置かれて揺さぶられ、勇はギブアップする。

「――――酔う……☆」

　昔から乗物酔いしやすい体質の息子に溜め息をつき、母親は勇の頭から手を退どけた。

「お婆ばあちゃんの思い出の詰まった、お爺じいちゃんの大事な山もらっといて、あんたはお爺ちゃんのお葬式にも出ないで」

「あんときは、俺おれ、麻疹はしかで寝こんでたじゃん☆！」

　病気で苦しんで寝こんでいたときのことを、非情で冷酷な人間のように言われては困る。

「あぁ、そうだっけ？」

「そうだよ！」




　高熱でうなされ、朦もう朧ろうとしていたときに、祖父の夢を見たような気もする。とにかく、感染力の強い伝染病の感染患者だった勇は、自宅で隔離された形にあり、通夜も葬式もない状態だった。脳のう梗こう塞そくで倒れて数年入院したままだった祖父が亡くなったことを知ったのは、麻疹が完治してからだ。もともと同居していた親族ではなかったし、入院してからの祖父は、ずっと昏こん睡すい状態だった。見舞いに行く度たびに、静かに眠っている祖父の姿を見て、勇は近づきつつある祖父の死を漠然と感じて、何となく覚悟のようなものはできていた。亡くなったと聞かされたときも、その日が来たのだなと、納得した。空虚感はあったが、大声をあげて泣くことはなかった。資産家だった祖父に遺産を分配されたと聞いたときにも、どうして自分を指名してあの山をくれたのか、よくわからなかった。

　山をもらっても、勇は麻疹で休んだ大学の授業の遅れを取り戻すことで忙しかったし、特に興味もなかったので、譲られた他ほかの遺産の手続きのために父親が弁護士を家に呼んだときに、便乗させてもらって一緒に名義変更の手続きをしただけで、山に足を運んでもいなかった。知らないうちに、粗大ゴミの不法投棄場所になっていたなんて。




「いい恥はじ晒さらしよね」

　心を読んだかのようなタイミングで放たれた母親の言葉に、勇はがっくりと肩を落とす。親しん戚せき中の笑い者決定だ。再さ来らい月げつにある従い兄と弟この誕生日に、親戚の家にお呼ばれするのが億おつ劫くうだ。




　がくーんと俯うつむいた勇に見えるよう、母親は持ってきた裏白の折りこみ広告を置く。何か計算式のようなものが書いてあるが。

「――――何？　これ」

　きょとんと目を瞬いた勇に母親は言った。

「相続税よ」

「はぁ!?」

「お爺ちゃんの山を相続したんだから、当たり前でしょ。あんたが払うのよ」

「えぇっ!?」

　勇は計算された数字を凝視する。

「冗談だろ!?　俺、払えるかよ、こんな金額！」

　たいしたものではなくても、さすが山ひとつ。子供のお年玉貯金や小遣いで、どうにかなる金額ではない。

「なかったら働きなさいよ。物ぶつ納のうっていって、相当分の土地で納める方法もあるし、山を売ってお金に換えて、それで納める方法もあるわ」

「そんな、いきなり……」

「あんたが相続するって決めたんでしょ」

　相続権を放棄することもできたのだ。相続すれば、相続税がかかる。当たり前のことだ。呆あきれる母親に、勇はしょげる。

「んーなこと言ったって、俺、知らなかったもん……」




　べつにいらないけど、もらえるものならもらっておいてもいいや程度の、軽い気持ちだった。名義変更の手続きに必要な費用も、あのときは父親が出してくれたし。それで終わったと思っていたのだ。自宅通学で親の脛すね齧かじりで何不自由なくのほほんと暮らしている一介の学生には、確定申告や納税という言葉はまだまだ縁遠い。




「念のため言っておくけど、税金は踏み倒せないわよ？　支払わなかったら、国税局の差し押さえ食らうからね」

「さしおさえ……☆」

「滞納すると、日掛けで延滞金がつくわよ」

「……うー……」

　俯いた勇は、ばりばりと頭を掻かく。名義変更してもらった書類に、これが登とう記き簿ぼか、たいしたことないなーと思ったが――――。




　本当に何も考えずに、遺産を相続した息子の馬鹿さ加減を、母親はあまりに不ふ憫びんに思う。本来なら、自分で考えるよう、放置したいところだが。

「――――佳よし純ずみ叔お父じさんが、山を売るなら間に立ってくれるって言ってたわよ」

　不動産会社の部長である叔父は、その方面に顔が広い。

「マジ!?」

　しょげ返っていた勇は、ぱっと顔を上げる。切り替えの早い息子に、母親は苦笑した。

「ホント。その気があるなら、今晩にでも電話して相談してみなさい」

「うんうん！　電話する！」




　どうせもらう遺産なら、山よりも現金のほうが、勇としては嬉うれしい。山を持っていても、銀行預金のように利息がつくわけではなく、毎年固定資産税を納めなければならないのだ。銀行預金なら粗大ゴミを不法投棄されることもなく、どれだけあっても管理は易やすい。……あの程度の大きさの山では、たいした売却額にはならないだろうが。




　テレビ画面に映る山の様子に、母親は溜め息をつく。

「何にしても、アレはちゃんと撤去しておかなきゃね」

　堆うずたかく山と積まれた粗大ゴミ。どこから何人がかりで運ばれたものやら。

「……そうだよな」

　粗大ゴミが大量に不法投棄されたままでは、山を売りに出すとしても、あまりに見目が悪い。しかも。

「――――御お祓はらいしてもらう？」

「……そうだよな」




　殺人と死体遺棄未遂の容疑で捕まった豊とよ川かわ俊とし樹き容疑者の見た幻覚だとしても、持ってけオバケという妖怪が出たとあっては、聞こえも悪い。神隠しがある山との、古くからの噂うわさもある。役所か産業廃棄物業者に連絡して、あの粗大ゴミを撤去してもらうにも、気味悪がられそうだ。ちょっとした事故でも起ころうものなら、噂に尾お鰭ひれがつくだろうと想像できる。




「ゴミの撤去費用と御祓いの費用は、領収書ちゃんともらいなさいよ？」

　必要経費に計上して、マイナス収支として記録しなければならない。母親は口出しするだけで、責任はすべて自分でとらなければいけないことがわかり、ぼーっとしていられないと、勇は真剣に頷うなずく。

「それで、あのさ、その撤去費用と御祓いのためのお金は――――」

「自分で何とかしなさいよ。遊ぶ暇やゲームを買うお金はあるんでしょ」

　全部言い切る前に母親に突き放され、勇は蒼あおくなる。

「そんな……」

　本当に途方に暮れる勇に、母親は吹き出して笑う。

「佳純叔父さんが、立て替えてもいいって言ってたわよ」

　山の売却の仲介をするのだから、叔父の茂木佳純は勇に現金が渡ることを知っている。勇に入金があったときに、佳純叔父は貸した金を返却するよう請求すればいいのだ。あの粗大ゴミのことは、佳純叔父もあのままではいけないと言っていた。そして聞こえの悪い噂も、山の資産価値を下げる要因になる。そのままにしていては、山を安く買い叩かれてしまう。




　親があれこれと手を出すと、勇は自分で何も考えず、甘えて任せきりになる。少し離れた場所に住んでいる親戚の叔父なら、小さい頃ころからよく知っていても、いくらかの遠慮と見栄ができる。まったくの他人だと、不動産詐さ欺ぎに遭あって逃げられる危険もあるが、逃げる虞おそれのない親類だと、その点安心して話ができる。




　その晩、早速電話した勇に、叔父の茂木佳純は戸雁山の粗大ゴミの撤去よりも、先に御祓いをしたほうがいいと提案した。作業中に何か事故があっても困る。

『それでね、勇ちゃん。あの山なんだけどさ。崩して平地にするのはどうかな？』

　母親に話をしていた佳純叔父は、最初から当てがあって、あの山を売却しないだろうかと探りを入れていたようだ。

『湾岸の埋立工事に使う土ど砂しやが欲しいって業者がいるんだよ。戸雁山が平地になるなら、ショッピングセンターの建設用地や住宅地として売れるよ？』

「へぇ……、そうなんですか」




　山を崩した土砂を売り、平地にした場所を売る。




（二倍お得なんじゃね？）

　戸雁山の周囲は色々な意味でちょっと不便な場所だったけれど、山がなくなれば行き来しやすくなるし、あの辺あたりにショッピングセンターができれば、とても便利になる。都心へのベッドタウンとして住宅地にするのは悪くない。なかなか土地が売れなかったとしても、山のように見通しの悪い状態なら、また粗大ゴミを不法投棄されかねないが、見通しのいい平地ならまだましだ。悪い話ではない。勇は二つ返事で、話を進めてくれるよう佳純叔父に頼んだ。

「それから、あの山の御祓いのことなんですけど……」

『神隠しがあるとかも言ってたよね。ちょっと値段は張るけど、確かなところに頼んだほうがいいよ。この前、地じ鎮ちん祭さいをお願いしたところがあるから、紹介しようか？』

「あ、はい、お願いします。それで、あの、その御祓いの費用なんですけど……」

　ごにょごにょと言いにくそうにした勇に、佳純叔父は電話の向こうで笑う。

『ゲームばっかりやって、バイトしてないから、お金ないんだろ？』

「え、へへ……」

『仕方ないから、立て替えておいてあげるよ。そのかわり、土地の販売の仲介料は、ちゃんともらうよ？』

　親戚だし、佳純叔父は本来ならちょっとおまけするのだけれども、御祓い代を一時立て替えてあげるのだから。

「はい、それは構いません。よろしくお願いします。――――やぁっぱ佳純叔父さんは頼りになるなー。親戚の中で一番格好いいし」

『煽おだてんなよ、勇ちゃん』

「いやいや、ホントだって。皆そう思ってるよ？」

『調子いいなぁ』

　笑った佳純叔父は、それでも満まん更ざらでもなさそうな機嫌のいい声で、勇との電話を終わらせた。もうちょっと煽てたら、相続税のお金も気持ちよく立て替えてくれそうだ。戸雁山の土地が売れないと、勇に貸した御祓いの金も戻ってこないので、佳純叔父は自分のためにも頑張って土地を売ってくれるだろう。

「よしよし[image: ]　持つべきものは親戚だな」

　佳純叔父懐かい柔じゆうという第一段階を無事クリアして、勇はガッツポーズをとる。




　続く第二段階、勇は佳純叔父に紹介状をもらい、アポイントメントをとってもらった日時に戸雁山の御祓いをお願いしに出掛けた。

（暑……☆）

　小中学生の夏休みは終わっても、地球温暖化といわれているこの頃は残暑が厳しい。きちんとした格好で出掛けるように、佳純叔父から言われた勇は、どうせ必要になるのだからと母親にねだって、ちょっと早いが就職活動用のリクルートサマースーツを買ってもらい、それを着た。中学高校と詰つめ襟えりの学生服だったので、ネクタイに慣れない勇は、暑くて苦しい思いをしながら、地図で教えてもらった場所にどうにか辿たどり着く。




（陰おん陽みよう寮りよう……）




　各国大使館があるような場所に初めて足を運んだ勇は、不可思議な術者の集団であるという組織の本拠地に、圧倒される。がちがちに緊張しながら、勇は警備員にアポイントメントをとって訪れたことを告げて、門の中に入れてもらう。自分のような若造が、紹介もなしに訪れることはできない敷居の高さは、怖いぐらいに感じられた。

　門を入ったところにある事務所で来訪を告げた勇は、着物姿の若い男性に案内されて、公園を散策するように敷地内を歩き、離れの茶室のような建物に入った。靴を脱いで座敷に通された勇は、促うながされるままに座布団に座る。正座なんて、高校の体育の授業で剣道をさせられたとき以来だ。２×４ツーバイフオー建築の住宅に洋間で椅い子す生活の勇は、自宅の和室に入ることも滅多にない。

（も、もつかな……☆）

　座った瞬間から、足が痺しびれてきたような感じがする。しかし、案内してくれた青年がすぐ近くでお茶をいれてくれているので、足を崩すことができない。勇はどちらかというと猫ねこ背ぜで、立っていても座っていても姿勢が悪いとよく注意を受ける人間だが、この陰陽寮で会った者たちは誰もぴしりと背筋が伸びていて、姿勢がよかった。依頼に訪れただけで、とにかくここには、気き後おくれすることばかり山盛りである。目の前にいる青年は勇よりも年下であるように見えたが、とても落ち着いて大人っぽい。

「粗茶でございますが」












「ありがとうございます」

　お茶を出してくれた青年に畳に指をついてお辞儀され、勇も同じように手をついて深々と頭を下げる。飲みやすい温度のお茶は、香こうばしく、すっきりとしてどこかほんのりと甘かった。

（美お味いし……）

　日頃からペットボトル飲料ばかり口にしていた勇は、急きゆう須すでいれるお茶は苦くて不ま味ずくて、苦いものの好きな年寄りの飲み物だという先入観があった。しかし、これはすごく上品で美味しい。高いお茶は違うんだろうかと、勇はお茶に対する認識を改める。




　お茶を飲んでほっこりする勇に、茶器を座敷の端に寄せながら青年が微笑ほほえむ。青年の視線を感じて顔を上げた勇も、つられて笑顔になる。

「こちらには、長いんですか？」

　微笑むと童顔である青年に、つるっと話しかけてしまってから、勇は馴なれ馴れしかったかと気づく。だが、青年は気を悪くした様子もなく、にこやかに口を開いた。

「いえ。今年の春からです。欠員の募集に受かって、四国から参りました」

「四国の方なんですか」

「はい。わたしのいたのは、山の中でとても長閑のどかなところです。都会にお住まいの方には、本当に田舎いなかと呼べるような場所です」

「へぇ……」

　にこにこと微笑む青年に、勇も小学生の夏休みに一度だけ遊びにいった田舎を思い出す。あの頃、祖父はまだ元気で――――。




　敷地内専用の牛ぎつ車しやが建物の前に止まった。

「陰おん陽みよう博士はかせ五ご行ぎよう衆しゆうの日くさ下か部べ守もり彌や様が参られました」

「あ、はい、どぅも……」

　青年に畳に指をついてお辞儀され、勇も同じように手をついて深々と頭を下げる。頭を上げた青年が、静かに腰を上げて入口の襖ふすまを開くと、聖しよう徳とく太たい子しのような髭ひげを生はやした年配の男性がしずしずと座敷に入り、勇と向かい合う位置に置かれていた座布団に座った。狩かり衣ぎぬ姿というのも時代がかっていて、勇は別の次元に迷いこんだような錯覚に襲われる。ここではスーツ姿の勇の方が、異質な存在だ。




「お待たせいたしました」

「あ、いえ……」

　すっかり萎い縮しゆくして小さくなりながら、勇は会え釈しやくする。襖を開いた青年は、日下部守彌にもお茶を出すと座敷を出、廊下に静かに座した。




　どこか猛もう禽きん類るいを思わせる鋭い目つきの日下部守彌は、まっすぐに勇を見つめる。

「ようこそいらっしゃいました。茂木佳純様のご紹介と伺うかがっておりますが」

「あ、はい……！」

　勇は佳純叔父から預かってきた紹介状を、日下部守彌に差し出す。威厳のある仕し種ぐさで、日下部守彌は勇の差し出した紹介状を受け取り、目を通した。

「――――茂木様の甥おいご様でいらっしゃいますか」

「はい。よ、よろしくお願いします。今日は、御祓いをお願いしたくて参りました。あの、ちょっと前にニュースになったんですが、粗大ゴミの不法投棄場になっていた山の中に、死体を捨てようとした男が捕まった事件があったの、御存知でしょうか？　あれ、ボクが最近祖父から譲り受けた山で……。埋立地用に土砂を売って、平地にして住宅地とかにして売ろうと思ってるんですが、その、昔から神隠しとか噂のあるところで……」




　緊張しまくりながら、一気に話しはじめた勇を、日下部守彌はじっくりと見つめる。

（茂木佳純氏と言えば、小こ林ばやし不動産の部長。祖父の遺産で、山）

　着慣れないスーツ姿の勇は、いかにも現代っ子という風ふ情ぜいの、ひょろひょろした若者だったが、上場企業の部長の甥で資産家の祖父を持っている。山を相続して、それを土砂と土地に分けて売却予定であるときた。

（ほうほうほう[image: ]）

　これは、とっても素敵な金かね蔓づるである[image: ]




　陰陽師は古来より、慈善事業ではなく、金銭の授受を行って術を行使してきた。情に流されることなく、支払われる金額に見合う仕事を忠実にこなす。依頼人が悪人であろうと善人であろうと、金払いのいい客が上客だ。御祓いの依頼に来た茂木勇は、これから大金を手にするだろう人間である。土地を売却したならば、その売却された土地に何かが建設されるときには、地鎮祭が必要になる。地鎮祭も、陰陽寮では御祓い同様に承うけたまわっている。丁てい重ちように扱って損はない相手だ。

（ちょろいわ）

　この若造をうまく手の上でころころ転がして、何度も依頼に来させて[image: ]

　落ち着いた威厳のある様子で勇の話を聞いているように見える日下部守彌は、陰陽博士五行衆の中で一番商魂逞たくましい、金に汚い業ごう突つく張ばりだった。リピーターになりそうな顧客は、絶対に逃がさない。




「それはお困りでございましたな。ご安心ください。きちんと御祓いいたしましょう。取り除のけられた土砂を使われた埋立地や、平地となった土地、後々のことも面倒を見てまいりましょう。どうぞ安心してご相談ください」

「ありがとうございます……！」

　アフターサービスも万全というような日下部守彌の言葉に、勇はころりと気をよくする。陰陽寮には最高の実力者が揃そろっている。インチキな霊感商法で御祓いを行う者もいるが、ここで頼んだなら、どこよりも確実だ。陰陽寮の術者で失敗するようなら、どこの誰がやっても成功しない。

「早速、調査に当たらせ、ご希望の御祓いを行いましょう」

　御祓いが早く済めば、その分、土地の売却も早くなる。陰陽寮が請け負うことになる地鎮祭等も、速すみやかに来るだろう。

「ありがとうございます……！　よろしくお願いします！」

（なんか怖そうに見えたけど、優しいいい人だー）




　素直に喜ぶ茂木勇の姿は、日下部守彌の目には機嫌よく笑う札束に見えた。










　　　　符ノ三　後ろの正面だあれ







　金こん剛ごう院いんは陰おん陽みよう寮りように所属する術者の最高位だが、その結けつ界かい師しは今年の春から採用の新人術師である。術師としての経験が浅く、一人前の社会人としてもまだまだの若者なので、陰陽寮では金剛院の術者であるからという特別待遇をせず、如きさ月らぎ鹿ろく鳴めいにも陰陽寮に所属する新人としての仕事をさせている。依頼に訪れた客を別室に案内してお茶を出すのは、庭掃そう除じと同様に、新人に任される仕事である。

（今日きようのお客さまは、僕と同じくらいの歳としの人だったな）

　使用した茶器をお盆に載せて事務所に持って帰りながら、如月鹿鳴はほんわりと微笑ほほえむ。

　陰陽寮に訪れる客人は、そのほとんどが社会的地位のある大人おとなだ。顧客リストには、政界の大物や経済界の実力者たちなどが、上得意として名を連ねている。同年代の客はかなり珍しい。




「ほっほっほ、よい客じゃよい客じゃ！」

　客との面会を終えた日くさ下か部べ守もり彌やは、がんがんにクーラーの効いた事務所の奥座敷で、テレビでワイドショーを眺めながら麦茶を飲んで寛くつろぎ、高笑いした。被かぶっていた猫ねこはすっかり脱ぎ捨てられ、内から滲にじみ出る金銭欲のせいで、聖しよう徳とく太たい子しのようなありがたい風ふう貌ぼうは、ずいぶんと腹黒そうでお下品になっていて、お客さまにはとても見せられない悪人面づらだ。

「あれなら、ちょちょいと仕事しておけば、何度でもここに通いよるわ！」

　ちょろいちょろい[image: ]

「噂うわさになっておる土地の主じゃというから、どんな小僧が来るかと思うておったが、予想した通り、頭の弱そうな青あお瓢びよう簞たんじゃわい！」

　敷地の外にいる警備員以外は、皆和服。陰陽寮のあちこちに点在する建築物も、立派な瓦かわらを載せた純和風。手入れの行き届いた樹木や池を配した、典型的な日本庭園の造り。都心にあってもここだけは静かなる別世界、世俗とはかけ離れた場所でございますというような陰陽寮だが、建物の幾いくつかは古式ゆかしい見かけに反し、中身は近代的であったりする。テレビやラジオはもちろんあって、エアチェックも抜かりなく、巷ちまたを騒がせているニュースはしっかり把握しているし、流行にも敏感だ。

　一週間前にニュースやワイドショー番組で取り上げられていた、殺害した女性の遺体を不法投棄しようとして失敗した男の話は、もちろん日下部守彌の知るところだった。何度か依頼を受けたことのある不動産会社部長の茂もて木ぎ佳よし純ずみから甥おいを紹介したいと連絡を受け、簡単に依頼内容を聞いたときに、どこまで信しん憑ぴよう性せいのあることなのか、日下部守彌は陰陽寮の情報部にニュース報道の確認をさせている。




「神隠しとの噂もありますから、金剛院で依頼を請け負いますか？」

　使用済み茶器を洗って片づけてきた如月鹿鳴は、座敷に寝転がって菓子盆の最も中なかを食べながらワイドショーを見ている日下部守彌に尋ねる。仏や霊れい障しようなら、取り除ければ終わりだが、神様が関係してくると、状況は少しややこしくなる。

　今は急ぎの依頼もなく、金剛院は手の空あいている状態だ。神様をきちんとお奉まつりしなおして、結界師・如月鹿鳴が茂木勇いさみの所有する戸と雁がり山やまを結界で囲み、呪じゆ禁ごん師し・幸か徳で井い白はく蛾がが悪あしき縁えにしを刀で断ち切れば、粗大ゴミの不法投棄場となっていた山は、その悪循環から解き放たれ、気持ちよく浄化される。ゴミの不法投棄を行おうという不届き者が侵入しないよう、結界を施ほどこせば、山は二度と粗大ゴミの不法投棄場にはならないだろう。




　お替わりの麦茶をコップに注ついだ如月鹿鳴に、日下部守彌はふんと鼻を鳴らす。

「神隠しなぞ、そうそうあるものか」

　自分たちがその方面の専門家だからこそ、日下部守彌は神隠し説に対して常に懐疑的だ。神隠しがあると恐れられていても、本当のところは勘違いが多い。

　山には、ときどきガスの出る風穴がある。死亡事故に至るまでもないが、有毒なガスを知らずに吸引してしまった場合、その毒気が抜けるまでふらふらと山中を彷徨さまようことや、幻覚を見ること、あるいは憑つき物のような状態になることがある。昏こん睡すい状態に陥って記憶が数日分飛び、行方ゆくえ知れずになることで、神隠しにあったことになる。真相が何もわからないのが、神隠しなのだ。何でもかんでも超自然の力が作用しているためと考えるのは、よくない。

　依頼者の無知につけこんで、効果などあるはずのない虚偽の御お祓はらいをするような悪徳僧侶もいるが、金に汚くても陰陽寮は本物の仕事しかしない。科学で解明できることは徹底的に除外し、自分たちの仕事をする。




「現地調査をさせて、手て空すきの庵あんか何かにやらせるわい。わざわざ金剛院が出向くまでもない仕事じゃろう」




　腕はどの術者よりも確かだが、金剛院が動くと依頼料は桁けたが変わる。ガスが発生している箇か所しよがあるという調査結果が出て、神隠しの疑いが払ふつ拭しよくされ、妖よう怪かい変へん化げが出ることもないとわかれば、御祓いの必要はなくなる。このままで問題ないと言っても、たいていの依頼者は納得しないので、気が済んで安あん堵どできるように、御祓いをすることがほとんどだ。不法投棄防止の術を施すのは、また別の話で別料金である。

　茂木勇の依頼料の見積もりは、現地調査が終わってからだ。

　今回は紹介者の茂木佳純の顔を立てて格安で請け負っておいて、これぐらいですむのだと茂木勇を油断させ、次の依頼を持ってきやすくしたほうが賢いと、日下部守彌は考える。庵は陰陽寮の術者の一番下の位だが、それで間に合うなら、茂木勇の支払う依頼料は安価ですむ。

（まだ学生さんだものな）

　案内とお茶出しでちょっと縁ができたし、同年代の顧客だったから、如月鹿鳴は依頼を請け負いたいなと考えた。だが、茂木勇は大金持ちの子息には見えない、ごく普通の若者だ。

「鹿鳴よ、仕事はきちんと区別せい」

　豆大福に手を伸ばしながら、日下部守彌は如月鹿鳴に注意した。実力はあっても、まだ世間知らずの若造なので、金剛院に取り立てても、思い上がらないよう、新人として他の者と同様に雑務をさせてはいるが、金剛院の威厳と自覚を持ってもらわなくては困る。金剛院は、最上級の術者らしく、軽々しく動いてはいけないのだ。

「はい、肝きもに銘めいじておきます」

　如月鹿鳴は素直に日下部守彌に頭を下げ、自分の仕事のために事務所を出た。




　礼儀正しく、気持ちのいい若者である如月鹿鳴を見送って、事務職に就ついている式しき神がみ使いの棗なつめ伊これ親ちかはくすりと笑う。

「よい子ですね、新しい金剛院の術者は」

「よい子すぎるのが、難点とも言えようがな」

　少し休きゆう憩けいしようと、麦茶のコップを持ってきた棗伊親は座敷に上がる。

「武む庫こ川がわ右う京きようの悪影響を受けないことを祈りますよ」

　しみじみする棗伊親の言葉に、日下部守彌は甘味を頰ほお張ばりながらも渋い顔になる。

「あの罰ばち当あたりめは、鹿鳴には毒気が強すぎよう。自分からは近づかぬわ」

「そうあってほしいですね」

　棗伊親はゆっくりと麦茶で喉のどを潤す。

「悪影響が出れば、幸徳井兄妹が始末をつけるじゃろうよ」

　日下部守彌の言葉に、棗伊親は苦笑する。

　もし鹿鳴が右京の真ま似ね事ごとでもしようなら、右京大嫌いの幸徳井妹・紅べに緒おは確実に一服盛る。綺き麗れいな顔をしているが、紅緒は粘着質なところがあって、容よう赦しやない。陰陽寮に金を落としていく、上得意の客ならいくらかの遠慮もあるが、大好きな兄の一番近くで働く術者となれば、憎さも百万倍だ。二度と立ち直れないような、こっぴどい目に遭あうだろう。狼ろう藉ぜき者ものを一掃と、幸徳井兄・白蛾が右京にするように手加減なく刀を振り回したなら、右京以外の者ならその刃やいばが掠かすっただけでも今こん生じようとお別れである。

　顔を合わせるつもりはなくとも、何度か会うことになった右京に対する幸徳井兄妹の遠慮のない態度を見ていれば、賢い鹿鳴は、右京の味方をしたら、どんなことになるかわかっている。幸徳井兄妹の手で完全犯罪を遂行するように始末される気はないだろう。




　茂木勇に依頼された戸雁山の調査にあたったのは、双ふた子ごの術者である大おお賀が兄弟だった。五行での土の属性に秀ひいでた大賀家は土地読みの専門家で、憑き物の有無を調べたり、土地神様を正しく奉って安あん寧ねいに導くことを得意とする。術者としての能力に乏しい者は、家業の大賀造園で社員として働いている。陰陽寮で術者として認められている、大賀一族の一番の若手である双子の兄弟は、陰陽寮の中でなく、外にある大賀家の屋敷で育った。ごく普通の現代っ子らしく、幼いころから機器の扱いにも長たけていたので、この双子は調査人員としてはもってこいだ。兄の名前が彦ひこ、弟の名前が麿まろ。双子の兄弟は二人組で行動することが多く、陰陽寮では大賀彦麿と一ひと纏まとめにして呼ばれている。

　自分たちと年齢が近かったので、術者には見えないようなヒップホップ系のファッションに身を包み、大賀彦麿は茂木勇の友人を装って、戸雁山の近所の住民に聞きこみ調査を行った。仲よし双子の聞きこみは、何だか微笑ましいものがあって概おおむね好意的に受け入れられ、残暑厳しい炎天下に訪問した二人は、冷たいお茶やスイカを御ご馳ち走そうになった。集められた情報は、テレビのレポーターや新聞報道とほぼ同じだ。戸雁山を数多く訪れた不法投棄者のなか、妙なことになったのは、死体を遺棄しようとした男のみ。




「なんか感じるか？　麿」

「んーにゃ。別に」

　戸雁山の登山口で双子は顔を見合わせる。一卵性双生児で、外見での見分けがほとんどつかないため、二人は同じ系統の服を着ても、色合いや形を揃そろえるだけで、まったく同じ物は身につけないようにしている。今回は彦が帽子を被り、麿はバンダナだ。

　粗大ゴミを不法投棄しに訪れる連中を山に入らせないよう、あの事件以降登山口には車止めが置かれ、ロープが渡されていた。登山口が塞ふさがれているので、車で山の奥まで入ることはできないが、人が歩いて山に入ることには、何ら問題はない。話を聞いたところによると、山菜摘みのために、つい最近も山に入った近所の住民もいるようだし。

　――――山は私有地なので、山菜を摘つんで持ち帰るには、本来は山の所有者である茂木勇の許可がなくてはいけないのだが。




「……とにかく、行ってみるか」

「うん」

　大賀彦麿は注意深く気配を読み、ロープを越えて山に入りこむ。これまで時々は誰だれかが車で乗りつけていたらしい道は、死体遺棄未遂の一件で警察や報道の車両がタイヤで踏み荒らしたために、けっこう真新しい様子で広範囲にわたって草が踏み潰つぶされている。車止めがなされているから、一ひと月つきもしないうちに草で覆おおわれて、道だか何だかわからなくなるだろう。




　ちりん。

　ちりん。

『――――次のリクエスト曲は……』




　大賀彦麿がベルトに吊るしている揃いの鈴が鳴り、二人ともがそれぞれのポケットに入れているラジオから音楽が流れる。鈴とラジオは獣けもの避よけだ。野生動物は人の気配を感じたり、物音を聞きつけると、それを避ける習性がある。人が野生動物に襲われるのは、意図せず鉢合わせてしまうからだ。物音をさせてここに人間がいるとアピールしていれば、動物は避けてくれる。




　本当に何もない場所と、巧みに何かが隠れている場所は、ぱっと見まったく同じように見える。隠れている何かが大きな存在であればあるほど、その隠れ方は巧妙で、術者であっても気付かないことがある。土地を探るスペシャリストであると信頼を寄せられている大賀一族の代表として、まだ経験も浅い若造だが、彦麿は何かを感じ取ろうと全身の感覚を研ぎ澄ます。




　鈴やラジオの音は、二人にとって邪じや魔まにはならない。それらは人工的なもので、感覚から容易に排除できる。




　感じ取れるのは――――。




　山の気き。盛り上がった土の放つ気。山を覆う植物たちの気。流れ、蓄たくわえられる水の気。吹き抜けていく風の気。この山で生活する昆虫や動物たちの気。




（…………）

　一歩一歩、二人は気配を空気に溶けこませるように慎重に進むが、研ぎ澄ました感覚に引っ掛かるものはない。言葉を交わしたり目で合図することもなく、彦麿は粗大ゴミの不法投棄場所になっている場所を目指す。一卵性双生児ならではの同調現象で、彦麿は事前に打ち合わせをしなくても、同じタイミングで同じ行動を起こす。二人いることで力が二倍から二乗になることもあれば、全方位に隙すきなく気を配れることもある。行動を起こそうと考えるのは同じだが、ほんの少しだけ体格に勝り、体力と呪じゆ力りよくの勝る麿が、臨機応変に立ち回り共闘とフォローを使い分ける。

　二人ともが同じように背負っているリュックの中には、山に遊びにきた若者っぽい弁当とお茶の他ほかに、霊的異常を感知する装置が入っている。装置で観測中の情報は、衛星通信回線を使って陰陽寮の情報室に送られている。




「煙草たばこ持ってねー？」

　誰もいないはずの右側から、突然耳の近くで問いかけられ、大賀彦は度ど肝ぎもを抜かれた。




（なっ……!?）

　最上級の警戒反射で大きく飛びすさった彦は、そこにいた見知らぬ若い男の姿に仰天する。

（いつの間に!?）

　気配は感じなかった。兄弟ただ二人だけで、不法投棄された粗大ゴミの山目指して歩いていたはずだった。だが。

（麿!?）

　左横を歩いていたはずの弟の姿はどこにもない。いるのは、声をかけてきた若い男だけだ。じゃらじゃらとピアスをたくさんつけた男は、折り畳み式の携帯電話を片手で弄もてあそびながら彦を見つめる。




「持ってねーの？」

　タ・バ・コ。

　持っていたら出せとばかりに、男は彦にもう一方の手を差し出してひらひらさせた。煙草をせびる男を見つめた彦は、ここがどこなのか一瞬わからなくなる。目の前の男は、山の中で会うにはあまりにも不似合いで――――、シブヤセンター街あたりの路地裏でカツアゲされているような錯覚を起こしそうだ。だが現実に、ここは山の中で。近くにいるはずの弟の姿は、どこにもなくて。




（幻覚？）




　狐こ狸り妖よう怪かいの類たぐいに化ばかされると、ちょうどこんな感じになる。

　昔から山道を歩くときには、煙草を必ず携帯するように言われている。狐狸妖怪は煙草の煙と匂いを嫌う。同じ道を堂々巡りして、化かされているかもしれないと感じたときには、煙草を吸って休憩すると、正しい道が開けてくる。狐狸妖怪たちにとっては、人間が煙草を所持していない状態が望ましい。




「返事しろよ、コラ……！」

　若い男は、不機嫌そうに顔を歪ゆがめた。暴力的な気が放たれる。

　喫煙の習慣はないが、彦は山に踏みこむときに必携の品として煙草を携帯している。

　ズボンのポケットに、煙草とライターは入っている。




（コイツ……!?）

　感じ取れる、生なま々なましい人間の気配。こんな場所では、大声を上げても誰も助けには来ない。煙草を渡さなければ、殴なぐる蹴けるの酷ひどい乱暴をされそうな感じがする。だが恐怖を覚えるそれは、頭のなかから引っ張り出されて作り替えられた彦の記憶の一部なのかもしれない。本当は、彦の目の前にはこんな男なんていなくて。

　煙草を差し出す――――捨てれば、それこそ狐狸妖怪にいいように化かされる。持っていないと噓うそをつけば、本性を現すか、それとも……。




「おっ[image: ]　これいいねぇ[image: ]」




　不意に真後ろから別の男の声が聞こえ、彦の頭が涼しくなった。




「あっ……！」

　突如現れた男に帽子を取られた彦は、驚いて振り返る。その隙を逃のがさず、煙草を欲しがっていた男の手が、彦のリュックサックを奪った。

「あっはっは！」

「なぁなぁ、似合うだろ？　コレ」

　彦のリュックサックを奪った男に、帽子を奪って被った男が自慢する。




「ちっ……！」

　彦は舌打ちする。煙草はズボンのポケットにあるので、取られてはいない。煙草に火をつければ――――。




　ずっ……、と彦の背後から大きな影が落ちかかった。馬鹿笑いをしていた男たちが、彦の後ろに現れたものに、ぎょっと目を剝むく。




（何!?）

　男たちのただならぬ反応に、油断なく身構えながら、彦は振り返る。




　前足を振り上げて立ち上がった月つきの輪わ熊ぐまがいた。――――左耳のあたりにおリボン付きで。




「ガア！」

　恐ろしい声で吠ほえた熊が、前足を振り下ろす。

「うわっ！」

「わわわ！」

「ひえっ！」

　彦と男たち二人は、襲いかかった熊の前足を食らいそうになり、慌ててその場から逃げる。




「何しに来おった!?」

　藪やぶを抜けて出てきた老人が、彦たちの方に向かって怒ど鳴なる。

「悪さするなら、とっとと出て行け！　ここはお前らの来るところじゃねぇ！」

　怒鳴った頑固そうな老人の顔に、彦はワイドショーで見覚えがあった。聞きこみを行ったときにも、何度も名前を聞いた。

（斉さい藤とうさん!?）

　この山で炭焼きを営んでいるという――――。




「へはははは！」

「ひゃはははは！」

　斉藤さんの怒号を下げ卑びた声で笑い飛ばし、身を翻ひるがえして男たちが逃げる。

　彦の帽子とリュックサックを持ったまま。




「あ、こらっ！　返せっ！」




　追いかけようとした彦の足が宙を踏んだ。

（え？）

　浮遊感に続いて、落下――――。

　山の中にいたはずなのに、眼下にあるのは谷川だった。

　彦を襲う落下感は、二重。幼い頃から体験しているこれは、同調感応の状態だ。

（麿……！）

　姿の見えない弟も。

　どこかで宙に投げ出され、落ちている――――。




　陰陽寮の情報室では、突如として送信を断った大賀彦麿の捜索を、大慌てで開始した。二人が所持している携帯電話やラジオに仕込んでいるＧＰＳ機能を利用して、居場所を調査しようとしたのだが、戸雁山の登山口あたりで消息はぶっつりと途絶えている。電波状態が悪いのかとも考えたが、ワイドショーの中継には携帯電話のテレビ電話の機能を利用して放送していたものもあった。携帯電話が使えないはずはない。二人を追跡するために放たれた式神は、難なく山に入れるものの、大賀彦麿の残ざん滓しをまったく感知できず空から回まわりを続けた。まるで二人が山に立ち入らなかったとでもいうように。




　情報室の術者は、大賀家に連絡を入れ、彦麿が行方不明になったことを知らせた。身内ならば、何か彼らを見つけるための奥の手があるかもしれない。リビングルームで電話を受けた双子の母親は、二人揃って行方不明になったことを知らされ、息を呑のむ。

「ま、さか、そんなことが――――」

　神隠しの噂もあった場所だが、大賀家の術者である双子が土地神の機嫌を損ねるようなへまをするはずがない。どうしようと、頭の中が真っ白になった彦麿の母は、玄関が開く音を聞く。




「「ただいまー」」




　玄関から聞こえたのは、今電話で行方不明になっていると知らされた双子の声だ。

「暑あっちー……！」

「汗でドロドロだよ……！」

「アイス食いたいー」

「先にシャワー浴びようぜ」

　乱暴に靴を脱ぎ捨て、廊下を歩く二人分の足音がし、磨すりガラスの嵌はめられたリビングルームの扉の前を二人の影が横切る。




「あの子たちが帰ってきたみたいです！　そのまま少々お待ちくださいませ！　ちょっと聞いてきますから！」

　彦麿の母親は、急いで電話を保留にした。




「彦！　麿！　あんたたち……！」

　バタンと閉められた洗面室の扉を追いかけるように、急いでリビングルームを出て、脱衣所を兼ねた洗面室に入った母親だが、そこにいるはずの双子の姿はなかった。奥の浴室は、さっき掃除を終わらせた状態のままで、人の入った様子はない。

「え……？」

　洗面室の扉を開くまでは、扉の上部に付けられた磨りガラスの明かり取り窓を通して、洗面室にいる人影が二つ見えていた。それに確かに、廊下を横切る足音と話し声を聞き、人影を見た。慌てて玄関を確かめたが、脱ぎ置かれて転がっているはずの双子の靴はなかった。

「……噓……」

　耳にしたものと見たものが信じられず、彦麿の母親は、崩れるように廊下に座りこんだ。




　得体の知れない異変を感じた情報室は、現状確認のため戸雁山近辺に誰か術者がいないか、急いで調べる。上得意への訪問を終えて、陰陽寮に戻ってこようとしている車が一台あった。




　気持ちいい午ひる睡ねの時間を邪魔された日下部守彌は、書院に駆けこんできた出で羽わ忠ただ清きよを、不機嫌全開で睨にらみつける。

「――――何事じゃ、騒そう々ぞうしい……！」

　機嫌を損ねると、人のやりたがらない仕事を回すことで敬遠されている、性格の悪い日下部守彌だが、同じ陰陽博士五行衆の出羽忠清が相手では嫌がらせできず、邪険にもできない。実にうっとうしくて、面倒な訪問者だ。




　履はき物ものを乱暴に脱ぎ捨てて庭から座敷に上がった出羽忠清は、二つに折った座布団を枕にして横になっている日下部守彌の近くに、滑りこむような勢いで正座する。

「真っ昼間から惰眠など貪むさぼっている場合ではないわ！　金剛院が消息を絶った！」

「は？」




　興奮し、唾つばを飛ばしながら喋しやべった出羽忠清に、日下部守彌は目をぱちくりとする。

　金剛院と言えば、陰陽寮最高の称号を与えられた確固たる実力のある術者たちのことである。その彼らが消息を絶つとは？




「大賀彦麿ともども、二重遭難じゃ！」




　金剛院の術師二人を乗せた車は、帰路の途中で戸雁山に寄り、陰陽寮に戻ってきた。陰陽寮の門で警備を行っている警備員二人はガラス越しに、ハンドルを握ったまま後部座席の自動ドアを開いた運転手はミラー越しに、金剛院の術師二人が車に乗っていた人影を見ている。会話している声を聞いている。砂じや利り道を歩く足音や、書院の玄関が開閉された音を聞いた。だが、その姿はどこにもない。運転手は確かに二人を乗せてきたはずなのに、心地よくクーラーの効いた車の後部座席は冷えきり、とても乗客がいたとは思えない状態だ。




　占うらないを得意とする巫み女こ、幸徳井紅緒が必死に占っても、兄、金剛院・幸徳井白蛾と如月鹿鳴の居場所は、ようとして知れない。










　　　　符ノ四　急ぐ者には







　自動転送にしていたファックスのプリント用紙を持って、美み琴ことはご機嫌で絶ぜつ佳か庵あんを訪れた。

「右う京きようくーん、仕事よ～[image: ]」

　嬉うれしそうな声に、残暑厳しい炎天下、それでもいくらか涼しい午前中にと、綱つな紀きと一緒に庭の草むしりをしていた右京は、仕方ないなーという顔で振り返る。

「仕事～？」

「そうよ～[image: ]」

　うふうふうふ[image: ]と美琴は笑う。いつにない美琴の機嫌のよさに、綱紀はちょっぴり嫌な予感に襲われる。

「おはようございます、美琴さん。依頼ですか？」

「おはよう、綱紀くん[image: ]　そうよ、陰おん陽みよう寮りようからやっと仕事とったわよ！　ま、報酬はそこそこなんだけどね」




　夏の期間、陰陽寮では立候補選抜方式で、依頼を術者に割り振っている。陰陽寮に所属している術者には、右京たちのように屋や号ごうを与えられて独立している者もいれば、まだ学生という者もいる。まだ見習いにも等しい学生術者たちにとって夏休みは、数多くの依頼をこなして経験を積むのに最適の期間だ。やる気のある者が、どんどん実力をつけようと、こぞって依頼に立候補する。庵あんの格に割り振られる仕事は比較的簡単なものが多いため、その依頼は夏の選抜用に充あてられてしまう。立候補して仕事をとらなければ、庵への仕事はほぼない。夏といえば怪談話のシーズン、陰陽寮への依頼もそういう関係でいくらか増えるのではないかと思っていた綱紀は、閑かん古こ鳥どりが鳴くほどの仕事のなさに拍子抜けした。入札に参加しなければ仕事をもらえない期間なのだというのを綱紀が知ったのは、怪け我がをした東北の親類の家に七月の半なかばから手伝いに行っていた美琴が戻ってきた、八月も終わろうかという頃ころである。依頼がなかった間、綱紀と右京が絶佳庵でだらだらしていたかというと、そうでもない。働かなければ生活費がない。これは常識である。右京と二人、以前世話になった建築屋から短期だが働きにこないかと誘われたり、市民プールの監視員をやったり、夜よ店みせの屋台をやったり、打ち上げ花火の手伝いをしたり、アルバイト三ざん昧まいだった綱紀は、学生時代のような夏休みを堪能してしまった。美琴が戻ってきて、ようやく絶佳庵は正しい営業状態に復帰である。




　美琴が勝ち取った依頼がいったいどんなものなのか、綱紀はちょっと怖くもあったのだが、よく考えると修行中の術者向けの立候補制の仕事なのだから、そんなに凄すごいものであるはずがない。




　右京が今回やる仕事は、放置ゴミ撤去のための御お祓はらいである。しかも出来高制で、陰陽寮に要望をきいてもらえるというボーナス特典付きだった。依頼を行いたいという立候補には受け付け期間が設けられているが、任せるのにちょうどいいと判断される術者が立候補した場合、陰陽寮側の判断で術者を決定され、受け付けは期間満了前に早期終了となる。受け付け期間に注意しながら、できるだけ報酬の高い仕事を選びたい美琴だが、報酬は低くても特典付きとなれば、見逃すわけにはいかない。高校生術者の夏休みが終わり、競争相手が少し減ったものの、美琴は自宅に転送させていた陰陽寮からのファックスが届くやいなや速攻で立候補して、この依頼をゲットした。




「――――話がうますぎませんか？」

　草むしりで汚れた手足を井戸水で洗い、座敷に入った綱紀は、美琴から聞いた依頼内容に、渋い顔になった。

「うまい話には、裏があるっていうよね～」

　同意見だが、何だかわくわくと楽しそうな右京に、綱紀は嫌な顔をする。

（この人は……☆）

　武む庫こ川がわ右京という男は、何かしら裏のあるほうを喜んでしまう、厄やつ介かいな人物である。




　美琴は、ぱんと小気味いい音を立てて、ファックス用紙をファイルしたバインダーを畳の上に置いた。

「話がうまかろうと、裏があろうと、どうでもいいわ！」

　きっぱり断言する美琴に、綱紀は顔を引きつらせる。

「いや、美琴さん、どうでもいいって、それは……☆」




　確かに、右京ほど実力のある術者ならば、どんな依頼を受けても何とかするだろう。陰陽寮での術者としての格付けは庵で一番下だが、その実力は陰陽寮一だ。右京で片づかないなら、他の術者が束になっても解決できない。




「重要なのは、この『特典』よ！」

　びしりと美琴はファックス用紙を指さして言う。

「多くは望まないわ！　これを利用して、陰陽寮から請求されている修繕費の免除を要求するわよ！」




　陰陽寮に行く度たびに右京が余計なことをしてくるので、破損した物の修繕費が絶佳庵に回され、財政を圧迫している。庵という格付けのために、ただでさえ報酬が低いのに、それをさらに削っているような状態なのだ。これを一発解消できる機会など、滅多にあるものではない。




「大きく出ましたねぇ、美琴さん」

　麦茶と休憩用のおやつのスイカを運んできた壱いち葉ようが、おっとりと微笑ほほえむ。多くは望まないと豪語した美琴の考えた要求は、確かにひとつきりだが、それは新築住宅が買えそうな金額だ。それだけの負債のある右京も相当だが、期に乗じて堂々とこれを踏み倒そうという美琴もかなり肝きもが据わっている。

　壱葉に振り返った美琴は、きらり目を輝かせる。

「チャンスの神様は前髪しかないのよ！　摑つかみ逃してなるものですか！　ということで、よろしく！　右京くん！」




　出来高制ということは、かかった日数と状態が査定の対象になる。右京ならば、真ま面じ目めにやれば、仕事の完成度は誰だれも文句のつけようがない。さっさと仕事を済ませれば、特典はめいっぱい有効活用できる。修繕費の全額免除も夢ではない。

　そう。『真面目に』やれば。




「暑いな～。たまにはこういう物以外のおやつも食べたいな～。もっとがっつり糖分入れないと、力出ないな～」

　へろーんとやる気なしという様子で、溶けかけの氷山のように右京は座敷に寝っ転がる。

　男ばかりのむさ苦しい絶佳庵の隣、美琴の家である早さ乙女おとめ神社には、今年も氏うじ子こさんからの御中元がたんまりと届いている。美人四姉妹が巫み女こを務め（その父神かん主ぬしがい）る神社には、ジュースや果物缶は言うに及ばず、ゼリー・水みず羊よう羹かん・プリンの詰合せ等の夏向き甘味が毎年山のように届く。一家五人がかりでも、夏だけでは消費しきれない量である。

（右京さん……）

　あからさまに美琴に差し入れを要求する厚かましい右京だが、綱紀はツッコミを控える。このところのスイカ責めは、正直綱紀も辛つらいところだった。やり方は汚いが、違う味覚への欲求は理解できる。

「飽きちゃいましたよねぇ」

　スイカの盆を置いて言った壱葉の声に、バネ仕掛けの玩具のように起き上がって正座して、右京は微笑む。

「いえいえ、滅相もない……！　ボク、スイカ大好きさー[image: ]」

（後半棒読みです、右京さん）

　今わたしは噓をついていますと自覚しながらも、壱葉の前では自分も同じ言葉しか言えないと綱紀は思う。

「せっかく美琴さんがお仕事を入れてくれたんですから、がんばってもらわなければいけませんね」

　壱葉はスイカに手を伸ばした右京の前から取り上げるように、スイカの乗った盆を持って立ち上がる。すかっと宙を摑んだ右京は、きょとんとして壱葉を見る。

「ちょっと待っててくださいね。別のものを持ってきますから」

　にっこり微笑んだ壱葉は、スイカの盆を持って台所に戻った。

「右京さ～ん……！」

　がっつり糖分と右京が言ったので、ひょっとすると壱葉は気をきかせてスイカにたっぷりと砂糖を振りかけて戻って来るのではないかと、綱紀は涙目になって右京を睨にらむ。

「いやー。成り行きってヤツ？」

　へろりと笑った右京に、綱紀は力いっぱい断言した。

「ちげーよ☆！」

　不用意な右京の発言が原因である。




　美琴は綱紀たちのように絶佳庵に住み込みでなく、隣の自宅からの通いだが、絶佳庵の食卓事情は健康管理の面からも知っている。

（このところ、スイカばっかり食べてたわよね……）

　台所を預かる有能家政夫である壱葉は、皮どころか、スイカの種を乾燥させたものも挽ひいて粉にして、小麦粉に混ぜて使っていた。食材の百パーセント近い消費を誇る、地球環境に優しい絶佳庵では、生ゴミはほとんど出ない。

　お隣の早乙女神社の神主である嫁入り前の美人四姉妹の父は、男所帯である絶佳庵に娘たちが関かかわることをよく思っていない。母が亡くなってから主婦代行として蘆あし屋や家を切り盛りしている姉の笙しよう子こなら、絶佳庵に何か差し入れすることができるが、美琴には頑固で融ゆう通ずうのきかない父を説き伏せるだけの力はない。絶佳庵では右京のせいで胃の痛い思いをし、家に帰っては愚ぐ痴ち愚ぐ痴ちといつまでもしつこい父につきあうのは真っ平だ。右京たちの食生活が貧しいのは気の毒だが、美琴は我が身が一番可か愛わいい。絶佳庵の食卓事情には、力いっぱい目を瞑つぶる。




「お待たせしましたー[image: ]」

　にこやかに座敷に戻ってきた壱葉が運んできたのは、棒付きのアイスキャンデーだ。

「冷たくて美お味いしいですよ～」

　砕いた氷を敷いたガラスの器に載せられてきた物が、右京たちの前に出される。

「ワーイ」

　右京は手を伸ばして、アイスキャンデーを取る。

　これぞまさしく、暑いときにぴったりの、糖分たっぷりの一品[image: ]

　綱紀もアイスキャンデーを手に取る。

（――――スイカでさえなければ……☆）




　お料理上手じようずの壱葉作のアイスキャンデーは、スイカの加工物だった。




　壱葉はにっこり微笑む。

「美琴さんもどうぞ」

「……ありがとう。いただくわ。美味しそうね」

「えぇ。素材にこだわってますから」

　つぶつぶスイカの舌触りも楽しめる、傑けつ作さくである。




（長期保存を考えてるよな、これは☆）

　綱紀は思う。日陰になる屋敷の裏で、井戸水を使って冷やして、毎日がんばって消費しているが、頂いただき物のスイカはいかんせん量が多い。スイカは一玉が大きいために、冷蔵庫に保存されるのは、包丁の入れられた物だけになる。気を付けて井戸水で冷やしていても、消費に日数がかかれば、最後のほうはどうしても傷いたんでしまうだろう。無駄にせず全部をきっちり食べきるには、上手な保存方法を考えねばならない。皮は漬物にして保存がきくが、赤い部分をアイスキャンデーに加工するとは、うまいことを考えたものだ。




　アイスキャンデーを舐なめながら、右京はファックスされた仕事内容を確認する。

「御祓い、ね……」

　これなら、ちょろい。ひょいと出かけていって、ちょちょいのちょいで完了だ。報酬は安いが、まったく相場どおりだ。

「呪じゆ符ふの必要はありませんね」

　封ふう縛ばくの作業は必要なさそうだと、書類を見つめる綱紀に、美琴は言う。

「必要はないかもしれないけど、一応持って行って。管理はしっかりね、綱紀くん」

「はい」

　右京に持たせると、高額呪符をすぐに無駄遣いする。

「それから、綱紀くんのギターも、持って行ってちょうだい」

「俺のギター、ですか？」

「コストパフォーマンスいいんだもの。うまくいけば、儲もうけ物でしょ」

「それは……、たしかにそうかもしれませんけど……」












　綱紀は渋い顔になる。見てくれだけのギターは、強大な浄化の力を持つ術具のひとつと認識されているが、綱紀はあれを使いこなせるわけではない。霊感の類たぐいのまったくない綱紀には、あのギターのようなもので鳴めい弦げんの術が行われていると聞かされても、ぜんぜん実感はない。

「あてのない保険でも、ないよりはましだわ」

　さらりと酷ひどいことを言い、しゃりっと音を立てて美琴はアイスキャンデーを齧かじった。アイスキャンデーを銜くわえたまま、綱紀はがっくりと脱力する。

（そりゃそうでしょうけどね……）




　ファックスされた資料によると、陰陽寮で現地調査は終わっているようだが――――。

「じゃあ、まず潮しお路じさんに――――」

「あ、それはダメ」

　言い終わらないうちに右京は綱紀の言葉を遮る。これまで絶佳庵で請け負ってきた仕事は、まず最初に潮路さんが調査を行い、調査に間違いや不足がないかを確認していた。今回の仕事ではそうしないのかと、不思議そうな顔をする綱紀に、美琴は笑う。

「潮路さんは、うちの社しや務む所しよにいるわ」

「あ、そうなんですか」

　ご飯の時間に壱葉が呼ぶとすぐに来るので、近くにいるようなのに、どうりで姿を見かけないなと、綱紀は納得する。

　絶佳庵の先住者であり、絶佳庵の有能なスタッフ（？）である潮路さんは、黒猫だ。絶佳庵関係者（？）でも、右京よりも先にいた潮路さんだけは別格で、お隣の美琴の家である早乙女神社への出入りを許されている。古い造りである絶佳庵には、冷暖房のためのエアコンは一台もない。夏場の日中、涼を求めて潮路さんはクーラーの効いた早乙女神社に入り浸っている。熱くアスファルトの焼ける季節、炎天下に出歩けというのは酷だ。




「今日の仕事は、時間が勝負よ。夜まで待ってられないの」

「調査なしですか？」

　それはあまりに乱暴なのではと、綱紀は眉まゆを顰ひそめる。陰陽寮の調査を疑うわけではないが、実際に術者が行動するには、情報が不足していることもある。

「依頼者の本人立ち会いなら、問題ないんじゃないかな？」

　アイスキャンデーを銜えて、にこっと笑った右京は、座敷の隅に置いてあった新聞から折りこみ広告を一枚引っ張り出し、紙飛行機を折って飛ばした。すうっと飛んだ紙飛行機は、座敷で一度旋回し外に出ていった。

　紙飛行機を見送って、美琴は右京に言う。

「夏休みは終わりよ、右京くん」

　まだ残暑こそ厳しいけれど、暦こよみは確実に月日の経過を示している。

　夏の味覚は、まだ喉のどに涼しい甘味を与えてくれるけれど。

「じゃ、一仕事してきますか」

　伸びをして立ち上がる右京に遅れないよう、綱紀も腰を上げた。

「今回は時間も出来高のうちとして査定されるけれど、右京くん、綱紀くん、あまりゆっくりしないで、早く帰ってきてちょうだい」

「善処しましょう[image: ]」

　寄り道は禁止という美琴の言葉に、右京は邪気なく笑った。




　行き先は、戸と雁がり山やま。




　陰陽寮では、予想どおり餌えさ付きの依頼に食いついてきた絶佳庵に、ほくほく顔だった。

「ひっひっひ。思ぅたとおりじゃ」

「あやつなら、罠わながあろうがお構いなしであるからな」

　事務所でファクシミリの前に陣取っていた陰おん陽みよう博士はかせ五ご行ぎよう衆しゆうの日くさ下か部べ守もり彌やと出で羽わ忠ただ清きよは、悪人顔で笑い合う。

　依頼を記載した送信は、一か所、絶佳庵のみ。他の術者も飛びつきそうな、特典付きのおいしい依頼ではあるが、おいしすぎてあからさまに怪しい。何か裏のありそうなこれに引っ掛かるような馬鹿者は、実力があって怖いもの知らずの絶佳庵ぐらいのものだ。不経済なので、絶佳庵以外への無駄な送信はしなかったが、送信して一分と経たないうちに立候補の返信が来るとは思わなかった。




　――――越えち後ご屋や、お主ぬしもワルよのう。

　――――いえいえ、お代官様ほどでは。




　時代劇でよく見かける、お約束な会話が幻聴で聞こえて、棗なつめ伊これ親ちかは苦笑する。

（騙だましたことにはなるが――――）

　陰陽寮が茂もて木ぎ勇いさみから請け負った依頼内容だけなら、間違ってはいない。ただ、それの調査のために現地に赴おもむいた術者二人が消息を断ち、術者の捜索のため山に向かったと思おぼしき術者までが姿を消すという、不可解な事態になっているだけだ。粗大ゴミの撤去のための御祓いなら、数多くの庵や見習いの術者でも、充分に行える。だが、陰陽寮の術者が必死になってもわからない、噂どおりの神隠しにあってしまったような四人を捜し出して無事に連れ帰るだけのスキルがあるのは、金こん剛ごう院いんにも匹敵する術者である武む庫こ川がわ右京だけだ。客の懐ふところを見透かすのも失礼な話だが、学生である茂木勇は、多額の依頼料を支払えるだけの経済力はない。動かすと高額になる高位の術者を派遣するより、優れていても低額で使える術者である庵の武庫川右京を派遣したほうが、茂木勇に御祓いの代金を請求する陰陽寮としても気が楽だ。依頼内容が違うと、絶佳庵から苦情がきても、特典を持ち出して丸めこむ。そのことで、マイナス収支になったとしても、金剛院の術者・幸か徳で井い白はく蛾がと如きさ月らぎ鹿ろく鳴めいを失う損失に比べれば、たいしたことはない。戸雁山関連の今後の依頼で取り返していけばいいだけのことだ。陰陽頭の許可もとりつけた。

（頼むぞ、武庫川右京）

　できれば、穏おん便びんに――――。

（無理か☆）

　これまでの陰陽寮での騒動を思い出し、ひくりと顔を引きつらせた棗伊親は、きりきりと急激に襲ってきた痛みに耐えかねて、掌てのひらいっぱいの胃薬を飲んだ。




　こつり。

　窓に何かが当たった音に、自室でゲームのコントローラーを握っていた茂木勇は、はっと振り返る。

（今、誰だれか……）

　呼んだ、か？

　声は聞こえなかったが、何となく、誰かに呼ばれたような気がした。無視してゲームを続けることはできたけれど――――。

「…………」

　勇はゲームをセーブして、電源を切る。




　着替えて二階から降りてきた勇に、母親は驚く。ゲーム三昧には変わりないが、今日は珍しく午前中に起きたと思ったら。

「どこか行くの？　もうすぐお昼ご飯よ？」

「うん、ごめん、昼飯はいいや。ちょっと出かける」

　本当にふらりと散歩に行くぐらいの軽装で、鞄かばんも持たずに勇はスニーカーを履はく。

「外は暑いわよ。水分ちゃんと摂とるのよ？」

「わかってるって」

　玄関の扉を開いた瞬間、むっとした熱気が身体からだを包んだ。夏場にはずっと冷房をつけっぱなしの部屋にいた勇には、家を出てしばらくの間の熱気はそれほど不快でもない。身体から冷気が完全に抜けてからが酷暑だ。

（あの山、一回ぐらいは、ちゃんと見ておかないと……）

　業者に頼んで撤去してもらえば、粗大ゴミの山はなくなるが、どれだけのトラックを呼べばいいのか、見当もつかない。ニュースになり、ワイドショー番組で色々言われたりしたけれど、大臣の失言報道や大物アイドルのできちゃった結婚話で、話題は移った。あの辺あたりをうろうろしている報道関係者の姿は、もうないはずだ。

「――――そういえば、俺おれんトコには取材、来なかったな」

　山の所有権は祖父から勇に移っている。インタビューにレポーターが押しかけても、おかしくはなかったのだが。

（遠かったからかな）

　テレビに映る機会を逃したと言えばそうだが、今回は嬉しい話ではなかったから、これでよかったのかと勇は思う。




　何かに急せかされるように、駅に向かって焼けたアスファルトの上を歩く勇の背後で、庭に落ちた紙飛行機がかさりと音を立てた。










　　　　符ノ五　山へ行こう







　乗り換えはいくつかしなければならないのだが、どれもこれもかなりいいタイミングでやってきて、ほとんど待ち時間なしの最短時間で、茂もて木ぎ勇いさみは戸と雁がり山やまに到着した。バスを降りたところで、逆方向からやってきたバスが、ほぼ真向かいにあるバス停で乗客を降ろす。

（うわ☆）

　バスを降りた客、若い男性の二人連れを見た勇は、思わず一歩退しりぞく。

（何かのコスプレ？）

　長い銀髪の男に、真っ赤な髪の男。真っ赤な髪の男の肩には、ギターケースがある。二人のその髪はビジュアル系を気取っているのかとも見えるのだが、バンド活動をしているミュージシャンというには、着物姿というのが、どうにもちぐはぐである。

　思わず、じっと凝ぎよう視ししてしまった勇に気付いて、振り返った赤い髪の男がぎょっとし、銀髪の男は振り返ってにこりと微笑ほほえんだ。

（――――美形☆！）

　銀髪の男は、それはもう非の打ち所なく、完璧に！　あれだけ美形だと、ちょっとばかり距離があっても間違いないとわかる。どちらかというとたおやかな女顔の、じつに丁てい寧ねいな、いい仕事してますの鑑定が出るだろう美形だ。瞳ひとみは青。カラーリングにいたっても、ビジュアルクオリティの高い３Ｄゲームでしか、お目に掛かれないような、極上美人である。立ち姿も、背筋がすっと伸びていて、絵に描かいたように綺き麗れいだ。

（うわー、すげーいいモン見たー）

　だが。二人連れの年齢は、自分とあまり変わらないだろうと勇は思う。小学生のときに、勇は祖父を訪ねてここの山に遊びにきたことがあるが、このあたりに同年代の子どもはいなかった。この近隣にはアパートのような賃貸住宅などなく、古くからの住民しかいない。路線バスは一時間に一本あるかないかの、交通の便が悪い場所なのだし、青空駐車の場所には事欠かないのだから、住民ならば車か何かの乗物を日常使いにしているほうが自然だ。二人合わせても手荷物らしき物がギターケースひとつというのも、何だかおかしい――――。

（何者……？）

　奇妙な二人連れは、二言三言何か会話して、ぼーっとバス停に突っ立っていた勇の方に向かって歩いてきた。

（え？　え？　え？）

　勇はきょろきょろと周りを見回す。勇の他ほかに、人影は見えない。戸雁山登山口に近い県道は、勇のいる車線の側が山、向かいの車線側が畑である。民家は、もう少し行った辻つじで畑の間にある道を入っていかなければない。勇のいる方には、山があるだけで。




「こんにちは」

　銀髪の美形は、勇に涼やかにそう声を掛けてきた。細身ではあるが、近くで見ると銀髪の美形は背が高い。

「こ、こんにちは……！」

　勇はよくわからない緊張をしながら、挨あい拶さつを返す。書類の挟まったバインダーを片手に、赤い髪の男が言った。

「えと、あの、茂木勇さんですよね？　陰おん陽みよう寮りように御お祓はらいを依頼された」

「は？」

　きょとんとしてから、勇は頷うなずく。

「はい、そうですけど……」

　勇の返事に、赤い髪の男はにっこりと微笑んだ。

「ボクたち、陰陽寮から派遣されて、こちらにまいりました。絶ぜつ佳か庵あんの武む庫こ川がわ右う京きようと、アシスタントの桃もも枝えだ綱つな紀きです」

（御祓いをしてくれる術者の人――――！）

　言われて、ようやく勇は合が点てんがいく。あの背筋の伸びた綺麗な姿勢には、見覚えがあった。雰ふん囲い気きが何となく、共通している。着物姿なのもわかる。銀髪に赤い髪という、二人の組み合わせは何だか変だけれど、そのところは個人の趣味というので、たった一度仕事をお願いする部外者が、追及したりとやかく意見を言ってはいけないだろう。

「よ、よろしくお願いします……！」




　大おお袈げ裟さな動作で頭を下げた茂木勇に、綱紀もほっとする。

　仕事に出かけるときの綱紀と右京は、呪じゆ符ふを携帯している。それは人目を引きすぎる端たん麗れいな容姿を持つ銀髪美形の右京だけでなく、着物姿にスニーカー履きで赤い髪でギターケース持ちの綱紀を、悪目立ちさせず、人々の意識から逃がす効力のあるものだ。呪符の力で、注目されない存在になっているはずなのに、目的地近辺のバス停に降り立ってみれば、近くにいた青年に凝視されたのだから、びっくりした。

「あぁ、依頼者だ[image: ]」

　驚く綱紀の視線を追い、一目見て右京がそう言ったから、綱紀は懐ふところにしまっていた書類を出して確認し、声を掛けたのだ。呪符の力が無効になっていたわけではなかった。




「あ、あの、これから御祓いされるんですか？」

　緊張しながら尋ねる勇に、右京はにこりと微笑む。

「んー、まずは下見？　問題ないようなら、今日やっちゃってもいいかな～」

　右京の声にはまったく緊迫感がなかったが、緊張しまくりの勇にはわからない。

「よよよ、よろしくお願いします……！」

　大きく身体からだを折ってお辞儀する勇の姿に、綱紀は何だか良心が咎とがめる。

「（真面目にやってくださいよ……！）」

「んー？」

　くすすっと右京は笑う。真面目にやらなくても、右京ほどの実力のある術者なら、何とかなってしまうのかもしれないが、今回は美み琴ことが言っていたように出来高制で査定がある。依頼人への印象が悪いというのは、マイナス要因になる。愛あい想そがよすぎると何かあるんじゃないかと気持ち悪いので、愛想よくしろとは言わないが、だらけているのはよくない。

「茂木さんは、今日きようはどうしてこちらに？」

　住所は他県であり、ちょっと遊びに来るというような距離ではない。尋ねてから、綱紀は右京が絶佳庵を出る前に、紙飛行機を飛ばしていたことを思い出した。

（あれだ……☆）

　何気なく披露される右京の術は、他た愛わいない悪ふざけのようだが、術者として実力があるため、効果は絶大だ。

　残暑厳しい炎天下に外出するなんて、勇は本当のところ、思ってもいなかった。こんなふうに来るつもりなんてなかった勇は、おどおどと視線を落とした。

「え、と……、その、何となく……。見ておきたいなという気になって……」

　勇はちょっと赤くなり、俯うつむいてぼそぼそと言う。本当に、何となく、なのだ。ふと思いついて、ふらりとここまで来てしまった。

　依頼人を術で呼び寄せることに難なく成功した右京は、勇に言う。

「案内してもらえるかな？」

　御祓いをしてほしいという場所まで。

「あ、はい！　あの、こっちです……！」

　勇はばたばたと身体を向け変えて、先に立ち、戸雁山の登山口に向かって歩きだした。

　道路を行き交う車もなく、まるで時間が止まったかのような人けのなさだった。セミが煩うるさく鳴いている。




（十二年、前だったっけ……？）

　ロールプレイングゲームの勇者様御一行のような気分で歩きながら、勇は考える。前にこの山に来たのは、幾いくつのときだっただろう。小学二年生ぐらいだったか。その頃ころ、祖父はまだ元気で、この山の中にあった家で一人で暮らしていた。祖父はあちこちに土地を持っている地主で、土地の他にも賃貸住宅も何棟か持っていたから、退職後もその賃料でけっこう優雅に生活していた。駅前の都市部にも、他人に貸せるような部屋があるのだから、何もこんな不便な場所で暮らさなくてもいいのにと、親戚の大人たちは皆言っていた。八年前、山歩きをしていて滑かつ落らくした祖父は、腰の骨を折って入院することになり、この山を下りて親戚の家に同居を始めた。その後、脳のう梗こう塞そくで倒れて、入院してそれっきり。

（一回だけだ……）

　勇がこの山に遊びにきたのは。いっしょに来たことはなかったけれど、他の従い兄と弟こたちも、祖父が元気だった頃にこの山に遊びにきたことぐらいあるだろう。祖父が山の中に住むようになったのは、祖母が亡くなってかららしいが、それでも、孫ではなく息子である勇の父たちのほうが、この山に足を運んでいるはずだ。それなのになぜ、自分にこの山が譲ゆずられたのか、勇には理由がわからない。

　草がかなり生おい茂しげり、木も鬱うつ蒼そうとしているけれど、登山口は勇の記憶にあったままの形で残っていた。ゴミの不法投棄者が侵入しないよう、警察によって登山口には車止めが置かれ、ロープが張られている。車での進入は、車止めと樹木が邪じや魔まをして無理だろうが、人が入れないわけではない。




　懐かしさというか、何とも形容し難がたい感覚に、勇は登山口で足を止める。

「茂木さん？」

　どうかしたのかと声を掛けた綱紀に、勇は照れ笑いした。

「いや、え、と、あの、すみません……！　ずいぶん久しぶりに来たもんで。何だか懐かしいなぁ、って思っちゃって……！」

「あぁ、何だ、そうなんですか」

「え、と、たぶんこっちです」

　何でもないとわかって、綱紀は照れ笑いする勇に微笑み返す。勇はここに不法投棄された粗大ゴミを見て知っているわけではないが、ワイドショーでテレビに映っていたのは、この道を上がっていった先だ。つい最近何台もの車両が行き来したように、登山道を覆おおっていただろう雑草は踏み潰つぶされていた。轍わだちを辿たどれば、ゴミの不法投棄場に着くはずだ。




　勇は進み始めたが、右京は登山口でぴたりと足を止めたままだった。

「…………」

　勇の後に続きかけたが、黙って山を見上げる右京の姿に、暑さでこめかみを伝い落ちてきた汗を腕で拭ぬぐい、綱紀は眉まゆを顰ひそめる。

「右京さん？」

　怪け訝げんな声を出した綱紀に、車止めのロープの横から木を迂う回かいして山に入ろうとしていた勇は足を止めて振り返る。

「あ、あの、どうかしましたか……？」

　不安そうに問い掛けられ、右京はにこりと勇に笑う。

「別に[image: ]」

　綺麗な笑み。

「そうですか」

　勇はほっとしたが、綱紀は顔を引きつらせる。

（何かある☆！）

　綺麗な顔に騙だまされてはいけない。右京が楽しそうなときには、だいたいろくなことがない。

「茂木さん……！」

　つかつかと近寄ってきた綱紀の赤い髪に圧倒されて、勇は思わず逃げ腰になる。見た目がアレなだけで、綱紀は怖い人ではないのだが、向かってこられると引きこもりっ子のお家うちゲーマーである勇はどうしても迫力負けしてしまう。

（ヤ、ヤキ入れシステムは、バージョンアップでなくなったはず……！）

　ちょっとパニくったときに脳裏に浮かぶのが、ゲームの情報というのは情けない。勇は戦力外の道案内キャラであるのに。

「な、何ですか？」

「これ、持っててください」

　綱紀は懐から呪符入れを出し、その中の一枚を勇に渡した。

（御札……？）

「……何ですか？」

　勇は不思議そうに、呪符と綱紀を見る。

「使うことにならなかったら、帰りに返してくださいね。御札も商品で、使ったら料金かかっちゃいますから。それは『軽けい減げんの呪符』っていう御札です。身につけていると、どんなものでも『軽く』します」




　自分の体重でも、身に振りかかる衝撃でも、重くなりたくないと念じれば、何でも。携帯していれば、いちいち取り出して念じる必要はない。




「ボクと右京さんも一枚ずつ持ってます。もし何かあっても、これがあることを忘れないでください」

「……もし何かあっても、って……」

「『念のため』です」

　営業スマイルで、勇を安心させるように綱紀はにっこり笑う。




　アシスタントと呼ばれていても、綱紀には霊能力の類たぐいは皆かい無むであり、何も見えないし感じない。不思議な力で誰かを守ることなんてできない綱紀は、何かが起こった現場においては、役立たずのお荷物である。右京が手一杯になった場合、綱紀同様、勇にもできる範囲のことは自力で何とかしてもらわないと困る。




「……念のため、ですか」

「はい。紙切れ一枚ですけど、右京さんは優秀な札使いです。効果は凄すごいですよ」

　右京という捻ひねくれた根性悪の人間は信用ならないが、この呪符は信頼できると、自信を持って綱紀は断言できる。

（へー……）

　勇は呪符をまじまじと見つめる。確かに紙切れ一枚だが、言われるとおり、何だか凄いもののように思える。




　――――♪～　イサミは『軽減の呪符』をゲットした！




　アイテムゲットの音楽が鳴ってレベルアップしたような気がして、少し勇は嬉うれしくなる。そんなに凄い物ならば、使ってみたいけれど。

（商品だって言ってた）

　使うと料金がかかる。親の脛すね齧かじりの大学生である勇は、そんなにお金を持っていない。好奇心は刺激されるけれど、ゲームの中でしか知らないこういう物の本物を持ってみることができただけでも、よしとするべきだ。

「ありがとうございます」

　勇は綱紀に礼を言って、呪符を汚したり傷つけたりしないように、財布の札入れにしまった。

　ふわり、足音もさせず右京は綱紀と勇の横を通り抜ける。

「行こうか」

　目指すのはこの先。まだ新しいタイヤの痕あとが続いている、その先にある。




　戸雁山はそれほど大きな山ではないが、昔からトンガリ山と呼ばれているだけあって、そこそこの傾斜がある。




「――――大丈夫ですか？　茂木さん」

　綱紀は遅れだした勇に振り返る。勇は肩で息をしながら、憔しよう悴すいした様子で顔を上げる。

「……だいじょうぶ、じゃないです……」

　茂木勇は正直者のヘタレだった。

　汗はかいていないものの、ぜひぜひ言っている勇に、綱紀は苦笑する。

「少し、休憩しましょう。――――右京さん！　先に行かないでください！　水、全部飲んじゃいますよ！」

　熱中症防止のため、スポーツ飲料のペットボトルはギターケースに括くくり付けて綱紀が運んでいた。飲み物の供給が断たれるのは痛いので、右京はひょいひょいと岩の上を渡り歩きながら戻って来る。

「偵察だってば[image: ]」

「――――信じましょう」

　へらへらと笑う右京に、綱紀はスポーツドリンクを二百ccほど入れたカップを渡す。

「これだけー？」

「いっぺんに飲んだらなくなっちゃうだろ！」

「けちー」

「嫌なら飲むなよ」

　アスファルトで舗ほ装そうされた地面よりはずっとましだが、日陰でようやく涼んだ気分だった綱紀は、文句の多い右京に苛いらついて、スポーツドリンクの入っていたカップを大きく振った。ばしゃっと草むらにぶちまけられるかと思えたスポーツドリンクは、音を立てて右京の持ったカップに受け止められる。

「短気だなー、綱紀くん[image: ]」

「暑いときに、うぜぇ！」

　罵ば倒とうされながら、右京はくすくすと笑って、楽しそうにスポーツドリンクを飲んだ。




（仲、悪いのかな……）

　第一セーブポイントで、道の端にあった岩に腰掛けた勇は、綱紀と右京のやり取りに、どきどきする。仕事仲間はお友達ではないのだがら、いろいろあるだろうが、できれば仲よくやってほしい。喉のどを潤うるおす右京たちを見て、水分補給をしておかなければと、勇も途中で買ってきたイオン飲料を口にする。




　車で五分の距離も、歩けば二十分かかる。それが傾けい斜しやのある場所となれば、負担は平地よりもずっと大きい。

「――――ペース、早いですか？」

　綱紀に尋ねられ、勇は情けない気分になる。

「……すみません……」

「あ、いや、俺は田舎いなか育ちですから」

　しょげ返る勇に、綱紀は言う。塔とう京きよう都心ほどひらけたところではないが、勇が住んでいるのはけっこう大きな地方都市だ。山歩きに慣れていないのは仕方ない。徒歩圏内にコンビニエンスストアさえない場所で育った綱紀とは、生まれてから歩いてきた距離が桁けた違いで、基礎体力が違う。

　テレビで見たレポート映像は、登山口から不法投棄場までの道のりを編集してあったので、勇は不法投棄場が登山口から近いところにあると思いこんでいた。よく考えたら、やってはいけないゴミの不法投棄をやっているわけなのだから、ちょっと覗のぞいたぐらいではわからないところを選ぶのが人情というものだろう。車を使ってここまで来た連中は、その車を近隣の住民に見られるのも嫌だから、見えない場所まで車を運ぶ。




　セミが煩うるさく鳴いていた。木こ漏もれ日はじりじりと暑い。

（あち……）

　勇はＴシャツに重ねて着ていた半はん袖そでシャツを脱いだ。ほとんど汗はかいていないが、何だか熱っぽい気がする。

（……ちょっと、ぼーっとする、かな……）

　大学が夏休みに入ってからは、家からほとんど出ることなく、がんがんにクーラーの効いた部屋にいた勇である。これだけ暑い日中に外出するなんて、本当にひさしぶりだ。




「――――茂木さん？　大丈夫ですか？」

　休んで座っているはずなのに、勇の調子はよくなっている感じがしない。

（これ、やばくないか？）

　綱紀は眉を顰める。確認したところ、携帯電話はちゃんと使えるようだが、この近所に病院なんてあっただろうか。熱中症で救急車を呼ぶにしても、救急車が到着してきちんと処置できるまでに、時間がかかりそうな気がする。

「右京――――」

「まーてー！」

　目の高さもある大きな岩の上にお猿座りをしている右京を見上げ、声を掛けかけた綱紀は、聞こえた幼い声と同時に背後を走り抜けた一陣の風を感じた。

（な!?）

　振り返った綱紀は、虫取り網を掲げ、走っていく小学生ぐらいの少年を目撃する。少年の前を飛んでいるのは、カブト虫。いかにも夏の少年といった、麦わら帽子にＴシャツと半ズボンという格好の少年が近くを駆け抜けたのと同時に、勇が脱いで横に置いていたシャツが消えた。

「え？」

　顔を上げた勇は、少年が斜め掛けにしていた虫むし籠かごに、端を引っ掛けられたシャツが引っ張られていくのを見た。ネットオークションで競せり落とした、勇のお気に入りのシャツだ。

「ちょっ……！　待って！」

　勇は急いで腰を浮かせ、手を伸ばしたが、するりと逃げたシャツは少年の虫籠に引っ掛かったままひらひらと遠ざかっていく。

「茂木さん!?」

　シャツを引っ掛けたまま走る少年を追おうと腰を上げた勇に、綱紀は驚く。勇は久しぶりにこの山に来たと言っていた。

「迷いますよ！」

　自宅近くの山に山菜摘みに行って、遭難するということは現実としてある。何度も通かよっている山でさえ、ふとした弾みに道を見失ってしまうことがあるのだ。山歩きにも慣れていない、最近のこの山をよく知らない茂木勇なら、簡単に遭難する。

　少年を追いかける勇を追おうとして、綱紀は振り返る。

「右京さん！」

「はいはい、わぁかってるって」

　はぐれるなと目で訴える綱紀に、右京は笑っていっしょに駆けだす。




「ちょっ……、君、待って！　止まって……！」

　ひらひらと少年の後ろで揺れるシャツが、摑つかめそうで摑めない。張り出している枝で顔面を強打したり、足を引っかけたりしないよう、木立の中をぜひぜひと喉を鳴らして駆けながら、勇は少年に懇こん願がんするが、道なき道を夢中でカブト虫を追いかけている少年は、まったく気付く様子もなく駆け続ける。山を遊び場にしているらしい少年の足は、飛ぶように早かった。元気いっぱいの夏のお子様の若さは、侮あなどれない。




「あー、綱紀くーん」

「何？」

　全力疾走のスピードだが、汗もかかずひょうひょうとした様子の右京を、汗だくの綱紀は横目で睨にらむ。




「前、川だよ？」

「早く言えーっ！」




　藪やぶが一気に開け、少年を追っていた勇は、川かわ縁べりでずるりと足を滑らせて川に落ちた。勇に続いて走っていた綱紀と右京も、トップスピードのままでは止まりきれるはずもなく、川に落っこちる。川の水は思ったよりも水温が低く、ぎゅっと身が竦すくんだ。川の深さは膝ひざより少し上ぐらいだったのだが、プールと違って川には流れがある。流れの勢いが邪魔をして、足をすくわれる。底に足をつこうとしても、川底の石はごろりと転がって、翻ほん弄ろうされるままに水に押し流される。

　少年を追いかけている途中から、何だか朦もう朧ろうとなっていた勇は、川の水の冷たさに、ようやく我に返った。しかし、我に返ったからといって、どうなるものでもない。ゲームならリセットして、セーブポイントからやり直しできるが、これは現実だ。『Continue? Yes or No』などという表示は、いくら待っても現れない。

「がぼ！　ごぼ！」

「『軽く』です！　茂木さん！」

　もがきながら浮き沈みする勇に、ギターケースを浮きにして摑まって流されながら綱紀は叫ぶ。綱紀のギターケースは、高級ブランド・ビトンの旅行用トランク同様、水に浮く。綱紀のように摑まることのできるものがなくても、軽けい減げんの呪符を使えば、水の上に浮かび上がれる。のだが☆

「聞いてる（がぼ）余裕（ごふっ）なさそうだねー（ぐが）」

　勇同様に、流れに揉もみくちゃにされて浮き沈みしながら喋しやべる右京に、綱紀は泣きたい気分で怒ど鳴なる。

「呑のん気きに遊んでねーで、どうにかしてやれよ！　依頼人だろ!?」

「えー？　（ごぼ）助けるのは（がぼ）今回（ぶほ）の依頼に入って（げふ）なかったんじゃな（がばば）いかなー」

「依頼人が死んだら、依頼もクソもねーよ！」

　仕事そのものがパーである。わざと溺おぼれている右京は、殺しても死にそうにないので、スルーする。




　勇がもがきながら浮き沈みし、綱紀が右京に怒鳴っているあいだに、川は大きく蛇だ行こうした。曲がった先に見えたのは、黒くて大きな人影。いや☆

（熊!?）

　ぎょっと綱紀は目を剝むく。

　月つきの輪わ熊ぐまが悠然と川に入っている。

（あー、何か、こういうの見た事ある気がする）

　顔を引きつらせながら、綱紀は考える。そう。お土産みやげ。記念に貰もらったはいいけど、どうにも邪魔になる大きさと重量感のある置物、北海道土産の木彫りの熊。シャケを銜くわえている、あれ。




　予想に違たがわぬスタイルで、がっと前足を振り上げた熊は、それを勢いよく川に突っこんだ。

　ばしゃぁっ！

「かはっ！」

　熊の手によって川の中から弾はじき出された勇が、川原に向かって宙を飛ぶ。人形のようにされるがままに宙に投げ出された勇の周りで、飛び散った水しぶきがきらきらと光り、虹が出る。















（ああっ、茂木さんっ……！）

　これでよかったのか、悪かったのか、綱紀にはわからない。勇の尊とうとい犠ぎ牲せいがあったお陰で、綱紀は勇を弾き出した熊の横を流れ抜ける。




　助かったと綱紀が安あん堵どするには、早かった。

　熊は、もう一頭いた。

　ばしゃあっ！

「ひいっ！」

　綱紀も熊の手に弾かれて、宙を飛ぶ。




「あははははははは[image: ]」

　笑いながら、右京も熊に飛ばされた。




「うっわ！　ゴロ美みとゴロ子こ、すっげ！　大漁じゃん！」

　虫取り網を持った麦わら帽子の少年が、歓声をあげる。




　川原に打ち上げられた右京たち三人の姿に、川でスイカを冷やしていた斉さい藤とうさんは、むっと眉を顰めた。

「何をやっとるんじゃ？　お前ら」










　　　　符ノ六　予定外の訪問者







　熊がいてくれたお陰で溺でき死しは免まぬがれたものの、勇いさみは完全にのびてしまっていたので、斉さい藤とうさんは右う京きようたちに小屋で少し休んでいくよう勧めた。願ってもない言葉をもらい、図ずう々ずうしいとは思ったが、気絶している勇のこともあり、炭焼き小屋にお邪じや魔まする。

「ゴロ子こたちに任せれば、楽なのに」

　虫むし籠かごに引っ掛かっていた勇のシャツを戦利品のように腰に結ゆわえて後ろを歩く、麦わら帽子の少年にそう言われて、ギターケースと勇を担かついでいる綱つな紀きは頰ほおを引きつらす。

「いや、それはそうかもしれないけど、ね……」

　川で会った月つきの輪わ熊ぐま二頭は、人に充分慣れているらしく、左耳のあたりにそれぞれリボンと花の飾りをつけていた。リボンの方がゴロ子。お花がゴロ美み。二頭とも雌めすである。綱紀が勇を担かついでいるのは、熊でも女の子に力仕事は任せられないなどというフェミニストな理由ではなく、熊に担がれている途中で勇が意識を取り戻したらと考えてのことだ。バス停から行動を共にしている茂もて木ぎ勇のことは、陰おん陽みよう寮りようからもらった資料のファックスに書かれていることだけしか知らないが、子細にこだわらない豪ごう気きでおおらかな人間というよりも、わりと内気でおとなしい、保守的な感じの人だなという印象があった。常識外れもいいところの、熊に担がれて運ばれるという状態に気づいたなら、パニックに陥おちいらないはずがない。腕力体力に自信のない今時の若者な綱紀でも、軽けい減げんの呪じゆ符ふを使っているので、自分と同じぐらいの体格の勇を運ぶことに苦はない。全身を濡ぬらした川の水も、呪符の力で取り除けた。濡れた身体からだを拭ふいたり、衣類を乾かしたりする必要はない。

　熊に担がれる勇の姿を想像し、くっくっくっと右京が笑う。

「熊だしねぇ、どこまで連れていかれるのかなぁ[image: ]」

　巣穴だったりしたら、食糧扱いである。

「「ガウ！」」

　最後尾にいた熊二頭は一声吠ほえてシンメトリーな格好で、すぐ目の前を歩いていた右京の後ろ頭を張った。

　どがん！

　恐ろしく痛そうな音を立て、右京は顔面から地面に沈む。

「ううう、右京さん!?」

　斉藤さんに続いて前を歩いていた綱紀は、背後から聞こえた恐ろしい音に振り返る。

「失礼なこと言うからだよ」

　ゴロ子とゴロ美は人の言葉をよく理解するらしい。呆あきれ声で麦わら帽子の少年に言われ、右京は熊の爪つめが掠かすったらしい頭から、ぴゅーと血を噴き出しながら、ぐっと親指を立てる。

「いいスナップだよ、お嬢さんたち[image: ]」

　顔面泥だらけでも、熊相手に爽さわやかに笑える右京に、綱紀は溜ため息いきをつく。二頭で張り倒して首がもげなかったのだから、熊たちはちゃんと加減してくれているようだ。

（懲りねーなー☆）

　虐しいたげられたり痛い思いをしているほうが絶好調というのだが、本当に質たちが悪い。




　雑草に覆おおわれた斜面にうねうねと続く細い踏みつけ道を上り、綱紀たちは小さな炭焼き小屋に辿たどり着く。簡素な小屋である斉藤さんの住居部分は、風の通りがいいように開口部をすべて開け放たれていた。山の中なので、小屋には戸締りなど必要ないし、誰だれが覗のぞくこともない。

　綱紀は斉藤さんに指示され、縁えん側がわから上がらせてもらって勇を小屋の中に寝かせる。

「あんたら、昼飯は？」

「あ、いえ」

　ただ一人、荷物らしい物を持っているのは綱紀だが、ギターケースにお弁当は入っていない。陰陽寮の調査書どおりなら、今回の仕事は右京には簡単に片づけられる。だが陰陽寮で調査しきれなかったことがあれば、それ用に対策を講じねばならない。さっくり御お祓はらいして帰るか、今日きようのところは調査だけして出直すかという計画だったので、ここに長居するつもりはなかった。まだ真夏と大差ないこの気温では、携帯していっても弁当は傷いたみが早い。呪符を使えば、傷ませないことは簡単だが、それは絶ぜつ佳か庵あんにとって不経済だ。節約倹約を信条として、昼食時分は外はずしてしまうが、帰ってお昼ご飯にするつもりだった。

「うちでよければ、食べていけ」

「ありがとー、斉藤さん」

　遠慮のかけらもない声で礼を言う右京に、綱紀は恥ずかしくなる。

「どうもすみません……！」

　大勢で突然押しかけてしまって、休ませてもらうだけでなく、お昼ご飯まで御ご馳ち走そうになるなんて。恐縮する綱紀に、斉藤さんは笑った。絵に描いたような頑がん固こ親おや父じという雰ふん囲い気きの斉藤さんだが、笑うとどこか懐かしい人に会ったような気がした。

　ギターケースも縁側に置かせてもらい、小屋の土ど間まにある台所に入っていった斉藤さんを目で追っていた綱紀は、ついと袖そでを引かれて、麦わら帽子の少年に振り返る。

「何？」

「あっち」

　少年が指さすほうを見ると、熊たちが藪やぶに顔を突っこんでいる。

「木き苺いちごがなってる」

「え、ホント!?」

　綱紀はぱぁっと顔を輝かせ、少年といっしょに熊の近くに行く。熊たちの陰になってわからなかったが、つやつやと透き通る赤い実が、たくさんある。

「うわー[image: ]」

　小学生の頃ころまで、自宅の近くの神社の裏山で友だちと遊んでいたときに、綱紀はおやつがわりにそこらに自生していた木苺を摘つんで食べていた。木苺を口に運んでいる熊たちの仲間入りをして、綱紀は見覚えのある赤い実を嬉き々きとしながら摘む。

「甘～い[image: ]」

　味見して、いい顔になった綱紀は、いそいそと木苺を摘み、広げた着物の袖に載せる。

「すごいなー[image: ]」

「だろ？」

　喜んで木苺を摘む綱紀に、麦わら帽子の少年は誇らしげに鼻を擦こすって笑った。




　小屋に寝かせて少しして、勇は意識を回復した。

（あれ……？　俺おれ……）

　見覚えのない天てん井じようを見上げ、勇はゆっくり瞬まばたきする。すうぅっと風が身体を往復する。

（扇風機……？）

　首振りにしたときの、あの風？

「生きてるかい？」

　明るい方から聞こえた涼やかな声に、勇は首を動かす。片かた膝ひざを抱えるような格好で縁側に腰掛けている、銀髪の男がいた。

「――――武む庫こ川がわ、さん」

　か細い声で勇に呼ばれて、静かに右京は振り返る。どこか非現実的な雰囲気の漂う妖あやしい美び貌ぼうに、勇は夢の中にいるような気分になる。

「しっかり目を開けてなくちゃ、駄目だよ」

　勇の方を向いて、にこりと微笑ほほえんだ右京の後ろに、ぬうっと真っ黒い大きな影が現れる。

（く、熊ぁっ！）

　ぎょっと目を剝むいた勇は、瞬きするが、それは消えなかった。夢ゆめ幻まぼろしではない。

「むむむむむ、むこ、がわさん……っ！」

　食われる食われる食われる！　というか、恐怖で身体が硬直してしまった勇本人も死亡フラグである。




「おぅ、気がついたか」

　土間の方から聞こえた老人の声に、勇は目を動かして、そちらを見る。

（この人……、斉藤さんだ……）

　山で炭焼きをしているという、老人。ワイドショー番組で、憤慨しながらインタビューを受けていた。

「ゴロ子、ゴロ美、もう心配いらんぞ。帰れ」

　斉藤さんの言葉に、のっそりと熊が動いた。

（――――え？）

　勇はぱちくりと瞬きする。今かけられた言葉は、熊に対してのものだ。

　たっぷり木苺を食べた二頭の月の輪熊は、斉藤さんの炭焼き小屋を離れた。




「ほら、『ひなた』、お前たちも中に入れ！　昼飯にするぞ」

「わーい、昼飯だー！」

　斉藤さんに促うながされ、麦わら帽子の少年ひなたくんが縁側から小屋に上がりこむ。ひなたくんに続いて、綱紀も小屋に上がった。

「大丈夫ですか？　茂木さん」

　どうやらここは、ＨＰ回復ポイントであるらしい。

「あ、うん……、平気」

　ばたばたとひなたくんが上がってきて、寝転がっていると顔を踏まれそうで、勇は身体を起こした。綱紀は着物の袖に包んできた物を、ひょいと右京の口に突っこむ。

「甘いだろ？」

「甘い、ねぇ……☆」

　一瞬、きゅっとすっぱい顔になり、泣き笑いのような顔で、右京は応こたえた。

（あー…、酸味のある物もダメだっけ☆）

　摘みたての木苺は甘酸っぱくてとても美お味いしかった。右京に木苺を食べさせた綱紀に、意地悪をするつもりなどなかった。苦手の多い右京がよくないのである。

（うわ……）

　長い銀の髪に青い瞳ひとみ、美麗な面おも差ざしの右京が赤く熟した木苺を味わう姿が官能的に見えて、勇は思わず赤くなる。

「ほらほら、邪魔邪魔！」

　部屋の隅にあった折り畳み式の円形のちゃぶ台を持ってきたひなたくんが、勇の近くでちゃぶ台の脚を広げる。

　勇は小屋を見回す。

「――――え、と、あの、ここは？」

「お爺じいの小屋！」

　ちゃぶ台を置いたひなたくんは、お日様のように笑って勇に答えた。木苺をつまみ食いしていたひなたくんの口の周りは、木苺の汁で赤く染まっていて、吐息にも甘い香りがした。

（斉藤さんのお孫さんなんだ……）

　お爺と呼んでいるのだから、きっと。

　摘んできた木苺をギターケースの上に置いた綱紀は斉藤さんを手伝って、濡れ布ぶ巾きんでちゃぶ台を拭く。

　土間の隅にあった竹筒を切って人数分の器と箸はしを拵こしらえた斉藤さんは、運んできた昼食をちゃぶ台に置いた。

「たいしたもんはねぇぞ」

　供されたのは、短時間で人数分調理できる、お手軽な夏の昼食。




　素そう麺めん[image: ]　と、デザートにスイカ。




「「…………」」

　この夏、すっかりお馴な染じみのコンビネーションに、綱紀と右京は笑顔を浮かべて固まる。

（ここでもか……！）

（何となく、そんな予感はしていたよ～）

　だって斉藤さんってば、川で冷やしていたスイカを持って帰ってきたし！

　ふわぁと頭からお花を飛ばしそうな表情の右京が、この昼食メニューを嬉うれしがってはいないと、綱紀にはわかる。親切な斉藤さんが無意識に放つイヂメに、恍こう惚こつとしてしまっただけだ。贅ぜい沢たくが許されるなら、いい加減別のものが食べたいと、綱紀は力いっぱい言いたい。夏の味覚には、焼きそばも冷し中華もあるはずなのに、近所のスーパーで安売りをしていたために、この夏は素麺尽づくしだったのだ（白ご飯の時の味み噌そ汁の具にも素麺が入っていた……）。在庫の状態を考えるに、帰ってからも、まだしばらくはこの状態が続くだろうと予想できる。




「――――すみません、ご迷惑をおかけして……」

　川に落ちたところを助けられ（？）、小屋で休ませてもらったうえに、お昼ご飯まで御馳走になることに、正座してちゃぶ台に向かった勇は、すっかり恐縮する。

「かまわんよ」

　小さくなっている勇に斉藤さんは笑った。

「大きくなったのぅ、勇くん」

　呼びかけられ、はっと勇は顔を上げる。記憶はないけれど――――。

（俺のこと、知ってる……）

　斉藤さんはこの山で炭焼きをやっているのだし、勇はこの山を祖父から譲り受けたのだから、斉藤さんが勇のことを知っていても、何ら不思議はない。

「……御ご無ぶ沙さ汰たしてます」

　勇は斉藤さんに頭を下げる。斉藤さんは孫を見つめるような目を、勇に向ける。

「かまわんよ。忙しかったろうからな」

　小学校低学年の頃の夏休みに、本当に一度来たきりで。斉藤さんに優しく声を掛けられて、暇を持て余しながら何もすることなく、毎年怠惰に夏休みを過ごし続けていた勇は、居心地悪い思いをする。

「ほら、遠慮せず、食べな」

「いただきまーす」

　元気にひなたくんが箸を取り、氷といっしょに涼やかに竹たけ籠かごに盛られていた素麺を、竹筒で作られた自分の器に取る。

「ぐずぐずしてると、オレがみんな食べちゃうぞ？」

　日焼けした顔でにかっと笑われて、勇たちも箸を取る。

（素麺……）

　勇は真っ白の中にピンクと緑が数本混じっている素麺が盛られた竹籠を、懐かしい気持ちで眺める。母親があまり麺類を好まない人だったので、勇の家では夏でも食卓に素麺が並ぶことはほとんどない。今年はこれが初めてかもしれない。

（そういえば――――）

　この山に遊びに来たとき、祖父が食べさせてくれた昼食はいつも素麺で、デザートにはスイカが出た。ここはあの時と同じだ。何も変わっていない。

「…………」

　鰹かつおの出だ汁しをしっかり効かせたつゆは、とても懐かしい味がした。一口素麺を啜すすって満足し、勇はふわりと笑った。

「美う味まいか？」

「はい。美味しいです」

　斉藤さんに尋ねられ、勇は機嫌よく素麺を啜りながら答える。

（この味だ）

　学校の食堂で、夏のメニューに素麺があるのを見て、何度かそれを食べたが、何かが違っていてどうにもしっくりこなかった。勇が食べたかったのは、この味の素麺だ。

　つるつると気持ちよく、ひなたくんは素麺を啜る。

「やっぱ、夏は素麺だよな！」

「そうか」

　偉そうに言って満足げに笑うひなたくんに、斉藤さんは微笑む。

（うん、夏は素麺だよ）

　これが本当の素麺だと、勇は思う。冷房の効いた部屋の中で食べるそれとは違う。扇風機のある部屋で、あちこち開け放って、夏の音を聞き、濃い緑と土の香を嗅かぎながら食べる素麺がいい。縁側に座って食べるスイカがいい。

（川に落ちて、よかったかも）

　死ぬかと思ったが、あのまま座って休きゆう憩けいしていても、具合は悪くなる一方だったように勇は思う。冷たい川で冷やされて、気絶して少し眠って、ずいぶん楽になった。斉藤さんにも会えてよかった。

　勇に自覚はなかったが、冷房の効いた室内でばかり過ごしていた勇の身体は、汗かん腺せんがまともに働かない状態になっていた。どれだけ暑くても、身体を冷やす機能を持った汗が出ないので、熱は身体の中に蓄積される。そんな状態が続けば突然意識不明になって倒れても不思議はなく、手当てが遅れれば、命を落とす危険もあった。荒あら療りよう治じだが、川で全身冷やせて、勇は命拾いしていた。




　素麺とスイカと木苺を食べて、麦茶を飲んで一息ついて。

「――――あの……、粗大ゴミの不法投棄場所って、どこか教えていただけますか？」

　勇は斉藤さんに尋ねる。今日この山に来たのは、あのゴミがどれだけの量なのかを知りたかったからだ。勇は陰陽寮から派遣された術者である右京たちを、そこに連れていかなくてはならない。

「ここから西に行ったところじゃ」

「オレ、案内してやろうか？」

「うん、ありがとう」

　勇に礼を言われ、勇たちに負けないぐらい素麺とスイカを食べたひなたくんは、白い歯を見せて、にかっと笑う。

「任せときな！　オレ、この山のこと、すっげよく知ってるから！」

「妙な連中がうろうろしているようじゃから、喧けん嘩かせんようにな」

　ちょっと迷惑そうな顔をして忠告してくれた斉藤さんに、歓迎できない人間が山に入っているのだなと勇は思う。喧嘩するもしないも、インドア派の勇はそういう荒っぽいことには、まったく不向きな人間だ。不安そうに瞳を揺らした勇に、くすっと右京は笑う。

「大丈夫だよ」

　言われて、そちらに目をやった勇に、綱紀も頷うなずいて見せた。性格の悪い右京を当てにすることはできないが、万一の場合は走って逃げればいい。軽減の呪符は、どんな鈍どん足そくランナーも世界最高速のスプリンターに変える。逃げきれば、相手が誰だろうと問題ない。

「んじゃ、行こう！」

　麦わら帽子を被かぶったひなたくんは、元気よく縁側から飛び下りた。斉藤さんは、ひなたくんの背中に向かって怒鳴る。

「日暮れまで遊んでちゃいかんぞ！」

「はーい！」

　虫取り網を握ったひなたくんは、大きな声で返事した。




「♪いけーいけー　探検隊ー　山道越ーえーて～♪」

　大きな声でちょっと調子外れに歌いながら、慣れた様子でひなたくんは、ざかざかと山の中を突き進んでいく。

「……何の歌？」

　聞いたことのない歌に、綱紀は首を傾かしげ、右京はくすくす笑う。勇はどこかで聞いたことがあるなと、考える。

「――――探検隊の歌、ですよね？」

「うん、たぶん」

　綱紀は勇に頷く。そういう歌詞なので、ジャングルか何かの探検隊の歌なのに違いない。

（そういうアニメ、あったかな？）

　いまひとつ綱紀には覚えがないが、田舎のローカル放送地区で育ったから、わからないのかもしれないと綱紀は思う。絶佳庵に厄介になってから知ったが、都会はアニメの放送チャンネルも多い。斉藤さんの小屋は、どう見ても孫といっしょに暮らしているという居きよ住じゆう空くう間かんではなかった。独り暮らしをしている斉藤さんのところに、夏休みに孫のひなたくんが遊びにきているといった感じだ。すっかり日焼けし、先導して山を歩いていく姿も頼もしいひなたくんだが、家がどこにあるのかは尋ねてみなければわからない。

　大声で歌いながら進むのは、野生動物に自分の居場所を教えて避けてもらうのに具合がいい。ひなたくんは賢かしこかった。

（あれ？　そういえば）

　綱紀は、いまだひなたくんの腰に結ばれたままの勇のシャツを見る。












「――――あの、茂木さん、いいんですか？　シャツ」

　あのままで。言われて、勇はちょっと複雑な気分で笑う。

「よく、は、ないんですけど……、いいんです」

「はい？」

「え、っと……よくわからないんですけど……」

　そんな気がする。だから勇はひなたくんからシャツを取り戻せない。あのシャツをプレゼントしたいわけではないのだけれど、今はあのままで。




「♪いけーいけー　探検隊～……」

　大きな声で歌っていたひなたくんが、ふと口を噤つぐんで足を止めた。

「ひなたくん？」

　どうかしたのかと尋ねようとした綱紀たちに、ひなたくんが振り返る。

「敵襲～！　総員戦闘配置につけー！」

　突然の臨戦宣言。

「はぁっ!?」

　何事!?　と綱紀たちが目を剝いたとき。




「勘がいいじゃん[image: ]　ちびのくせに」

　がさっと藪が開かれ、三人の若者が姿を現した。




（（うっわ☆　何者!?））

　綱紀と勇はひくりと顔を引きつらせる。見るからに敵？　何と言いますか……、シブヤセンター街あたりでよく見かけるような雰囲気の、ファッショナブルでちょっと避けたくなるようなワルそうなお兄さんたちだ。シルバーアクセじゃらじゃらの、都会的な彼らは山というワイルドな環境とは、どうにも不似合いなのだが、いるものは文句をつけても仕方ない。三人のうち二人が、帽子とバンダナを頭に被っている。

「あ[image: ]　お前、いいモン持ってんじゃん！」

　何も被っていなかった男が、ひゅっと一気に距離を詰め、ひなたくんが腰に結んでいた勇のシャツを奪い取った。

「あっ……！」

　小柄なひなたくんは、シャツを剝はぎ取られ、独こ楽まのように回されながら転んだ。シャツを奪い取った男は、メッシュＴシャツの上にそれを着る。

「おほ[image: ]　ぴったり[image: ]」

「いけてんじゃーん[image: ]」

「ちびにはもったいねーよなー」

「返せよっ！」

　転んで草むらに突っこんだものの、ひなたくんは身を起こしながら気丈に三人に怒鳴る。明らかに劣おとっている子どものひなたくんが、傍ぼう若じやく無ぶ人じんに振る舞う三人を許すまじと声を上げているのに、綱紀たちがおとなしく傍観しているのはよくない。とくに勇は、自分のシャツが奪われたのだ。

（あ……）

　何か、言わなくては。行動に出なくては、シャツは取り返せない。でも何か言ったら殴なぐられそうな感じがする。暴力沙汰や苛いじめには巻きこまれないように、注意しながら生きてきた勇にとって、生まれて初めての大ピンチだ。ロールプレイングゲームの勇者様御一行では、こういうときには一番経験値が高く、強いキャラが前に出て敵と戦うものなのだが。

「人から盗とった物が似合ってどうすんだよ!?　今すぐ脱いで返せ！」

　男たちに怒鳴ったのは、綱紀だった。軽減の呪符があって、やばくなったら走って逃げるつもりなので、出た言葉だ。今の綱紀は絶佳庵の一員で右京のアシスタントだ。綱紀の身に何かあったら美み琴ことさんが黙っていないので、右京は絶対に綱紀を助ける。

　バックに封縛師の右京がついているからこその、強気だった。呪符なしの、ただの桃もも枝えだ綱紀なら、とてもこんな行動には出られない。

「あんたら、悪い奴やつじゃないだろ!?」

　綱紀の言葉に、三人組は驚いたように目を瞠みはった。

　ちょっと悪ふざけがすぎただけの、やんちゃな者なら、自分を完全に悪と定義することを躊ちゆう躇ちよする。格好は、まぁアレだが、自然満喫のこんな何もない山に炎天下に遊びに来ているような連中だ。人から物を奪ったり、暴力行為に及びたいからここにいるわけではないだろう。そういうことが目的なら、もっと町中に遊びに行っているはずだ。

　少しはぐらりとくるかと思えたのだが。

「これ、長ぇー」

　ひらりと身を翻ひるがえしたバンダナの男が、右京が首にかけていた数じゆ珠ずのラリエットを奪い取った。

「な!?」

　難なくやってのけた男と、それを許してしまった右京に、綱紀はぎょっと目を剝く。




　数珠は呪じゆ力りよくを効率よく発揮するための右京の重要アイテムだ。奪われて、ＨＰはマイナス☆　攻撃力が下がった。




　馬鹿笑いしながら、男たちは言った。




「俺たちは」「誰の言うことも」「きかねぇ」










　　　　符ノ七　信じる者は、救われる？







　ひゃーっはっはっは！

　笑いながら身を翻ひるがえした男たちが走り逃げる。




「何やってんだよ!?」

　まったく信じられないと怒鳴った綱つな紀きに、へらりと右う京きようは笑う。

「いやぁ[image: ]」

「いやぁじゃねぇ！　商売道具盗とられてんじゃねぇよ！　式しき部ぶさんにどやされるぞ！」

「うわー、それは嫌だなー」

　右京が使っている法ほう具ぐは、陰おん陽みよう寮りようでも最も腕のいい法具師・式部北ほく斗とにしか作れない特注品だ。注文に面倒くさい癖があり、しかも法具の消耗頻度の高い右京のことを、式部北斗は大嫌いだ。苦労して嫌々誂あつらえてやった大事な数じゆ珠ずを、山の中で会ったチーマーの兄ちゃんたちに、ぼーっと突っ立ってて盗られたなどと知られたら、どんな顔をされることか。輪にして繋つながない、一本物のラリエット型にしてある右京の数珠は、材料を揃そろえるのにも時間がかかるので、盗られたからといって、すぐに新しいものが手に入るわけではない。

「ぼーっとしてんな！　取り返すぞ！」

　綱紀は右京の腕を摑つかみ、逃げた男たちを追って駆け出した。

「危ないから、ひなたくんはついてきちゃ駄目だからね！」

　言い捨てて、右京を引きずるようにして駆けていった綱紀に、勇いさみはおろおろする。

（お、俺おれ……）

　男たちに物を盗られたのは、勇だって同じだ。綱紀たちは数珠を取り返しに行った。数珠を取り返すついでに、勇のシャツも取り返してくれるかもしれない、けれど――――。

「迷ってんなら、行きなよ。一人じゃないじゃん」

　思い切りがつかない勇に、ひなたくんは虫籠かごから取り出したカブト虫を勇の胸にとまらせ、晴れやかに笑った。

　そうだ。一人なら、泣き寝入りして、シャツを諦あきらめてしまったかもしれないが、同じように、盗られた物を取り返そうとしている綱紀と右京がいる。痛い思いをするかもしれないし、怖いけれど――――、ここは勇が祖父に譲られた山なのだ。いいようにしている連中を、放ほうっておいてはいけない。

（ごめん、爺じいちゃん、斉さい藤とうさん）

　大事な山だったのに。

（俺、ちっともわかってなかった……！）

　親しん戚せきの皆が貰もらった遺産として、自分も同じように受け取って。書類で名義変更して。山は借家のように定期的に収入があるわけでもない。所有しているだけで固定資産税を払わなければならない、出ていく一方の不動産だとわかって、なんて面倒なものを貰ってしまったんだろうと、浅はかで軽率な自分を嘆なげいたことを、勇は恥ずかしく思う。

「ありがとう、ひなたくん！」

　カブト虫のバッジは、勇気の印しるしだ。勇気のアイテムをゲットした勇は、まだそれほど遠くに行っていない赤と銀の頭を追って、駆けだす。




　山を、崩して土ど砂しやにして売って、更さら地ちに変えて、その土地を売って――――。

（俺……）

　ぐっと拳こぶしを握って走りながら、勇は唇を嚙む。

（言えない、俺……）

　勇がやろうとしていることは、この山で炭焼きをしている斉藤さんに、出ていけと命じることだ。祖父が体調を崩してこの山を出てから、ずっと、相続しても勇が見向きもしなかった山を、斉藤さんは一人で守ってくれていた。

（爺ちゃん、俺……）

　一年間がんばってアルバイトをすれば、固定資産税は決して払えない金額ではない。今は、まったく手を入れていなくて、これといって何の価値もない山だけれど、ちゃんと山を見てじっくり考えれば、何か変わるかもしれない。




「遅ぇよ、お前」

　不意に耳元で声が聞こえ、勇はどきりとする。右京たちを追って駆けていた足が、ずぼりと地面を踏み抜いた。

「うわ！」




　ずざぁっと派手に土砂の音をさせて、勇は落とし穴に落ちた。罠わなにかかって、ＨＰマイナス。




「ぃてて……」

　穴の底に竹たけ槍やりでも仕掛けておかれたら、それこそ命はなかったが、落とし穴は単純に縦たて穴あなを掘っただけのものだった。変な格好に落ちこんだが、土が柔らかかったのと、一緒に落ちた雑草がクッションになったのとで、怪け我がをした感じはなかった。泥に汚れたし擦すり傷はできただろうが、骨を折ったり捻ねん挫ざしたりというのはなさそうだ。

「けけ！　ばーかばーか！」

　帽子を被かぶった男が、穴の縁に立って勇を見下ろし、あっかんべと舌を出した。姿が見えなくなった帽子男の笑い声が遠ざかる。

（くっそ～～……！）

　勇はぎりっと歯は嚙がみして、穴の底でもがいて、立ち上がる。縦穴はかなり深さがあり、勇が両手を思い切り伸ばして、飛びついても縁ふちに手が届かなかった。井戸でも何でもない、ただの穴は周りが土壁だ。壁に両手両足を突っ張って、上れないものかと思ったが、ぼろぼろ崩れ落ちてくるし、ゲームやアニメや映画のヒーローでもない勇にはとても無理だった。

「ちくしょ……！」

　何か使える物はないかと、勇はポケットをまさぐる。こんな穴の底なのに、携帯電話のアンテナは二本立っていた。助けを呼べないわけではないが、今の状態はちょっと格好悪い。

（他ほかに何か……）

　財布に手が当たって、勇ははっと思い出す。

（軽けい減げんの呪じゆ符ふ！）

　陰陽寮の術者・武む庫こ川がわ右京のアシスタント、桃もも枝えだ綱紀に渡された呪符。何でも軽くするという、便利アイテム！　使うと料金が加算されるようだが、今は緊急時だ。アルバイトでも何でもすれば、お金なんて稼げる。勇にとても払えないような高価な物を渡したのならば、それは商取引法に引っ掛かるだろう。先に具体的に料金を提示しなかった方が悪いのだから、何とかなる！

（軽く……！）

　所持して念じればいい、綱紀はそう勇に教えてくれた。勇は軽くなれと強く念じながら、穴の底を蹴けって思い切り垂直跳びする。

　ぐん、と上に引き上げられるような勢いで、身体からだが浮いた。

「うわわ！」

　穴から出られるだけでよかったのに、一気に二十数メートルも跳び上がってしまった勇は、呪符の威力に驚く。

（すげー……、これ……！）

　これさえあれば、超人になれる。




　山を足の下に見下ろし、勇は宙で一度制止する。

「いた！」

　赤い髪の綱紀と銀の髪の右京は、山の色合いの中で酷ひどく目立つ。駆けていく二人の前方には、バンダナの男と勇のシャツを着た男がいる。穴に落ちた勇を見下ろした帽子男の姿は見えない。

「――――あいつだけでいい……！」

　自分のシャツを着た男を睨にらみ、勇は山に落下する。軽減の呪符のお陰で、高さに関係なく、着地した足に感じたのは、ちょっとジャンプしたぐらいの衝撃だった。早く走りたかった勇は、自分の体重を軽くして負荷を減らし、男たちを追う。風のような速さで走った勇は、あっと言う間に綱紀たちに追いついた。

「あー、茂もて木ぎさん[image: ]」

　綱紀にいまだ引っ張られたままの右京が、やる気のないだらけた声で勇を呼び、その声に綱紀が振り返る。

「茂木さん!?」

　熱中症を起こしかけて、ついさっきまで引っ繰り返っていた人間が、尋常でない速さで走ってきたのだから、綱紀が驚いて当然だ。だが勇はそれに応こたえるより、綱紀の行く手に目を瞠みはる。

「桃枝さん、前っ！」

「えっ!?」

　草茫ぼう々ぼうの場所を走っていた綱紀は、ループ状に草が結わえられていた物に気づき、危あやういところでこれを回避した。しかし、ループ状に結わえられた草は、綱紀が避けた方にも執しつ拗ように仕掛けられていて。草に足を引っかけた綱紀は、右京を摑んだまま勢いよく転ぶ。綱紀と右京は罠にかかって、ＨＰマイナス。




「……綱紀くん……♪」

　大きく振り回されて、叩きつけられるように頭から藪やぶにダイビングした右京に、豪快に大の字にうつ伏せたまま、綱紀は懇こん願がんする。

「――――避よけてくれ、頼むから☆」




　軽減の呪符を渡してくれたような術者なので、酷ひどいことになってはいないだろうが……。勇は恐る恐る綱紀たちに近づく。

「――――大丈夫ですか？」

　藪の中にあったのだろう、石の出っ張りで頭をぶつけたらしい右京は、派手に流血しながら親指を立ててみせる。

「ぜっこーちょー♪」

（…………）

　勇の目には、とても絶好調には見えないが、本人がそう申告しているのだから、あえて否定しないように心掛けた。




「格好悪ぃー！」

「あはははは！」

　ちょっと離れた位置で足を止めて振り返ったバンダナ男は、シャツ男と笑いながら、右京の数珠をぶんぶんと頭上で振り回す。




　あれは、大事な右京の法具で。式部北斗に新調してもらったものを、うまく呪力が行き渡るように、さんざん怪我をしながら右京が時間をかけて慣らして、やっとの思いできちんと使いこなせるようにした物なのに……！




「やめろ！」

　綱紀は激げつ昂こうして、石を摑んで投げつけた。本気の怒りで放たれたそれは、しかしひょいと簡単に避けられる。攻撃は失敗した。




「俺たちに」「命令すんな」




　笑いながら、男たちが逃げていく。

「野郎……！」

　悔しさいっぱいで起き上がった綱紀は、まだ呑のん気きに引っ繰り返っている右京を睨にらむ。

「いつまでも寝てんじゃねぇ！」

　怒鳴った綱紀に、右京は藪の中で拾ったものを投げつける。ひゅっといきなり放られた物に驚いた綱紀だが、顔にぶち当てられる前に摑んで止める。

（呪符入れ……？）

　和装小物の長財布のように見えるが、陰陽寮の購買部で売られているグッズのひとつだ。綱紀や右京の物ではない、紺色の呪符入れに刺し繡しゆうされている紋は――――。

「金こん剛ごう院いん!?」

「まだ新しいし、はっくんのじゃないから、鹿ろくちゃんのだね」




　どれだけ憧あこがれても、自分の号ではない刺繡を持つことは、許されない。幸か徳で井い白はく蛾がは、特注品の西にし陣じん金きん糸し織おりの呪符入れを愛用している。刺繡される紋は、絶対だ。その号を持たない者が、ファンコレクションのように集められるものではない。今こ年とし四月から採用された、新人術師の如きさ月らぎ鹿ろく鳴めいしか、金剛院の刺繡入りのこんな真新しい呪符入れを持つ人間はいない。まったくの素しろ人うとである綱紀には呪符の見分けはできないが、呪符入れに几き帳ちよう面めんに整理されてしまわれている呪符が、右京の呪符と違うことだけはわかる。呪符はかなりの枚数があるが、結けつ界かい師しである如月鹿鳴ならば、これぐらいの枚数を常に持ち歩いていてもおかしくはない。




（何で、如月さんの呪符入れが……!?）

　こんな場所に落ちているのか。

「茂木さんも、何か拾ったよね？」

　くすくすと笑う右京に、身に覚えのない勇は否定しようとして。

（あ、れ……？）

　肩にかけているデイパックに気がつく。大学に通学するのに、デイパックを愛用している勇だが、今日きようは持って出なかった。型はよく似ているが、勇の物ではない。いったいいつ所持品が増えたのだろうと考えて、はっとする。

（穴に落ちたとき……！）

　何か落としていないか、薄暗いところで手探りして、デイパックの肩かた紐ひもを摑んで、蓋ふたが開いていないのを触って確認して、肩にかけた。穴から出ることに意識が集中していて、よく確かめなかった。デイパックにストラップでぶら下がっていた携帯電話を、勇は手に取る。

　ばちっ！

「うわ！」

（人ひと魂だま!?）

　静電気のような物に襲われて、勇は携帯電話から手を放す。携帯電話は電子機器なので、漏ろう電でんがあっても不思議ではないが……。何か光って変なものが見えた気がする。

（いやいやいやいやいや☆）

　そういうコワイものが出たとしても、陰陽寮の術者である右京が側そばにいる。その道の専門家がいるのだから、不安になることはない。

　霊感がないはずの綱紀の目にも、勇が触れた携帯電話から、梵ぼん字じのような光が弾はじけるのがはっきり見えた。

（今の……）

「……右京さん」

　ふわり、重さを感じさせない動きで勇に近寄った右京は、折り畳み式の携帯電話を開く。今度は人魂（？）も出ず、ぱかりと開いた。

「――――大おお賀が彦ひこ。陰陽寮の調査部に属する若い術者のだな。あ、ちなみに双ふた子ごの術者で、いっつもニコイチで動いてるらしいよ」

「……何ですか、それは☆」

　綱紀はひくりと顔を引きつらす。調査部の術者なら、きっとこの山を調査中だったのだろう。それなのに、荷物を放置するとは何事か。調査途中で、何かあったのではないかと、丸わかりである。オフのときでも、緊急の呼出しに備えて、書しよ院いんのある陰陽寮の外に滅多に出ることのない如月鹿鳴が、単独でここに来て、大切な呪符入れを落とし物して帰るとも考え難がたい。

（やっぱり、話がうますぎた……！　嵌はめられたぞ……）

　綱紀は陰陽寮にまんまと乗せられたことに臍ほぞを噬かむ。右京なら、何が起こっても対処できるだろうが、規定の報酬は安すぎだ。特典を利用して、借金の帳消しを要求しようという、美み琴ことの肝きもの据わった豪快な吹っ掛けは妥当なところだ。

　調査部の双子と金剛院の……、如月鹿鳴とひょっとすると幸徳井白蛾の二人が、この山で消息を断った、のか？

「持ってけオバケに食べられてたりして[image: ]」

　くすりと笑う右京は、あまりに美麗すぎて存在が妖あやしいモノに近く思えて、勇はぞっと背筋が寒くなる。

「んーな馬鹿なこと――――」

　勇を脅おどかすために、またそんなことをと、辟へき易えきしながら言いかけた綱紀は、口を噤つぐむ。




　持ってけー。

　持ってけー……。




　風に乗って、陰々滅々とした大勢の唸うなり声のようなものが聞こえた。




　信じたくないものを、それでもやはり確認せずにはいられないとき、どうしても人間は行動がゆっくりになる。恐こわ々ごわ、そーっとそちらに顔を向けた綱紀と勇は、おんどろどろと渦巻く黒い霧を引き連れ、飛び跳ねて扉をばっくんばっくんさせながらやってくる冷蔵庫やタンスを筆頭とする、粗大ゴミ集団を目撃した。持ってけオバケ、襲来☆




「うわーっ！」

「右京さんっ！」

「あははー、妖よう怪かい変へん化げ？　たいしたことないない[image: ]　あんなの、ちょちょいと封ば……」

　笑いながら、首に掛けている数珠を取ろうとした右京の手が、すかっと宙を摑む。数珠はさっき、奪われたままだ。

「く、できないや[image: ]」

　えへ[image: ]

　失敗失敗と右京は笑って舌を出す。

「愛想振りまいてる場合じゃねー！」

　綱紀は余裕ぶっこいている右京に、涙声で怒鳴る。なまじ美形であるだけに、一瞬和なごんでしまいそうになるが、そんな状況ではない。食ってかかるような勢いで怒鳴る綱紀を、右京はまぁまぁと手を出して宥なだめる。

「封縛ばっかりが、お手軽に状況を変える方法じゃないってば[image: ]」

　にこっと笑って閃ひらめかせた右京の手に、綱紀の見慣れた御お護まもりがあった。ぎょっとする綱紀の前で、右京は印を結ぶ。




「唵おん　鉢はん娜た摩ま　震しん多た摩ま尼に　人じん縛ば羅ら　虎こ吽うん！　何か出てこーい[image: ]」




　びしり！　綱紀と右京の間、何もないはずの空間に、光を滲にじませる亀き裂れつが走る。にっと笑った右京は、御護りを綱紀に投げ返す。慌てて手を出した綱紀がそれを受け取る目の前で、内からの圧力に耐えられなくなったように、何かが吐き出された。




「いて☆」




　ころり、転がり出たのは、五歳児ほどの大きさの子どもである。小さいくせに、一人前に牛うし若わか丸まるのような昔の装しよう束ぞくを身に纏まとっていた。

　出てきたのは、それ一人だけ。




　仲間が一人増えた。




「――――右京さん」

「ん？」

「何ですか？　コレ」

「さあ？」

　右京はにこにこと微笑ほほえみながら、首を傾かしげる。自分の容姿を熟知している右京が、どのように見えるのか計算してとっているそのポーズは、とても愛あい嬌きようがあって可か愛わいらしいと言えるのだが。




　持ってけー……！

　持ってけー……！




　状況は予断を許さない。

「どーすんだよ、ここにこんなモン出して！」

「いやいや綱紀くん、そんな、まるでウ○コみたいな言い方しなくっても[image: ]」

「誰がウ○コじゃ！　無礼者！」

　五歳児みたいなモノ（？）は、幼い声で[image: ]憤慨する。

「ちなみに綱紀くん、コレ、いくらの呪符かな？」

「いらねーモン出すんじゃねーよ！」

　泣きたい気分で、綱紀は呪力の練りこんである粘土と右京の人形、天てん秤びんを取り出す。

「――――二千円の呪符です」

　ちびだけに、やはりしょぼい。どんなモノかは知らないが、まったくたいしたことはない。

「了解[image: ]」

　にっと右京は笑い、綱紀はどっと疲れに襲われる。




　持ってけー……！

　持ってけー……！




『持ってけオバケ』の粗大ゴミ集団は、怒鳴り合っている間にも迫り来る。

「逃げよーか[image: ]」

　言ったが早いか、右京はくるりと身を翻し、我先にと駆けだす。

「ちょっ、待てっ……！」

　怒られるような悪い事をやり慣れているせいか、逃げ足はめっぽう速い右京に置いていかれかけ、綱紀は慌てて追いかける。勇も遅れてはならないと、死に物狂いで右京と綱紀を追う。近くにいたはずの、帽子男とシャツ男の姿は、いつの間にか消えていた。

　なぜだかいっしょについてきたお子様が、先頭に走り出る。

「こっちじゃ！」

　反射的に、言われるままに全員で向きを変えてしまってから、綱紀はお子様に問う。

「お前、何か当てがあんのか!?」

　あの持ってけオバケから逃げきる算段だとか。尋ねられたお子様は走りながら、行く手で生おい茂しげる木の枝からぶら下がっていた蔓つるを握った。

「もちろんじゃ！　わしに任せぃ！」




　三人の足が空くうを踏んだ。

　山腹にぱっくりと口を開けていた、割れ目に落ちる。

　このところあちこちでよく起きている、地震でできたひび割れのようだ。地面の裂け目はまだ新しい。

「「うわー！」」

「あー、綱紀くん、ひょっとしてアレ、信じてた？」

　悲鳴を上げながら落ちていく綱紀に、右京は楽しそうに笑う。アレとは即すなわち、右京が呼び出したお子様のこと。

（鬼かよ！）

　小さかろうと、綱紀の御護りを取り除けたところに現れ出るのは、綱紀の御先祖・渡わた辺なべの綱つなを仇きゆう敵てきとする『鬼』の眷けん属ぞくだ。渡辺綱の子孫である綱紀に、親切であるはずがない。

「って！　何でお前まで落ちてんだっ!?」

　いっしょに落下している子鬼に、綱紀は目を剝むく。

「うぬらの身を案じてやったぞ」

　偉そうに、子鬼は言うが。

（落ちただけだろ！）












　子鬼の手には、ぶっ千ち切ぎれた蔓の切れ端が、しっかり握られたままだった。




　ひゅーんと割れ目に落っこちた（どこまで深いのだろう……）綱紀たちは、不意に明るい場所に出た。まるで、地下に光に満ちた空洞でも存在するような展開だったのだが。

（え……？）

　眼下にあるのは、戸と雁がり山やま。粗大ゴミの不法投棄場所に向かって、上空から落下する。変な三人組に絡まれたりしなければ、もともと行こうとしていた場所なので、手間が省けたと言えば、まったくその通り。持ってけオバケに追われて、逃げたけれど。

「どうなってんだ!?」

「どうなってんだろーねぇ？」

　墜つい落らくしていきながら、右京は笑い、子鬼は余裕たっぷりに頷うなずいた。

「何、心配はいらぬぞよ」

（軽減の呪符……！）

　こんな奇き天て烈れつな事態に対して免めん疫えきのまったくない勇は、墜落の恐怖に耐えられず、呪符のことを頭に思い浮かべた。ぐんと落下速度が鈍にぶり、ふわふわした落下に変わる。勇に次いで、綱紀も軽減の呪符を使ったが、右京だけは石のような速度で落下する。いくら命知らずの右京でも、これはまずい。粗大ゴミの上に落下しては――――。




　ぐらり、ぱかりと、粗大ゴミにあった冷蔵庫が、落下してくる右京に向かって扉を開けた。

「右京さんっ！」




　どん！




　綱紀の悲鳴と同時に、落下した右京が冷蔵庫に呑のみこまれ、扉が閉じた。

「なぁに、心配はいらぬ」

　見かけは幼児でも、さすが人外。積み上がった粗大ゴミの山のブラウン管テレビの上に、子鬼はひらりと降り立つ。




　ぼき、べき、ばり、ぐしゃ！




　右京を呑みこみ、ぐらぐら揺れる冷蔵庫の中から、何やら不ふ穏おんな物音が聞こえた。これは、ひょっとして……。

（（食われてる!?））

　落下しながら、冷蔵庫に呑まれた右京の様さまをばっちり目撃した綱紀と勇は、頰ほおを引きつらせる。落ちてゆく綱紀と勇の真下でも、タンスやスチールロッカーが、ぐらりと傾いて扉を開け、待ち構える。

「食われねーって☆」

　食われるとわかっていてわざわざ飛びこんでいくのは、右京ぐらいだ。軽減の呪符の力で、空中に一度制止した綱紀は、待ち受けていたタンスの端を蹴って、粗大ゴミのない遠くに向かって飛んだ。綱紀を真ま似ねて、勇も人食いスチールロッカーから逃れる。うねって襲いかかる電気コードの襲撃をかわし、子鬼も綱紀の近くに降り立つ。

「惜しい人を亡くしたのぅ」

「ももも、桃枝さん……！」

「あー、あれは食えねーよ」

　綱紀が嫌そうな顔をし、どぎゃん！　と騒々しい破壊の音を響かせて、右京を呑みこんだ冷蔵庫の扉が吹っ飛ぶ。

「ふははははははははは！」

　原型を留とどめていない冷蔵庫から姿を現し、片足を冷蔵庫の残骸に乗り上げて、銀の髪を靡なびかせ高笑いする右京のその姿は、とても正義の味方には見えない。

「――――妖怪以上にヤベー人だから」

　呟つぶやいた綱紀の言葉は、勇の耳に物もの凄すごく実感がこもって聞こえた。




　持ってけー……！

　持ってけー……！




（ここ……、俺の鳴めい弦げんが使えるか!?）

　鳴弦がうまくいけば、持ってけ妖怪に変化してしまったモノたちを、浄化し、鎮しずめられるかもしれない。担いでいたギターケースを開こうとした綱紀は、粗大ゴミの山から電子レンジやビデオデッキが、勇に向かって跳ぶのを見た。

「茂木さん！」

　ただならぬ声にぎょっとした勇は、綱紀のほうに振り向き、自分に落ちかかる影に気づく。

（駄目だ……！）

　勇がそちらに注意を向けるのは、僅わずかに遅くて――――。




「ガア！」

「ガア！」

　ぬっと現れた熊くまの豪快な張り手が、勇に襲いかかった家電製品を、叩き返す。

　よろけて、ぺたんと尻しり餅もちをついた勇は、二頭の熊を見上げる。

「――――ゴロ子、ゴロ美……」

「大丈夫か？　勇兄ちゃん！」

　ゴロ美の背中に乗ったひなたくんが、勇を見下ろして、にかっと笑った。










　　　　符ノ八　終わりの夏







　熊が来てくれて、窮きゆう地ちを脱した勇いさみの姿に、綱つな紀きはほっとする。あとは――――。




「残念」

　ばちばちばちん☆！




　間近で声が聞こえたと思ったら、開けたばかりのケースの中にあった綱紀のギター（のような物）の弦げんが、裁たち鋏ばさみで全部ぶっつり切られた。

「んなっ☆!?」

　接近された気配はまったく感じられなかった。だが彼らの存在感だけは、いつでも嫌というほどある。何かが起こってから反応することになるため、毎回出遅れる。

「へへへー[image: ]」

　勇のシャツを着た男が、鋏を掲かかげてチョキチョキしながら、飛ぶように綱紀の側そばから逃げる。

「こ、の野郎……っ！」

　激怒した綱紀は、急いでギターケースの蓋ふたを閉め、それを担かついでシャツ男を追いかける。木立の中に逃げこんだシャツ男を追いかけた綱紀は、草むらから突き出ている人工物に気づく。あれは――――。

（刀!?）

　思わず近寄った綱紀の足の下で、ぴん☆　と嫌な感触があった。

「うわあ！」

　悲鳴を上げながら、綱紀は縄を編んで作ったらしい目の粗い網あみの罠わなにかかって、網に包みこまれる形で木にぶら下げられる。




「引ーっ掛かった引っ掛かった[image: ]」

　横から伸びてきた帽子男の手が、網越しに綱紀の顔にマジックペンを押しつける。

「やめ……！」

　強いシンナーの匂においのする油性のマジックペンを嫌がって、綱紀はもがく。だが網の中ではうまく動けず、逃げられる範囲も限られている。執しつ拗ようにマジックペンの先は、嫌がる綱紀を追いかける。

　きゅきゅきゅきゅきゅ！




「ばーかばーか」

　ひらひらと戻ってきたシャツ男が、綱紀の髪を引っ張る。




　下へ手たくそなドラ○もん顔に落描きされ、髪をパーマなしのサザ○さん風に三つにゴムで結わえられ、綱紀は網に捕らえられたままぐったりする。足あ掻がいた挙げ句にこんなに好き放題されて、めちゃくちゃ腹が立つのに、身体に力が入らない。

（――――何なんだよ……！）

　ぐっと瞼まぶたの重くなってきた綱紀は、木こ立だちの合間、ぶら下がっている自分と同じ高さに、何かがあることに気づく。ぶら下がっている、ものがある――――？

（え……？）




　ぶら下がっているものは、全部で四つ。綱紀と同じように、網の罠わなにかかった、人間だ。そっくりの顔をした高校生ぐらいの男の子が二人、そして如きさ月らぎ鹿ろく鳴めいと、幸か徳で井い白はく蛾ががいた。




「あと、もうちょっとかー」

「おとなしくしてな」

　帽子男とシャツ男の声と同時に、綱紀のぶら下がっている網が、ぐるぐると回された。

　笑い声とともに、二人の男たちが遠くなっていく。




（な、んで……）

　惰性でぐるぐると回る網の中で、綱紀は言いようのない腹立たしさに襲われる。

　霊感の類たぐいがまったくなく、法ほう具ぐ師しの式しき部ぶ北ほく斗とが破損したギターの代わりに特別に作ってくれた見てくれだけのギターで、鳴めい弦げんができると言われても綱紀にはさっぱり実感がない。絶大な効果を発揮するらしい綱紀の鳴弦は、窮きゆう地ちを何度も救ってきたものの、いつでも成功するわけではない。陰おん陽みよう寮りようで指導を受けても、期待されているような力は一度も発揮されない。あてにならない『術者もどき』の綱紀は、全然使えないよりも質たちが悪い、陰陽寮の関係者一の役立たずだ。わけのわからない三人組に、自分が好き放題されてしまうのは、無力故に仕方ないと諦あきらめることもできる。だが陰陽寮の誇る優秀な術者である幸徳井白蛾ほどの人物が、この態ざまであることが、綱紀は悔くやしくて堪たまらない……！

「――――ち、くしょ……」

　何度か回転と反回転を繰り返してから、どうにか揺れが小さくなった網の中で、くらくらしながらも綱紀は身を捩よじり、網目から腕を出して、真下に突き出ている刀に手を伸ばす。

　硬く冷ややかな刀の柄つかに何度か指を触れさせてから、何とか柄を摑むことに成功した綱紀は、夢中でそれを地面から引き抜く。鞘さやと柄を紐ひもできつく結わえられていた刀は、鞘ごとずっぽりと地面から抜けた。

「白蛾、さん……！」

　綱紀は網に捕らえられ、ぶら下げられている白蛾を見据え、ブランコのように網を揺らす。揺らしてできるだけ近づけて、祈るような気持ちで綱紀は白蛾に取り戻した刀を投げる。

（届いて……！）

　揺れる網の中から、必死で綱紀が投じた刀は、白蛾の捕らえられている網の網目に入りこんで、何とか引っ掛かった。

　揺れる網の中、ぴくりと白蛾が眉まゆを動かしたが、刀を投げた反動で、またぐるぐる回ってしまった綱紀には、その様子は見えない。

（白蛾さん……）

　回る網の中で平へい衡こう感覚が狂い、朦もう朧ろうとしてきた綱紀は、それでも担いでいたギターケースを開き、ギター（のような物）を取り出す。

　弦は、切られてしまったけれども――――。




　音のない曲よ、届け――――！




　びくんと背を震わせ、勇は振り返る。

（今――――）

　何か、音楽のようなものが聞こえた気がした、けれど……。

「なぁ、こっち！」

　ゴロ美の背に乗ったひなたくんが勇を誘う。ゴロ美とゴロ子は、ひなたくんを連れたまま、勇に背を向け走り出す。

「え……？　ちょっ、待って……！」

　何が何だかわからないが、勇はひなたくんたちの後を追う。

　煩うるさいほどセミの鳴いている木立の合間を抜けて、走って走って――――。

（あ、れ……？）

　勇は突然、既き視し感かんに襲われる。

　この景色を、見たことがある。こんな速さで、こんな陽ひ射ざしのなかで。濃い土と緑の匂いに包まれながら――――。




　夏の日。もう遠い、夏の日。

　祖父がまだ元気で。勇が小学生のとき。

　ただ一度、一ひと月つきほど過ごした、山。

　祖父と二人で。カブト虫を追いかけて、毎日、お昼には素そう麺めんとスイカを食べて。




　――――お爺じい！




　勇も祖父をそう呼んでいた。麦わら帽子を被かぶって、真っ黒に日焼けして。Ｔシャツに半ズボンで……、祖父のシャツを腰に結んで。

（あぁ、だからだ）

　ひなたくんにお気に入りのシャツを腰に結ばれても、嫌な気持ちにならなかったのは。山の天気は変わりやすいし、天候次第で急に気温が落ちることもある。そのために祖父は、小学生だった勇には大きい、自分のシャツを貸してくれた。勇は祖父のシャツが大好きだった。




　ぱっと視界が開けた。突然の眩まぶしい色に、勇は驚いて踏み止とどまる。しかし今度目の前にあったのは、川でも地面の亀き裂れつでもなくて。




　広がっていたのは、一面の黄色。

　斜面の一角を鮮やかに埋めつくす、ヒマワリの群生。




　ぷつりと音声を切るように笑い止やめた右京は、右横に向かって勢いよく腕を突き出し、その掌てに何かを摑んだ。そのまま速やかに冷蔵庫の残ざん骸がいを蹴けって飛ぶ。




　コマ落としのように周囲の情景が切り替わり、地に足をつけた右京は鈍にぶい衝撃とともに、バンダナの男の首を摑み、木の幹に強く押しつける格好になっていた。




　睨みつけるバンダナ男と視線を合わせたまま、右京はバンダナ男の右足に踏みつけられていた子鬼を蹴り出す。

「そこでじっくり見てなよ。茂もて木ぎさんのことなんか放ほうっておいてさ」

「あぁ、もちろんじゃ」

　蹴り出され、転がって木に激突して止まった子鬼は、右京の言葉に頷うなずき、しかしぱっと身を翻ひるがえして、どこへともなく姿を消した。




　喉のどが押し潰つぶされるほどの力で首を摑まれながら、バンダナ男は口を歪ゆがめて右京に笑う。

「放せよ。こんなもんでこの俺をどうこうできるなんて、思っちゃねぇだろ」

「嫌だと言ったら？」

　笑う右京を真まっ直すぐ見つめ、ふっとバンダナ男は笑みを消した。

　喉を摑んだまま離さない右京の左腕、その二の腕辺りに、右手を上げたバンダナ男は、指差すように、とんと触れる。

　軽く指が触れた部分から。




　右京の腕が斬きれた。

　何の前触れもなく、何かが動いた気配もないままに。狩かり衣ぎぬの袖そでごと、すっぱりと。




　ぶしゅっ…と勢いよく飛び散った鮮血が、右京の白い顔を汚した。

　バンダナ男の首を摑んだままの左手、そして先を失った二の腕から、生温かい血が噴ふん出しゆつする。息を止めずにいられない、凄すさまじい激痛が右京を襲った。

　気が遠くなりそうな痛みに、右京はよろけかけたものの、何とかその場に踏み止まる。顔を伏せた右京は肩を震わせ――――。




「あーははははははははははは！」




　爆笑した。

　激しく血の噴出する一時を越した左腕は、傷口を下にしてだらりと垂れ下がり、ぼたぼたと右京の足元に血ち溜だまりを作る。痛みを確認するように、流血する左腕を摑み、右京は大声で笑う。

　生身を切り裂かれ、凄まじい激痛に襲われているはずなのに、心底嬉うれしそうに笑う右京に、バンダナ男は溜め息をついた。

「……とことん懲こりねぇ野郎だな」

「あぁ！　素晴らしく痛いよ！」

　血で汚れた凄せい絶ぜつな顔で、いや、だからこそ妖よう艶えんに右京は笑う。

「痛いのは、てめーの頭ン中だ」

　呆あきれ果てたバンダナ男の喉は、残った右京の左手に摑まれたままだ。

「いい加減、放せっての」

「い・や・だ[image: ]」




　右京が拒絶するや否や、今度は触れられることもなく、左足が大だい腿たい部ぶの中ほどから斬れた。

　指さし貫ぬきに包まれた左足が、血を零こぼしながらごろりと転がる。




「次は首かな？」

　片腕と片足を失ってなお、右京は笑う。紛れもなく人間であるはずなのに、美麗すぎる相そう貌ぼうのせいで、物ものの怪けと言われたほうがしっくりくる。

「やるかよ、ばーか！」

　これ以上右京を喜ばせるつもりはない。攻撃は逆効果だ。

　苦虫を嚙かみ潰したような顔で舌打ちするバンダナ男に、大量出血でショック死しても不思議はない状態で、くすくすと右京は笑う。

「それは、残念」

　右京は右手の人差し指と中指で挟み、綱紀の御お護まもりを掏すり取ったときに一緒にくすねておいた呪符を懐から取り出す。















「急きゆう急きゆう如によ律りつ令りよう」




　呪じゆ文もんを唱え、呪符が光り輝いて燃え尽きた後、斬れたはずの腕と足は元通りに繋つながっていた。身体と一緒に斬られた着物も、跡形なく元通りだ。




『何もなかった』ことになった。




「うまいもんだな」

「コレで食べてますから[image: ]」

　驚きもなく、冷ややかに誉ほめられて、にこりと右京は笑う。

「いい根性してるじゃねーの」

　やられた場所を元に戻すなんて。殺気に満ちたバンダナ男の視線に、右京が怯ひるむことはない。

「治したら、また何かしてくれるんじゃないのかな？」

　完全治ち癒ゆの封ふう縛ばくの術も、無む尽じん蔵ぞうというわけではない。術は施術者の体力と精神力を削けずり取る。何度もこんな大技を成功させられるわけではない。

「あんなに大口開けて笑えるほど、腕や足がなくなるのは楽しかったか？」

「もちろん。あんな真ま似ね、誰だれでもやってくれるわけじゃないからね」

　思い出し、くすくすと右京は笑う。

「期待はあんまりしてなかったんだけど、本当、この山に来た甲か斐いがあったよ[image: ]」




　封縛の術は、ものを構築しようという力の成せる技。

　脳内処理された記憶が頼りだ。

　強い痛みも憎しみも、我が身をもって知れば知るほど、使える力は具体性を帯び、攻撃力は増す。だから右京は痛みを甘受する。自分の力に変換するために。




「――――何者だ、お前？」

　問われて右京は静かに微笑ほほえむ。乙女おとめのような美び貌ぼうに浮かべられたのは、妖あやしいモノたちさえ魅了する、綺き麗れいな微笑み。

「食べてみればわかるかもしれないね」

　さっき襲いかかってきた、あの冷蔵庫のように。

「ばーか。信じてねーだろ？　お前は」

「信じてるよ？」

　愛あい想そよく応こたえる右京に、バンダナ男は嫌な顔になる。

「ぬかせ、罰ばち当あたりが」

「よく言われるなー」

「祝福してやる」

　にいと笑ったバンダナ男の言葉に、今度は右京が嫌な顔になった。

「……そういうのは、他ほかの、頼み事をする人にやってあげたほうがいいと思うな。依え怙こ贔ひい屓きはよくないよ」

「この世の平等なんてこれっぽっちも思っちゃねーくせに、よく口が曲がんねーな？」

「だいたい、今のここ、この山のコレ自体、不公平だし？」

「いーんだよ」

　バンダナ男は、けたけたと笑った。




「――――うわ……！」

　一面のヒマワリに目を瞠みはる勇に、ゴロ美の背から下りてひなたくんは笑う。

「な、すげーだろ？　いっぱい咲いたんだ」

　誇らしげなひなたくんに手を引っ張っていかれながら、勇は頷く。

「うん、すごい。……こういうの、見たかった……」

　勇の背丈に達するほどの花。見渡すかぎり、数えきれないぐらい、たくさん。

「すごい！　ホントにすごい……！」

「だろ？　だろ？」

　うわぁと目を輝かせながら、勇はひなたくんといっしょにヒマワリの群生に入りこむ。ゴロ子とゴロ美も、楽しそうにヒマワリの花の間で戯たわむれる。

（これ、こんなの……！）

　ずっと昔、何かの写真で見て、物もの凄すごく憧あこがれた。あのたくさんのヒマワリに囲まれてみたくて。鮮やかな色に溺おぼれてみたくて。

「すごい、すごい、すごい……！」

　何とも言えず、嬉しくて楽しくて、くすくす笑いが止まらない。勇は両手を広げてくるくると回りながら、自分の周りに雄お々おしく咲き誇るヒマワリを見つめる。一面に広がる夏の象徴。抜けるような青空に映える、力強い花。眩しい太陽を一いち途ずに見つめて。

　勇の手を放して、熊たちとはしゃぎながら、踊るようにヒマワリの間を走っていくひなたくんの姿が、ヒマワリに隠されて見えなくなる。

「どんどん増えながら、毎年さ、咲いてたんだよ。な、お爺！」

「――――あぁ。咲いておったよ」

　ヒマワリの花の奥、どこかから聞こえる穏やかな斉さい藤とうさんの声。

「すごい！　すごいよ、斉藤さん！」

　勇は興奮しながら、ヒマワリの奥にひなたくんと斉藤さんの姿を探す。だがヒマワリの花が多すぎて、声はすぐ近くに聞こえるのに、二人の姿は見えない。

「イサミは、この山を大事にするつもりじゃぞ！　ずっとずっとな！」

　近くで聞こえた幼い声に、勇はどきりとして振り向く。いつの間に来たのか、そこにはあの子鬼の姿があった。

　子鬼の言葉は全部噓うそだ。噓だけれど――――。それはできれば勇が言いたかったことで。

　力強く咲き誇る満開のヒマワリに囲まれ、つやつやぷくぷくの頰ほおを光らせて、子鬼は晴はれ々ばれと言い切った。

「この黄色い花畑のことも、よーく覚えておったぞよ！」

（あ……）

　子鬼の言葉に、勇は瞠どう目もくする。

（俺……）




　――――お爺！　オレさ、こーんなおっきなヒマワリ畑が見たい！




　祖父と一緒に、日当たりのいい山の斜面に、一粒の種を、植えた――――。




　ここは、勇のヒマワリ畑だ。黄色い花がいっぱいに咲く日のことを夢見て。勇が欲しがって、勇が植えた。

（だから、爺ちゃんは……）

　この山を勇に遺のこした。




「間に合って、よかったよ」

　穏やかに微笑んだ『斉藤さん』の声。




　♪ピリリリリリリリリ！




「南なう莫まく三さん曼まん多だ　縛ば曰さ羅ら赧だん　憾かん！　正しき形を隠す帳とばりは　この一ひと太た刀ちにて切り裂けん！」

　幸徳井白蛾の振り下ろした刀が、虚きよ構こうに満ちた空間を微み塵じんに破壊する。




　耳を打つきっぱりとした声に、はっと意識を取り戻した綱紀は、枝が折れる音とともに、網ごと地面に落下した。落下の衝撃で開いた網から、綱紀はギター（のような物）を抱えて転がり落ちる。

「いてて……☆」




　♪ピリリリリリリリリ！




　重みに耐えられなくなった枝が折れることで、同じく罠の網から開放されたらしい如月鹿鳴と大おお賀が彦ひこ麿まろが、周りを見回す。




　そこにあったのは、真っ黒な雨雲の下、見すぼらしく荒れ果て、あちこちに地割れのある寂さびれた山で。




「……白蛾様……」

　夢から覚めたような顔で、ゆっくり瞬まばたきしている如月鹿鳴を一いち瞥べつし、刀を鞘さやに収めた幸徳井白蛾は大賀彦麿に向き直る。

「報告せよ！」

　厳しい声で命じられ、お互いの身の無事を確かめあって寄り添い立っていた大賀彦麿は、緊張する。

「「は、はいっ……！」」




　夕方のような暗がりで、呆ぼう然ぜんと座りこんでいた綱紀は、手に持ったままのギターに気づき、それをケースにしまおうとして、目を瞬しばたたく。

（弦、が……）

　切られたはずの弦が、何事もなかったような形で張られている。




　♪ピリリリリリリリリ！




　さっきから断続的に喧やかましく鳴り響いている電子音が自分の携帯電話だと気づいた綱紀は、ようやく夢見心地を脱した。しつこく鳴り続けている携帯電話を、急いで懐ふところから取り出す。

「はい――――」

『ちょっと綱紀くん！　どこにいるの!?　早く帰って来なさいって言ったでしょう!?』

　電話が繋つながったと同時の、美み琴ことの大声に、綱紀は思わず耳から携帯電話を遠ざける。

　携帯電話の時刻表示は、六時過ぎになっていた。

（あ、れ？）

　こんなに時間が経過した感覚は、綱紀にはなかった。網の中でちょっと朦朧としていたが、せいぜい三時ごろかと思っていた。

『そっちはまだ雨、大丈夫!?　風が強くて、電車止まりそうよ！』

　握っている携帯電話から美琴の声がするのと同時に、強風が吹き抜け、綱紀は思わずぎゅっと目を瞑つぶる。




　今にも泣きだしそうな曇どん天てんの下、激しい風に乱暴に揺すられるヒマワリの花から、黄色い花びらが千ち切ぎれ飛ぶ。勇の胸にブローチのように止まっていたカブト虫も、風に攫さらわれて、あっと言う間にどこかに消えた。

「え……？」

　強風で靡なびき、次々と薙なぎ倒されていくヒマワリの群れの中、勇は舞い上げられる砂すな埃ぼこりから目を庇かばいながら周りを見回す。真っ暗な空から、ぽつ、ぽつと大粒の雨が降り始めた。

「ひなたくん？　斉藤さん？」

　ゴロ子、ゴロ美――――。

　近くにいたはずの……。




　♪ピリリリリリリリリ！




　さっきから喧やかましいな、何だろうと考えた勇は、それが自分の携帯電話の着信音であることに気づく。吹きつける風に転ばされないように足を踏ん張って、勇はポケットから携帯電話を取り出す。携帯電話を閉じた二つ折りのままの状態から見える表示で、家にいるだろう母親からの電話だとわかった。




「茂木さん！」

　降りだした雨の中、白い鳥に導かれて走ってきた綱紀が、勇を見つけて大声で呼びかける。

「早く山を下りましょう！　台風が来てます！」




　Game Over――――。




　楽しい遊びの時間や、夢の終わりを告げるのは、いつも――――。

　母親の呼び声や、目覚ましのベルの音。




　数じゆ珠ずのラリエットをいつものように首にかけた右京は、地面から蛇のように突き出た木の根に隠れて逃げようとしていた子鬼の頭を、上からむんずと摑んで持ち上げる。

「はい、御苦労様[image: ]」

「な、何じゃ、貴様っ！　貴様なんて、ぜんっぜん怖くないぞよ！」

　頭を摑まれ、目の高さまで持ち上げられながら、手足をばたばたさせて暴れる子鬼に、右京は冷たく微笑む。

「それは、どうも」

　懐から摑み出した呪符の束を無造作に投げ、右京は首から外はずした数珠を打ち振る。呪符と数珠は右京の呪じゆ力りよくを得て金色に輝きながら浮かび上がり、子鬼を捕らえた右京を取り囲んで回る。

　使う呪符は、二千円のもの。くるりと巡めぐってきたその呪符を人差し指と中指で挟んで抜き取り、右京は呪符を子鬼の顔前の空間に貼はりつける。




「封縛」




　ぐしゃり。




　右京の手に頭部を握り潰された子鬼は、赤の光になって飛び散り、螺ら旋せんを描いた数珠によって纏まとめられ、集結して小さな赤い珠になる。




「――――ひねくれ者で噓つきの能力は、いまさら付加するまでもないんだけどね」

　嫌われ者の自覚は充分にある。この鬼『天あまの邪じや鬼く』を呼び出したのは、考えを素直に吐と露ろしてはならない勇のため。ちょっとだけ、サービス。

　右京は苦笑しながら、掌てのひらに受け止めた赤い珠を握り潰す。

　じゅ……。髪の焦げるような嫌な匂いを発し、破裂してぐちゅりと中身をぶちまけた赤い珠は、そのまま右京の白い掌に吸収された。




　右京が欲しかったのは、もうひとつの存在の持つ力だったけれど、それは切ない目的のためだけに向けられていて右京には見向きもしてくれなかったり、右京ではまったく相手にならなかったりで、手に入らなかった。痛い思いをさせてもらえて、経験値を稼げただけでも、よしとすべきか。




　勇の祖父が入院する前から、高齢のために少しずつ手を入れられることがなくなった山は、入院となってからはまったく手を入れられていなかった。下した枝えだを払われなくなった木々は、地面に日の光を送ることもなくなり、下草は枯れ朽ちた。草に覆われることのなくなった土は、冬の寒さと夏の乾燥に容よう赦しやなく晒さらされた。風雨によって土砂は削られ、木の根はいつしか地面から露出し、奔ほん放ぽうに光を求めた木々は捩ねじれて傾き、倒れていった。植物が育たなくなった山からは、動物たちもだんだんと姿を消した。見すぼらしく寂れた山、それが今の戸と雁がり山やまなのだ。そしてそのことに加えて、このところ頻発している地震によって、山のあちこちに亀裂が入っている。亀裂の入った土地を繋ぎ止めるだけの力は、長く放置されて荒廃してしまった山には、残っていない――――。

　土地の専門家である大賀彦麿に見えた戸雁山の現状は、かなり過酷だ。お世辞にもいいとは言えない。




「どのぐらい持ちそうですか!?」

「わかりません」

「できるだけ急がないと駄目です」

　結けつ界かい師し・如月鹿鳴の言葉に、近くに落ちていた自分たちの帽子とバンダナを拾って身につけた大賀彦麿は、唇を嚙む。接近する台風のために、風雨はどんどん激しくなる。この山はきっと、激しい風雨には耐えられない――――。

　拾われた呪符入れは、鹿鳴の手に無事に戻っている。

「白蛾様、この山に結界を――――」

「詮せんないことだ」

　何か手はないかと思案する鹿鳴の言葉を、白蛾はあっさり切り捨てる。

「――――茂木さんを見つけました！」

　大賀彦麿に鳥型の式しき神がみを飛ばしてもらって、人探しと道案内を助けてもらった桃枝綱紀が、茂木勇を連れて戻ってきた。足場に注意して駆けてくる桃もも枝えだ綱紀に、幸徳井白蛾は言った。

「山を下りる！　遅れるな！」

「桃枝さん！　僕の近くに！」

　勇のシャツを拾った如月鹿鳴に言われ、綱紀は勇を連れて駆け寄る。鹿鳴にシャツを返してもらった勇は、双子である大賀彦麿を見て、自分が拾って持っていたお揃そろいのデイパックを返す。先陣を切る幸徳井白蛾に続いた結界師の如月鹿鳴は、暗さと雨で見通しと足場の悪くなっている山道を、結界で綱紀と勇を保護しながら急ぎ足で下山する。

（あ……、右京さん……！）

　下山する一行の中に右京の姿が見えないと気づいた綱紀に、振り返りもせずに白蛾は言う。

「案ずるな！　あれを誰だと思っている!?」

　絶対を告げるような白蛾の強い調子に、綱紀は頰を緩める。

（そうだ……）

　あの鬼喰くらいの術師『武む庫こ川がわ右京』に、恐れるものは何もない――――。




　台風による豪雨の中、土砂崩れを起こして崩壊してゆく山を、一番高い木の上に腰掛け、右京は静かに見つめる。呪力による、見えない不可思議な膜のようなもので身を包んでいる右京には、一粒の雨も当たらず、長い銀の髪が靡くこともない。

「……ふうん。うまい具合になってるんだ」

　不法投棄された粗大ゴミのある場所は、コードやフレームが複雑に絡みついたそれらを、そのまま一ひと塊かたまりにして登山口の方向に運び出すように地滑りを起こしていく。




（終わりだ）

（終わりだな）

（楽しかったな）




　聞こえた三つの声に、右京は苦笑する。

「気まぐれで悪戯いたずら好きで、困っちゃうな」

　これだから、神様というのは、質たちが悪い。生いけ贄にえになってやろうと誘いかければ、断られる。乱暴して怒らせれば、祟たたってくれるかと思ったのに、逆に祝福してくれるとか言うし。まったく迷惑だ。




（ありがとう）

（ありがとう）




　ヒマワリの花に囲まれて、人ひと形がたを静かに解といて光に変えていきながら、二頭の熊といっしょに『斉藤さん』と『ひなたくん』が、右京を見上げて微笑んだ。




　朽ちていく山が最後の力で見せてくれた、夏の日の幻。




　やれやれと笑って、右京は首に掛けていた数珠を外した。




「――――封縛！」










　　　　符ノ九　そして、季節は巡る







　大量の雨を降らせた台風により、土地の弱っていた戸と雁がり山やまは、あちこちで大規模な土ど砂しや崩れを起こした。台風一過、山はすっかり様さま変わりしてしまい、別のもののようだ。特徴的だった山頂の形も崩れてしまい、名前だけが残ったようなこの戸雁山には、もう茂もて木ぎ勇いさみが祖父を偲しのぶものはない。

　戸雁山に不法投棄されていた大量の粗大ゴミは、土砂崩れと一緒に県道に雪な崩だれ落ち、通行止めになってしまった県道を復旧する際に、県のゴミ回収車が運び出した。地主のいる場所にあるゴミは、不法投棄物でも県に片づける義務はないが、それが県道にあれば話は別だ。持ち主不明の物が、自然に県道に来てしまったのだから、処分の責任は県に移った。物がなくなってしまったので、茂木勇は粗大ゴミの撤去を行う必要がなくなり、陰おん陽みよう寮りように依頼する御お祓はらいも必要がなくなってしまった。

　結果的に何もする必要がなくなったわけだが、陰陽寮に仕事を依頼した茂木勇は、調査にかかった費用と、軽けい減げんの呪じゆ符ふの利用代金のみを請求された。

「勇、お友だちが遊びにきたわよ」

　部屋の扉をいきなり開かれ、勇はびっくりして振り返る。

「何だよ!?　ノックしろっていつも言ってるだろ！」

「何度ノックしても、聞こえないのは誰だれよ？」

　嫌な顔をする母親に、引っ張りだした荷物でバリケードを築くようにして、本棚や押入れの奥にしまっていた物を引っかき回していた勇はむくれる。

（誰だよ!?　忙しいんだぞ、俺おれは……！）

　誰かが遊びにくるなんて、そんな話は聞いていない。アルバイトも探さなければいけないし、ゲームをやっている時間もないのに。戸雁山に行って、ちょっと山の中を歩いただけで、疲れて三日間も寝こんでしまった勇は、体力作りも今後の課題である。ＵＶケアに気を遣う女性なら、対策もしっかりしていたのだろうが、ふだん屋内にばかりいた勇は、紫外線防止の意識が低かった。紫外線に対してまったく無防備だったために、半日で日焼けしてしまった肌は、真っ赤になって熱を持って腫はれたようになり、服が擦すれるのでさえ痛くて苦しかった。




　不機嫌な息子を無視し、母親は廊下で待たせている者に振り返る。

「散らかしててごめんなさいね」

「いえ」

　突然お邪じや魔ましましてと母親に会え釈しやくした来客の、若い男の声に、はっと勇は振り返る。




「こんにちは」

　絶ぜつ佳か庵あんの術師・武む庫こ川がわ右う京きようのアシスタント、桃もも枝えだ綱つな紀きは勇に会釈する。

「すみません、突然押しかけまして」

「あ、いえ！　どうぞ！　っと、すみません、本当に散らかってて……！」




　まさしく足の踏み場もないという形容がぴったりの部屋だ。勇は慌てて無造作に置いていた箱を積み上げ、そこらじゅうに雑に置いてある本やゲームソフトを重ねて、場所を空あけ、綱紀の入れるスペースを作る。母親は勇に、ペットボトルのジュースとグラスを二つ渡して、一階に下りていった。




「ど、どうかしたんですか？」

　綱紀がわざわざ家に来るなんて。グラスに注ついだジュースを出しながら緊張する勇に、綱紀は微笑ほほえむ。

「右京さんに頼まれて、ちょっとお使いです。茂木さんにお渡しする物を預かってきました」

　似たような年とし頃ごろの綱紀は、母親には勇の友だちのように見えただろう。美麗な女顔に銀髪で青い目という目立つ特徴を持つ右京が来るよりは、赤い頭でも綱紀のほうがまだましだ。

「ボクに？」

「必要ないかもしれないかもって、右京さんは言ってましたけど」

　勇と向かい合った綱紀は、勇に白い懐かい紙しに包んだ小さな物を渡す。

「……何ですか？」

　御札や御お護まもりのような大きさではない。包みはもっと小さい。

「形にしてしまうと野や暮ぼかもしれませんけど、右京さんが封ふう縛ばくした『思い出』だそうです」

「『思い出』ですか」

　抽象的に聞こえる綱紀の言葉に首を傾かしげながら、勇は手に取った懐紙の包みを広げる。軽くて、何も入ってないかのように見えた包みにあったのは、小さな――――。

（あ……）




　ヒマワリの種。




　一面に咲いた、あのヒマワリの群生を成した、最初の一粒と、同じ。




　そっと人差し指と親指で摘つまんだヒマワリの種は、どことなくほんわりと温かく、触れた場所から優しいものが流れこんでくる感じがした。




　――――勇。




　昔聞いた祖父の声が、耳の奥に蘇よみがえる。子どもだった頃のあの夏の日の眩まぶしさが、閉じた目の瞼まぶたの裏で弾はじける。カブト虫、蝉せみ時雨しぐれ、夕立、素そう麺めん、スイカ、探検隊の歌――――。




　ぐっと胸の詰まった勇は、泣きだしそうになって、ゆっくりと俯うつむく。

（爺ちゃん……）

　ずっとずっと、勇を待っていてくれた花。思い出の詰まったあの山の、あの花畑は、崩れ落ちてしまって、もうない。




「――――いらなかったら、捨ててくださって構いませんって、右京さんは言ってました」

　頼まれてやった封縛ではないので、代金を徴収しようというものでもない。

　綱紀の言葉に、勇は緩く首を振る。

「いえ……。ありがとうございます。大切にします……！」

　もうあの花は、思い出の中にしかないけれど。

　思い出だからこそ、色いろ褪あせることも、失われることもない。いつまでも、鮮やかな極彩色のままで、脳裏に蘇る。




「……ちゃんとした種ですから、植えれば花が咲きますし、食べても害はないそうですよ？」

　ハムスターの餌えさでもあることだし。

　言った綱紀に、勇は顔を上げて笑った。

「もったいなくて、食べられませんよ」

　身体の内に取りこんで、ひとつになれるけれど……。せっかく形を得た『思い出』なのだから、このまま食べてしまうのはあまりにもったいない。




　いつか。

　植えたい。

　あの黄色を、もう一度見たい。















「すみません、連絡もせずに、お取りこみ中にお邪魔しちゃって」

「あ、いえ、この前のことで、ちょっと思い出したことがあったんで、昔のノートとか引っ張り出してたんです」

　勇は照れ笑いしながら、広げて横に置いていたアルバムを、綱紀に見せる。




　あの戸雁山で撮られたのだろう、夏休みの写真。日に焼けて真っ黒の少年が笑っている。

「え？　ひなたくん!?」

「俺でした」

　くすくすと勇は笑う。

　麦わら帽子にＴシャツと半ズボン。短く髪を刈り上げている少年は、今の勇の感じとはずいぶん違うけれど、十二年前の勇が『ひなたくん』だった。

「こっちの家にいるときの俺って、昔もやっぱ、日焼けしてなくて真っ白で。山に行ったら、焼けて真っ黒になって、日向ひなたの子になったなぁって、爺ちゃんが言ったんですよ」

「あぁ、それで……」

　ひなたくんなのかと、綱紀は納得する。




　ワイドショーのインタビューにまで応こたえていたが、炭焼きの斉さい藤とうさんも、ひなたくん同様、実在しなかった。近隣住民にあった記憶や、インタビューで残っているはずのＶＴＲは、陰陽寮の術師を凌しのぐ不可思議な力で上手に削除され、辻つじ褄つまを合わされている。二人のことを覚えているのは、あの日、あの場所にいた者たちだけだ。




「――――ずいぶん、存在感のある幻でしたよね」

　苦笑する勇に、綱紀は微笑む。

「幻という言い方には、語ご弊へいがあるそうですよ。あの二人は、戸雁山の神様が人の形を模したものだったらしいですから」

「山の、神様……？」

「俺も信じられないんですけどね、そういうことらしいです。だから、いろいろと妙なことがあったんですよ」




　荒廃していない綺き麗れいな姿で見せてくれた山だとか、台風が近づいていたのに真っ青で穏やかな夏空だったとか、霊感のない綱紀や勇にもはっきり見えた天あまの邪じや鬼くだとか。あの二頭の月つきの輪わ熊ぐまだとか。




「――――あの熊たちに、昔会ったことがありました」

　勇は綱紀に、押入れの奥から探し出した、小学校のときの夏休みの絵日記を見せた。







　８月20日

　まい子ごの子ぐまを、おじいがほごした。親とはぐれたみたいだ。けがをしてた。はやくよくなるといい。




　クレヨンで伸び伸びと描かれた文字の上には、ひなたくんとお爺、そして二頭の月の輪熊の子どもの絵。




「あ」

　絵を見て、綱紀はくすくすと笑う。勇も笑った。

「後から、二頭とも雌めすだって、お爺が教えてくれたんですよ。で、描き足したんです」

　おリボンとお花の飾りを。だからあの熊は、ちょっと幼稚なアクセサリーをつけていた。

「ゴロ子とゴロ美って名前も、茂木さんがつけたんですか？　変わった名前ですね」

　言った綱紀に、勇はきょとんとする。

「え？　だって、雄おすの熊なら、クマゴローでしょう？」

　雄の熊＝クマゴロー。雌だから、女の子らしい名前にバージョンチェンジした。茂木勇理論の、名前の法則があったようである。……ネーミングセンスはないけれど。

「……でも結局、こいつら駄目だったらしくて。今まで忘れてたんですけど」

　勇は視線を落とし、絵日記を見つめる。

「山から帰ってから、爺ちゃんに電話でそう聞いて、俺、すげえショックで落ちこんで……」

　来年の夏休みにも、絶対遊びに来るから！　そう約束したのに、足が遠のいてしまった。悲しい現実を受け入れたくなくて、楽しい記憶も全部まとめて、蓋ふたをしてしまったらしい。まだ幼い優しい心が、過酷な喪失に脅おびえ、勇を祖父の山から遠ざけてしまった。なぜ山に行かなくなったのか、山を避けるようになったのか、事情がわかってようやく勇は得心がいった。

　大きくなったゴロ子とゴロ美が、自分に会いに出てきてくれて、勇は嬉うれしくてくすぐったいような気持ちになる。あの二頭には、何度も助けられた。最後に見た二頭の姿、ヒマワリ畑で喜んで遊んでいた二頭は、とても楽しそうで勇も幸せな気分になった。




「炭焼きの斉藤さんと、茂木さんのお祖じ父いさんは似てないですね」

　アルバムの写真の勇の祖父と、斉藤さんはまったく別の人物だ。

「爺ちゃんが生きてるときから、いるって、聞いてたんですけどね……」

　祖父は、山には炭焼きの斉藤さんがいるから、独り暮らしでも寂しくはないのだと勇に言っていた。勇の祖父は、戸雁山の神様に会ったことがあったのだろうか。祖父が亡くなった今となっては、よくわからない。




「それと、土地読みの術師の大おお賀が彦ひこ麿まろさんと、結けつ界かい師しの如きさ月らぎ鹿ろく鳴めいさんから伝言です。今の戸雁山には、土地神様がいません。悪いモノが入りこまないように、結界を張ってありますので、土を動かすとか、地じ鎮ちん祭さいの必要があるときには、陰陽寮に御相談ください」




　きちんと祀まつられなくなると、神もその力を失う。忘れられたとき、神も消えるのだ。戸雁山の神は、力尽きて消えてしまう前に、勇に祖父の山の残した花を見せたかった。




「俺……、天国って、本当にあるのかは知りませんけど、先に逝いった婆ちゃんが爺ちゃんと会えてたらいいなって、思います」

「そうですね」

　綱紀は勇と一緒に古いアルバムの中の若い祖父母、茂木常つね尋ひろ・彩さい子こ夫妻を見つめて微笑む。

「爺ちゃんは照れ屋で頑がん固こだったけど、婆ちゃんのこと大好きでしたから。二人っきりのときは、彩子さんって、ずっと名前で呼んでたんですよ」

　らぶらぶだったのだろうことは、仲なか睦むつまじい二人の写真からもわかる。




「――――桃枝さん、持ってけオバケと、あの三人組って、何だったんでしょう？」

　悪い妖怪だったのだろうかと、不安そうな顔をする勇に、綱紀は笑う。

「祟たたりと、遊ゆ行ぎよう神しんとかいう神様らしいです」

「神様……？」




　神様は機嫌を損ねると祟る。持ってけオバケは妖怪ではなく、祟り。それはわかる気がするが、流は行やり物を身につけた、いかにも現代っ子のワルといった格好をしていたあの三人が、神様とは。




　目を丸くする勇に、綱紀は苦笑する。

「はい。神様にもいろいろあるらしくて。あちこち遊び歩いている悪戯いたずら好きの神様が、たまたま、戸雁山の神様に便びん乗じようした、みたいな」




　神様は、まつろわぬものだ。神様が相手なのだから、陰陽寮の金こん剛ごう院いんの術者であろうとも、歯が立たないのは当然である。大賀彦麿と金剛院は、神隠しを体験した。陰陽寮の術者がどんなに探っても痕跡等は見つけられないが、神隠しの噂うわさのあった戸雁山は、昔からそんなふうにふらりと訪れる神様が、ときどき悪戯をしていたのかもしれない。




「あの鬼……、『天の邪鬼』ですよね」

　正反対のことを言った子鬼に、勇は救われた。噓うそでも、勇がひなたくんと斉藤さんに言えなかった大切なことを、はっきり言ってくれた。

「呼び出してくれて、本当にありがとうございましたって、武庫川さんにお伝えください」

　勇に頭を下げられて、綱紀は慌てる。

「礼なんて、そんな……！　右京さんは、えー、と、鬼を呼び出して、騒ぎを大きくするのが趣味みたいな人ですから……！」




　そのために、綱紀の御護りを取り上げて――――。




（あ、れ……）

　綱紀は、思い当たったことに思わず息を呑のむ。

（俺、は……、右京さんにとって、鬼を呼び出すためだけの存在、なのか）

　絶佳庵の一員として、いろいろと便利にこき使われているとは、思うけれど。絶大な浄化の力を発揮する鳴めい弦げんは、不発ばかりであてにならないと扱こき下ろされるけれど……。




　使えない役立たずと罵ののしられるより、胸の中がどろどろするのは、どうしてだろう――――。

　何が見えても、感じても、右京は何も話してくれない。何も告げず、右京は一人で、ふらりと姿を消してしまいそうに思え、綱紀は言いようのない不安に襲われる。




「消えないねぇ」

　くすくすと笑う右京に、如月鹿鳴は情けない顔になり、幸か徳で井い白はく蛾がは憤慨する。

「喧やかましい！」




　陰おん陽みよう頭のかみ・久遠くおん景かげ光みつ直じき々じきの呼出しで陰陽寮に呼ばれた右京は、金剛院と大賀彦麿用の呪符を新しく書き足す作業を行っていた。

　戸雁山で遊行神に拉ら致ち（＝神隠し）された金剛院と大賀彦麿は、顔に落描きされ、髪を変な格好に結んだり編んだりとセットされていた。盗とられた物や壊されたものは、何事もなく戻ったが、この悪戯いたずらは別物だ。油性マジックでされたかと思えた落描きは、どんな石せつ鹼けんを使っても消えず、髪も解ほどけない。山の神が見せていた幻の消失とともに、霊力のない者には遊行神がやった落描きも見えなくなったのだが、霊力のある者の目には、くっきりと落描きが見える。神隠しにあったのは、茂木勇の家を訪問した桃枝綱紀も同じだが、綱紀は右京が書いた『顔に落描きがない・髪は結ばれていない』呪符を携帯しているため、『そういう悪戯にあっていない』ことになっている。呪符でなく、封縛の術を使えば『悪戯されなかった』ことになるのかもしれないが、神様の所業を勝手に無にするのは憚はばかられた。




　御お常つね御ご殿てんで右京を待ち受けた陰陽頭は、溜ため息いきをつく。

「だいたい、なぜ貴様だけが……！」

　まったく無傷というか、悪戯されなかったのか、まったく解げせない。

「神様ってねぇ、依え怙こ贔ひい屓きするらしいですよ～」

　ぼやく陰陽頭に、右京はくすくすと笑う。陰陽頭は、ますます渋い顔になる。

「貴様のような罰ばち当あたりを、依怙贔屓するとは、ほんに物好きな」

「我がままで困っちゃいますねー」

「貴様が言うか！」

　陰陽頭の投げた扇せん子すが、右京の頭にヒットした。

「「陰陽頭様！　興奮なさらないで……！」」

　大賀彦麿はステレオで言いながら、陰陽頭を宥なだめる。二人で一つになるように描かれた顔の落描きとセットされた頭が、どうにも間抜けだ。




　具現化した神様とまみえる機会など、滅多にあるものではないが、しかし☆

　これは恥ずかしすぎる――――！




　手鏡を見つめ、涙ぐんで如月鹿鳴はうなだれる。

「……いつになったら、消えるんでしょう……」

「さあ？」

　呪符を半分書き上げた右京は、手を止めてにっこりと微笑む。

　それこそまさしく、神のみぞ知る、というところである。




「特典は断固要求します！」

　蘆あし屋や美み琴ことは一歩も退ひかぬという様子で、請求書を日くさ下か部べ守もり彌やに突きつける。

「高すぎる！　もうちょっとまけぃ！」

「お断りします！」

「暴利であるぞ！」

「騙だまして仕事を請け負わせたのは、どこのどなたでしたかしら？」

「ぬぬぬぬぬぬ……！」

　陰陽寮の事務室で、蘆屋美琴と日下部守彌は睨にらみ合う。




　ふだんなら電話や書面で片づく報酬の査定だが、今回はちょっと勝手が違う。予定していた御お祓はらいがなくなって、現地調査費と消耗品――――茂木勇の使用した軽減の呪符の代金だけになってしまったのは、仕方ない。だが、特典も無効というのは、絶ぜつ佳か庵あんの経理を任されている蘆屋美琴には絶対に了承できない。神隠しにあっていた大賀彦麿と金剛院の術師を救出したのは、武庫川右京の功績として認められて然しかるべきだ。だいたい、金剛院の術者でトラブったのならば、それを解決するのは右京でなければ無理だろうということは、陰陽寮の皆もわかっていることである。いつもは現場を混乱させて騒動を大きくする傾向のある右京が、珍しくも今回は陰陽寮に迷惑かけるようなことをしていない。立候補選抜方式を利用して基本報酬を安価に抑え、特典を餌に絶佳庵を釣って嵌はめたのだ。嵌めたからには、そこのところはきっちりやってもらわなければ許さない。金に無頓着なところのある右京が相手ならば、特典などうまく誤ご魔ま化かして菓子折や手て拭ぬぐいでも事足りたかもしれないが、がっちり財布を握っている美琴は、そんな物で誤魔化されはしない。




　しかしそれにしても、絶佳庵が陰陽寮でいろいろやって溜めこんだ多額の負債を、一発返済のチャラにしろという大胆な要求が来るとは、さすがの日下部守彌も思ってもいなかった。




「……せめて、三分の一とか？」

「駄目です」

「ならば……、半分？」

「お話になりません」

　ふんと美琴に鼻先で笑われて、ぎりぎりと日下部守彌は歯は軋ぎしりする。

（くぉの、小娘の分ぶん際ざいで～……！）

　自分の娘よりも若い美琴に、悔しさいっぱいの日下部守彌を、美琴は冷ややかに見つめる。

「わたしもいろいろ忙しいんですけど」

　おもむろに携帯電話を取り出した美琴は、短縮ナンバーで電話する。

「――――あ、右京くん？　帰るわ。すぐ切り上げて。書きかけ？　そんなの構わないわよ」

「こ、こりゃ、小娘っ！」




　右京の優先順位は、陰陽寮の誰より、絶佳庵の蘆屋美琴である。陰陽頭に頼まれた呪符を書きかけていようが、美琴が構わないと言えば、右京はとっとと切り上げてその場を去るだろう。陰陽寮の長である陰陽頭のお側そばにいるというのに、ワンコールで電話が繋つながるところからして、尋常ではない。




　思わず声を上げた日下部守彌を、美琴はじろりと睨む。

「――――小娘？」

「い、いやいやいや……！　蘆屋さん、そんな、御常御殿にいる武庫川殿の手を止めるなどと……」

「あら」

　右京との電話を切らないまま、美琴はにっこり微笑む。

「だって今日の呪符書きまで、踏み倒されかねませんもの[image: ]」

　困っている金剛院と大賀彦麿は気の毒だが、彼らのために、ボランティアをしてやるだけの余裕は、財政が逼ひつ迫ぱくしている絶佳庵にはないのである。




　作り笑いを顔に貼りつかせたまま、言葉をなくした日下部守彌に、背を向けた位置で二人のためにお茶をいれている棗なつめ伊これ親ちかは溜め息をつく。

（本当に踏み倒そうと思ってましたね？　日下部様……）




　毎度毎度迷惑をかけているから、たまには困っている者を助けても、罰は当たらないだろうとか、何とか。負い目が山盛りの右京はそれでどうにか言いくるめられるかもしれないが、蘆屋美琴はそうはいかない。




「無駄な抵抗ですわ」

　事務所に茶菓子を運んだ幸徳井紅べに緒おは、往おう生じよう際ぎわの悪い日下部守彌に、軽く肩を竦すくめる。




　陰陽寮で持て余し、誰も言うことを聞かせられなかった武庫川右京が、唯一頭の上がらない相手が蘆屋美琴なのだ。端はなから日下部守彌が敵かなうはずがない。




　絶佳庵で庭掃除していた壱いち葉ようは、万年桜の花びらを集め、尻尾しつぽを上げてゆっくりと塀へいを歩いてきた潮しお路じさんの声に空を見上げる。

「あぁ、空が高くなりましたね」

　薄紅色の花びらを見ていると、季節感は曖あい昧まいになるが、一ひと雨あめ毎ごとに秋めいて、風が変わってきた。青い空には、鱗うろこ雲ぐもが浮かんでいる。










　　　　休　符







　雨が降っている。帰り道、いつも通らない道に、一人で足を踏み入れる。

（ダメ……、ここを通っちゃ、ダメ……）

　頭ではわかっているのに、身体がいうことをきかない。見てはいけないのに、目が閉じられない。足が止まらないのは、その向こうに家があるからだ。雨の中、目を瞑つぶっては歩けないから、目は開いている。急ぎ足なのは、早く帰りたいから。視点が低いのは、過去だから。

　雨に濡れた道に、レインコートを着た男がしゃがんでいる。その前に倒れているのは、夏服姿の女子高生――――。

（見ちゃダメ！　見ちゃダメ！）

　見なければ、知らなければ、それは事実として『存在しない』ことだから――――。




　汗ぐっしょりになって、蘆あし屋や鈴すず音ねは転うたた寝ねから目覚める。勉強机で英語の宿題をしていて、眠ってしまったようだ。いつの間にか、日が暮れている。

（夢……）

　どんな夢だったのか。目覚めた瞬間に消えてしまって思い出せない。ただ、とても嫌な夢だったことだけは、わかる。

　人の気配のする階下の台所では、姉の笙しよう子こが夕飯の仕度をしているようだった。明かりのついている社務所の窓に、仕事をしている父の影が見える。

「鈴音ー？　部屋にいるの？」

　廊下から呼びかけられ、ノックして扉が開かれた。

「何？　こんな暗いところで勉強してたら、目を悪くするわよ。電気つけなさいよ」

ぱちりと壁のスイッチで明かりをつけた姉・鼓こ幸ゆきの姿に、鈴音はなぜだかほっとする。

「美み琴ことお姉ちゃんは？」

「右う京きようといっしょに、まだ陰おん陽みよう寮りようよ。変態だけど、あいつがいるなら心配いらないわ」

「そ、っか」

「――どうかした？」

「ううん[image: ]　どうもしないよぉ。晩御飯の仕し度たく、手伝うね！」

　開きっぱなしになっていた教科書とノートを閉じて、鈴音は元気に椅子から立ち上がる。

　そうだ。右京がいるなら、どんなに遅くなっても何も心配いらない。武む庫こ川がわ右京は、呪符を駆使してどんな不可思議も自在に操る、奇跡の力を持つ封ふう縛ばく師しなのだから――――。




　茂もて木ぎ勇いさみとゲームのことで盛り上がってしまって、すっかり話しこんでしまった桃もも枝えだ綱つな紀きは、日が暮れる頃になって急いで絶ぜつ佳か庵あんに戻った。

「すみません、壱いち葉ようさん！　すぐ手伝いますから！」

　絶佳庵の台所仕事は、家政夫である壱葉が受け持っているが、右京のアシスタントの仕事もなく暇を持て余している綱紀が、手伝いもせずにふらふらと遊び回っているのはよくない。部屋にギターケースを置き、大慌てで台所にやってきた綱紀に、壱葉はにっこり微笑ほほえむ。

「あぁ、今日は夕飯の準備は、白御飯と具なしのお吸い物だけでいいって、さっき美琴さんから電話がありましたよ」

　簡単な仕度だけなので、綱紀が帰ってくる前に、台所作業は全部終わっている。

「……白御飯と、お吸い物？」

「はい。何か、折を持って帰るとか[image: ]」

　何でしょうねぇと、にこやかな壱葉にお茶を飲んで待つよう促うながされ、綱紀は卓に着く。

（今日、右京さんと美琴さんが行ったのって、陰陽寮じゃなかったか？）

　金持ちの依頼者の指名なら、打ち合わせついでに御馳走になることもあるのかもしれないが、庵級の術者ではそういうことはない。今回の右京は客関連の呼び出しではなく、美琴も経理の事務処理のために出向いている。綱紀が絶佳庵で世話になって半年。その間に綱紀を含め、絶佳庵の者は何度も陰陽寮に足を運んでいるが、お茶は供されても、お茶菓子が出ることすらなかった。御飯時は上手に避けて呼び出されて、食事を御馳走になることもない。ましてや、折詰で何かを持ち帰るなどという話は一度たりとも聞いたことがない。唯一あった土産が、右京贔びい屓きの蠱こ塚づか先生からの（いわくありげな☆）生の鶏肉ぐらいのものだ。

「何でしょうね[image: ]　楽しみですね[image: ]」

「は、はぁ、ソウデスネ……☆」

　素直に喜んでいいものか、綱紀にはよくわからない。もしも、あの薬くす師しの宇う田だ川がわ治はる陽ひが関係するなら、得体の知れない（しかも激烈に不ま味ずい☆　野生味溢れる）薬やく膳ぜん料理だ。ここは、期待しないようにして待つのが得策である。期待しないように――――。

「……いつまで待てばいいんですか？」

「それはやっぱり、右京さんたちが帰るまで、ですよ」




　午後八時。綱紀が待ち疲れてぐったりした頃、右京と美琴は美琴のスクーターに二人乗りして（右京は荷物積載用の後部ラックにカエル座り☆）絶佳庵に戻ってきた（←50ccバイクだが、右京の呪符で交通違反を誤魔化している。よい子は真似しちゃいけません☆）。重さを感じさせない動きで、右京は絶佳庵に入ったスクーターから、ひらりと飛び降りる。

「お待たせ～[image: ]　綱紀くん、壱葉さん！」

　ご機嫌でスクーターを降りた美琴は、戦利品である折詰の風呂敷包みを掲げた。

「今日の晩御飯は、ウナギよ～[image: ]」




　陰おん陽みよう博士はかせ五ご行ぎよう衆しゆう・日くさ下か部べ守もり彌やとの報酬の特典についての攻防に全面勝利した美琴は、今日の右京の呪符書きについてもきっちりと交渉をして、現物支給でウナギの蒲かば焼やきをゲットした。陰陽博士五行衆の今夜の食卓が寂しくなろうが、そんなことは美琴の知ったことではない。

「みんなしっかり栄養つけましょうねー[image: ]」

「うわーい！」

（ひさしぶりのウナギだー！）

　待った甲斐があったと、綱紀は両手を挙げて喜び、潮路さんも高い声で鳴いた。思えば、土用の丑うしの日にも、素麺とスイカだった。買うと高価なので、自給自足しようと釣りに行きたくても、絶佳庵の周辺にそんな川はなく、綱紀は泣く泣く諦あきらめたのだ。




　今夜は美琴もいっしょの晩御飯だ。具なしのお吸い物は肝きも吸いに変わり、ほかほかの白御飯にタレをしっかりかけて、ウナギ丼である[image: ]（潮路さんには白しら焼やき[image: ]）

　いただきますの声も晴れやかに、晩御飯の卓を囲みながら、綱紀は勇への使いの報告をする。

「――――で、熊とひなたくんの謎は解けました。後は、斎さい藤とうさん、なんですよねぇ……」

「炭焼きのお爺じいさん？　神様だったっていう」

「はい」

　美琴に綱紀は神妙に頷うなずき、右京は笑う。

「斎藤さんも、茂木さんが作った、想像上の人物だよ[image: ]」

「え？　でも、茂木さんのお祖父さんは『山には斎藤さんがいるから寂しくない』って言ってたんですよ？」

「斎藤さん、じゃないない[image: ]　『彩さい子こさん』[image: ]」

　右京はウインクする。

　斎藤さんがいるから寂しくない、ではなく、彩子さんがいるから寂しくない、が正解[image: ]

「茂木さんが聞き間違えたんだよ[image: ]　で、お祖父さんはそれを訂正しなかっただけさ」

　亡くなった彩子さん、大好きな奥さんの思い出がたくさんある山だから、独りぼっちでも寂しくはない。子どもだった勇には、祖母を懐かしむ祖父の気持ちはわからないし、この世にいない者の存在など感じ取れない。照れ屋だった祖父は、何度も言うのが恥ずかしくて、勇に勘違いさせたままになってしまった。勇と話していてわからなかったのかと、右京に笑われて、綱紀はちょっと口を尖とがらせる。

「俺が茂木さんのお家に行った、あのシーンですよね。星せい香か先生に、もっとはっきり書いていただかないと、わからない読者の方、いたんじゃないですか？」

「それはそうかもしれませんけど、あんまり書きすぎちゃうと、情じよう緒ちよなくありませんか？」

　にこりと壱葉は微笑む。おやおや？　な部分があっても、休符もあるのだし、それはそれで[image: ]

「今回は、呪じゆ言ごんの文字はそんなに印刷屋さん泣かせじゃなかったみたいですね」

「呪言のシーン自体が少なかったからね～。もっと大きな鬼なら――――」

　よからぬことを考えて笑いかけた右京は、美琴に容赦なく張り倒される。

「余計なことしないの！　今回から校閲さん、変わられたらしいわよ」

「ルビがちょっと違いますね」

　違いのわかる男・壱葉。カメラ目線で、にっこり[image: ]

「八月は（もぐもぐ）、出版社も印刷屋さんもお盆休みがあって（もぐもぐ）、作業大変だったらしいよ～？　（ごっくん☆）」

「食べながら喋しやべらない！」

　お行儀が悪いと、美琴は右京を張り倒す。編集さん、校閲さん、印刷屋さん、ありがとう[image: ]

「イラストの睦む月つき先生もお忙しいようだし。お伝えしていたイメージの相違で、ゲストキャラの衣装変更があったり、大変でしたね」

　綱紀の言葉に、美琴は頷く。

「お仕事が、盛況なのは喜ばしいことよ。お身体に無理なさらなければいいわね」

　ステキなイラスト、ありがとうございます[image: ]




　悪戯であれ、神の所業なので無にはできない。なので、陰おん陽みよう頭のかみに命じられて金こん剛ごう院いんと大おお賀が彦ひこ麿まろのために右京が書いた呪符は、綱紀に与えたその場凌しのぎの誤ご魔ま化かしの呪符（強い霊力のある者には見える☆）よりももっと強力な、『見えなくなる』呪符だった。

「おのれ、武庫川右京～～～……！」

　右京の呪符で、どうにか笑いものの顔と髪型から解放されて陰陽寮の中を歩きまわれるようになった幸か徳で井い白はく蛾がは、自分の書院の湯ゆ殿どので恥ち辱じよくに震える。顔にされた落描きは、サラリーマンの宴会かくし芸のように、腹に移動していた。――ご丁寧にも神様に描かれなかった目鼻付きで。そして、変な格好に結ばれていた髪は、もっと秘密でごにょごにょ☆　な場所に移動だ。




「「プールの授業どうしよ～～☆」」

　泣きの入った大賀彦麿は、落描きを尻に移動させるため、翌日、絶佳庵に向かった。





今年の夏は暑かったですねー[image: ]　二○○七年八月二十七日　流　星香







著者

流 星香

Seika Nagare




９月28日生まれ、天秤座、Ｂ型。大阪生まれ大阪育ちの、大阪在住大阪人。お祭り騒ぎ大好きな、明るく正しい子どもの味方である[image: ]

戦国時代ファンタジーでデビュー。ファンタジー作家として、これまでに多数の著作を発表していて、西洋風、現代モノ等、守備範囲はファミレスのように品揃えが豊富である。

お茶の時間をこよなく愛し、綺麗で美味しいお菓子からたくさんの元気をもらっている[image: ]







イラスト

睦月 ムンク

Munk Mutsuki




京都市在住。

２年前の９月、合宿で集団食中毒をやらかして騒ぎになったことが有り、この季節生ものを見ると何やら変な汗が出てかないません。この件、その後は語りつくすことが出来ない大学時代の思い出話になっております（笑）。




【ウェブサイト】

http://munku.sunnyday.jp/
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